
津野川若者住宅（第二）新築工事

（建築主体工事）

建築主体工事　図面リスト番号 番号 番号 番号 番号 番号

A-01

A-02

A-03

A-04

A-05

A-06

A-12

A-11

A-10

A-09

A-08

A-07

A-13

A-14

A-15

A-16

A-17

A-18

A-24

A-23

A-22

A-21

A-20

A-19

A-25

A-26

A-27

A-28

A-29

A-30

A-36

A-35

A-34

A-33

A-32

A-31

特記仕様書-01

特記仕様書-02

特記仕様書-03

特記仕様書-04

特記仕様書-05

特記仕様書-06

特記仕様書-07

特記仕様書-08

特記仕様書-09

特記仕様書-10

特記仕様書-11

求積図・配置図

外部仕上表・内部仕上表

立面図

建築面積・床面積表

1階・2階　平面図 1階平面詳細図

展開図（1）

展開図（2）

建具表　

1階・2階建具　配置図

断面図　屋根伏図

矩計図（1）

矩計図（2）

外構撤去図

1面木造　壁量計算表

2面木造　壁量計算表

1階　法規LVS

2階　法規LVS

1面　X通り軸組図

2面　Y通り軸組図

外構工事　詳細図

ｽﾛｰﾌﾟ・外構工事・階段・詳細図

A-37

A-38

A-39

A-40 A-48

A-47

A-46

A-45

A-41

A-42

A-43

A-441階・2階　天井伏図

2階平面詳細図 2面木造　壁量計算表

基礎伏図・土台伏図・基礎詳細図

2階床伏図・小屋伏図

省エネ仕様基準図

2面省エネ仕様基準図・3面省エネ仕様基準図

4面省エネ仕様基準図・立面図・断面図

展開図（3）

図面№
管理建築士　益岡雅充

図 面 名

縮尺

事務所登録　第1245号
一級建築士　第237193号

益岡建築設計事務所

住所 高知県四万十市小西ノ川165番地5号

TEL 0880-31-8522 FAX  0880-31-8666

設計 年 月 日

担当者

工事名

備考
完成 年 月 日

益岡 雅充

津野 川若 者住 宅（ 第二 ）新 築工 事 （建 築主 体 工 事）
表 紙



工事仕様書は(   )図、機械設備工事の工事仕様書は(   )図による。

１．工事場所　　高知県四万十市西土佐津野川地内　　　　　　　　（都市計画区域　内・外）

特記仕様書（建築工事編）

Ⅰ　工事概要

２．敷地面積

３．構造・規模

４．建築面積

６．主要用途

Ⅱ　建築工事仕様

１．共通仕様

㎡

階

㎡ ㎡５．延床面積

２．特記仕様

（４）　特記事項に記載の(別図-  .  )は、標準仕様書の「別図　各部配筋」の当該項目を示す。  

（５）　Ｇ 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（以下「グリーン購入法」という）の

（６）　標準仕様書で「特記がなければ、」以降に具体的な材料・品質性能・工法・検査方法等を明示している

　　　　場合において、それらが関係法令の改正等により（条例を含む）抵触する場合には、関係法令等の遵守

　　　　(1.1.1 3)の規定を優先する。  

1

（２）　電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの

　　　　書を適用する。なお、電気設備工事の

工事特記

　　　　　高知県土木部建築課

特定調達品目を示す。判断の基準は「環境物品等の調達の推進に関する基本方針

（環境省のホームページからダウンロード可能）による。」

（３）　受注者は完了検査（中間検査を含む）の検査には、特定行政庁（建築主事等）が求める検査に必要な資料等

　　　　（報告書等）を用意すること。

（３）　特記事項に記載の(  .  .  )内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（２）　特記事項は、・印の付いたものを適用する。

　　　　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　　・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

各　

章　

共　

通　

事　

項

4

地　

業　

工　

事

施工時間帯　　　　　※指定なし　　・指定有り（　　　　　　　　　　）

部位別の施工順序　　※指定なし　　・指定有り（　　　　　　　　　　）

・　鉄骨工事技術指針　　工場製作編　　工事現場施工編　　日本建築学会

※　建設副産物適正処理推進要綱

※　建築材料等評価名簿　　　　　　　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修

・　鉄骨設計標準図　　　　　　　　　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修

※　建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事等編）

・　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法を施工計画書として提出する。

　　区分等　　　基準風速　Vo=（　　　）m/s　　地表面粗度区分（・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ）

　　　　　　　　積雪区分　建設省告示第1455号　別表（　　）

※　工事写真撮影ガイドブック　建築工事編及び解体工事編　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修

・構内指定場所に敷き均し　　　　・構内指定場所に堆積

特記仕様書（建築工事編）（１） 令和４年度版

（令和4年2月25日変更閣議決定）

※　建築工事標準詳細図　　　　　　　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（令和4年版）

※　建築工事監理指針（上下巻）　　　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（令和4年版）

（１）　図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事

　　　　標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）」（以下、「標準仕様書」という）による。

（１）　項目は、・印の付いたものを適用する。

・適用基準及び区分

・電気保安技術者

・施工条件

※ 図 示 　

※本工事　・別途工事電気室、自家発電室などのピット（蓋含む）

・本工事　※別途工事照明器具、幹線等の吊ボルト用インサート

※本工事　・別途工事補強
埋込形分電盤、消火栓等の仮枠及び補強

・本工事　※別途工事仮枠

・本工事　※別途工事軽量鉄骨壁のボックス取付用の下地

※本工事　・別途工事天井埋込型器具の取付箇所の下地軽量鉄骨の切込み及び補強

※本工事　・別途工事自動開閉装置を取付ける防火戸の切り込み補強及びﾄﾞｱｰﾁｪ ｯｸ、ﾌﾛｱﾋ ﾝｼﾞ

・本工事　※別途工事梁貫通部のスリーブ

※本工事　・別途工事梁貫通部の補強

区　分施工範囲   取り合い

設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。・設備工事との

・設計GL

仮　

設　

工　

事

2

・足場その他

※設けない

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの

別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置き方式

又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

 外部足場に設ける防護シート等

・養生シート※JI SA895 2のⅠ類に適合するもの

・防音シート　・採光防音シート　・養生ネット

(建築工事用シートでシートだけで落下物の危害防止に使用できるもの）

・監督職員事務所等 ・設ける　　規模及び仕上げの程度、並びに設置する備品等の種類及び数量は

　　　　　　現場説明書（施工条件明示）による。

(2.3.1 )

・工事用水

・工事用電力

構内既存の施設　・利用できる（　※有償　　・無償）　　・利用できない

構内既存の施設　・利用できる（　※有償　　・無償）　　・利用できない

(2.2.4 )

土　

工　

事

3 ・埋戻し及び盛土

　Ｃ種の場合の受入量、発生場所は現場説明書（施工条件明示）による。

　Ｄ種の場合の六価クロム溶出試験は、現場説明書(施工条件明示)による。

材料及び工法　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

※構外搬出

(3 .2.3) (表3.2.1 )

・建設発生土の処理

　搬出先の名称（リサイクルヤマト　）

　所在地　（四万十市西土佐江川崎19 58）　運搬距離（9. 9）km

( 3.2.5 )

　その他 建設発生土の搬出先は上記を予定している。

搬出先が変更となる場合は、設計変更の対象とする。

・支持地盤等 (4.2. 1)(4 .3.4、5)( 4.5. 5、6 )

　・(　　　　　)　　・図示

・杭基礎

支持層の位置及び土質（基礎ぐいの先端の位置含む）

　・(　　　　　)　　・図示

・直接基礎

支持層の位置及び土質（基礎底部の位置含む）

試験掘り（根切り底の状態の確認等）

・行わない ・行う

・地盤の載荷試験

載荷試験の方法等

・図示

・図示

位置等

( 4. 3.  )3  

杭地業

・既製コンクリート

種類

・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（PHC杭）

・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（PRC杭）

・外殻鋼管付きコンクリート杭（SC杭）

  　SC杭の鋼管材料　・SKK 40 0　・SKK 4 90

鋼管厚

寸法、継手、性能等　(種別：種類、性能及び曲げ強度区分)

本　杭

試験杭

(4.2 . 2) (4 . 3. 3 )

備　考
長期設計支

(mm ) 持力(k N/本)

上杭

2 ｾ ｯﾄ数
杭径

(mm)
継手数種類

コンクリート

強度(N/ mm  )

杭長

(m )

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

・適用する 低騒音型　低振動型建設機械指定に基づき指定された建設機械を使用する。・騒音振動の防止

・特定管理産業廃棄物（種類：　　　　　　　処理方法：　　　　　　　　）

・現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　※廃石膏ボード等は、原則分別再利用処理とする。

・再生資源化を図るもの（ ・コンクリート塊　・アスファルトコンクリート塊　・建設発生木材）

・発生材の処理 ・引き渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・石綿含有建材の

処理等

大気汚染防止法、労働安全衛生法及び石綿障害予防規則に基づき、事前調査、報告を行った上で、

適切に処理すること。

工事発注前の調査の情報提供　・有り　・無し

・材料の品質等

る木材の合法性の確認について（通知）」による証明書等を，監督職員に提出する。

断の基準に従い，あらかじめ，平成19年3月3 0日付け18高建管第881号「土木部発注工事で使用す

　製材等，フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は，グリーン購入法の基本方針の判

を使用する場合は監督職員の承諾を受けること。

　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品

６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。

５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

４）法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

３）安定的な供給が可能であること。

２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

JAS マーク表示のない材料及びその製造業者等は、次の１）から６）の事項を満たすものとする。

ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

なる資料、又は外部機関が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受けるものとする。

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明と

　本工事に使用する材料は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、JIS  又は

(1. 3.11)

(1. 3.3)

(1 .3.5)

(1. 4.2)

屋根及びとい工事

・ｱｸﾘ ﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業　

ｺﾝｸ ﾘｰﾄﾌﾞ ﾛｯｸ・ALC ﾊﾟﾈﾙ

・押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事

ﾌﾞ ﾛｯｸ建築

・ｱｽﾌ ｧﾙﾄ防水工事作業　・ｳﾚ ﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

仮設工事

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

防水工事

とび

型枠施工

ｺﾝ ｸﾘｰﾄ圧送施工

鉄工

とび

防水施工

・とび作業

・型枠工事作業

・構造物鉄工作業

・ｺﾝｸ ﾘｰﾄ圧送工事作業

・とび作業

・ｺﾝｸ ﾘｰﾄﾌﾞ ﾛｯｸ工事作業

・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業　・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

・改質ｱｽﾌｧﾙﾄ ｼｰﾄﾄｰ ﾁ工法防水工事作業

石工事

タイル工事

木工事

石材施工

タイル張り

・石張り作業

・大工工事作業

・タイル張り作業

技能検定作業技能検定職種工事種目

鉄筋施工 ・鉄筋組立て作業

・ｼｰﾘ ﾝｸﾞ防水工事作業　・FR P防水工事作業

・改質ｱｽﾌｧﾙﾄ ｼｰﾄ常温粘着工法防水工事作業

・枠組壁工事作業

金属工事

左官工事

建具工事

ｶｰﾃﾝｳ ｫｰﾙ工事

塗装工事

内装工事

建築板金

左官

サッシ施工

ガラス施工

自動ドア施工

ｶｰﾃﾝ ｳｫｰﾙ施工

サッシ施工

ガラス施工

塗装

内装仕上施工

・鋼製下地工事作業

・内外装板金作業

・左官作業

・ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業

・ｶﾞﾗｽ工事作業

・自動ﾄﾞ ｱ施工作業

・金属製ｶｰﾃ ﾝｳｫｰﾙ工事作業

・ｶﾞﾗｽ工事作業

・ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業

・建築塗装作業

内装仕上施工

・ﾌﾟﾗｽ ﾁｯｸ系床仕上げ工事作業　・ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上げ作業

・内外装板金作業

・かわらぶき作業

・木質系床仕上げ工事作業　・ﾎﾞｰﾄﾞ仕上げ工事作業

排水工事

舗装工事

植栽工事

表装

配管

路面表示施工

造園

・壁装作業

・建築配管作業

・溶解ﾍﾟｲﾝ ﾄﾏｰｶｰ工事作業　・加熱ﾍﾟｲﾝﾄ ﾏｼﾝﾏｰ ｶｰ工事作業

・造園工事作業

熱絶縁施工 ・吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌ ｫｰﾑ断熱工事作業

建築大工

枠組壁建築

建築板金

かわらぶき

・化粧ﾌｨﾙﾑ工事作業

AL Cﾊﾟﾈﾙ施工 ・ALC ﾊﾟﾈﾙ工事作業

・技能士 (1.5 .2)

・完成時の提出図書

※完成図（配置図、各階平面図、各立面図、断面図、仕上表）ＣＡＤデータ（CD-R）とも

記入内容は標準仕様書 表1.7.1による。仕上表には、ﾒｰ ｶｰ名及び品番、色番号等を記入する。

※施工計画書　（A4ファイル綴じ　提出部数：１部）

※保全に関する資料　（提出部数　　※１部　　　　・　　部）

※施工図　　（CADデータ　提出部数：１部）

着工前及び工事中

提出部数

　　枚

部　数

　１部

　2部

　　枚 　　部

区　分

工程毎

　　枚 　　部

完成時

カラー　※サービス版

カラー　※キャビネ版

カラー　・全紙版（ｱﾙﾐ額縁入）

・　

分類規格

工事写真については、隠蔽となる部分は全て撮影すること。

デジタル写真の仕様は1 適用基準及び区分の工事写真撮影ガイドブックによる。

※工事写真・完成写真　写真データ（CD -R）とも

　に１部提出する。

※上記の他、完成写真内外６面程度（カラーサービス版）、及びその画像データを完成検査時

※電子納品とする場合は、「高知県電子納品運用に関するガイドライン工事編」により、予め

監督職員と協議を行う。

(1.7 .1)

標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。・特別な材料の工法

提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に委譲するものと

   計画書 する。

・施工図及び施工

　　物）対策

　（揮発性有機化合

ｷｼﾚﾝ、ｴ ﾁﾙﾍﾞﾝ ｾﾞﾝを含有してないものとする

１）ﾎﾙﾑｱﾙﾃ ﾞﾋﾄﾞ、ｱｾ ﾄｱﾙﾃﾞ ﾋﾄﾞ、ｽﾁﾚ ﾝ、ﾄ ﾙｴﾝ、

ﾎﾙﾑｱ ﾙﾃﾞﾋﾄ ﾞ、ｱｾﾄｱﾙ ﾃﾞﾋﾄﾞ、ｽ ﾁﾚﾝ、ﾄﾙｴ ﾝ、ｷｼﾚﾝ、

ｴﾁﾙﾍ ﾞﾝｾﾞﾝを含有していない水性系のものとする

☆同等品を使用する

使用制限対象建築材料等

を基本とし、該当する材料がない場合はF☆☆☆

①②③④の建築材料を使用する場合はF☆☆☆☆

流し台

⑤家具、書架、実験台、什器、化粧洗面台、

③木材保存剤（防腐処理、防蟻処理等）

④内装用接着剤、木工事用接着剤

する

しない難揮発性の可塑剤を使用しているものと

２）ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n -ﾌﾞﾁﾙ、ﾌﾀ ﾙ酸ｼﾞ-2- ｴﾁﾙﾍｷ ｼﾙを含有

非有機ﾘﾝ系の薬剤とし、加圧式防腐・防蟻処理

は工場で行い、十分乾燥した後に現場搬入する

ｸﾛﾙﾋ ﾟﾘﾎﾘｽ、ﾀ ﾞｲｱｼﾞ ﾉﾝ、ﾌｪﾉﾌ ﾞｶﾙﾌﾞを含有しない、

②塗料

F☆☆☆☆又は同等の大臣認定品とする

壁紙、緩衝材、断熱材、仕上げ塗材

単板積層板、MDF、ﾊﾟｰ ﾃｨｸﾙ ﾎﾞｰﾄﾞ、ﾕﾘ ｱ樹脂板、

①合板、木質ﾌﾛｰﾘ ﾝｸﾞ、構造用ﾊﾟ ﾈﾙ、集成材、

　条件を満たすものとする。

※屋内に使用する材料は、揮発性有機化合物（ＶＯＣ）の放散による健康への影響に配慮し、次の・室内空気汚染

　施工完了時に室内空気中のﾎﾙﾑｱ ﾙ ﾃ ﾞ ﾋ ﾄ ﾞ、ﾄﾙｴ ﾝ、ｷｼﾚ ﾝ、ｴﾁﾙ ﾍ ﾞ ﾝ ｾ ﾞ ﾝ、ｽﾁﾚ ﾝの濃度を測定し、報告す

ること   物質の濃度測定

　　測定対象室及び測定箇所数　※図示（仕上表備考欄）　　・（１階居室 3室・2階居室 ３室　計6）か所

・室内空気中の化学

については、ﾎﾙﾑｱ ﾙ ﾃ ﾞ ﾋ ﾄ ﾞ、ｱｾﾄ ｱ ﾙ ﾃ ﾞ ﾋ ﾄ ﾞ、ｽﾁﾚ ﾝ、ﾄﾙｴ ﾝ、ｷｼﾚ ﾝ、ｴﾁﾙ ﾍ ﾞ ﾝ ｾ ﾞ ﾝ、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ- n - ﾌ ﾞ ﾁ ﾙ、ﾌﾀﾙ酸

　室内に関わる材料（上記②～④及び建具、ｼｰﾙ材、その他でその接着剤や塗料の溶剤まで含む）

すること。

ｼ ﾞ - 2 - ｴ ﾁ ﾙ ﾍ ｷ ｼ ﾙ、ｸ ﾛ ﾙ ﾋ ﾟ ﾘ ﾎ ﾘ ｽ、ﾀ ﾞ ｲ ｱ ｼ ﾞ ﾉ ﾝ、ﾌｪ ﾉ ﾌ ﾞ ｶ ﾙ ﾌ ﾞの有無または成分について一覧表を作成し提出

469.33

木造　2

175.05

共同住宅

252.72

GL-300

令和５年７月改正津野川若者住宅（第二）新築工事

高知県四万十市小西ノ川165-5

TEL　0880-31-8522・FAX　0880-31-8666

事務所登録　第　1245　号

一級建築士　237193　号

益岡建築設計事務所 NO　A-01



　　　　　高知県土木部建築課令和４年度版特記仕様書（建築工事編）（２）

杭先端部形状　　 (4. 3.  )

・開放形　・半開放形　・閉そく形　・　

3 

・セメントミルク工法 (4.2 .2 )  　　　(4.3 .4 )　　(4 .3 . 1)   　　 

試験杭

試験杭の位置　　

掘削深さ

・図示による(　　　　　　) 　・　

・図示による(　　　　　　) 　・　

杭の支持  への根入れ深さ        層

・図示による(　　　　　　) 　・　

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

・杭径の1/4かつ10 0㎜以下　・　

杭の傾斜　　

・1/1 0 0以内　　・　

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式でα=25 0を採用できる工法

・特定埋込杭工法 (4. 2. 2)        ( 4 .3 .5 )　　(4 .3 . 1)   　　 

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 うち

試験杭

α、β、γが以下の値を採用できる工法

α=（　　　）、β=（　　　）、γ=（　　　）

工法

・プレボーリング拡大根固め工法

・中堀り拡大根固め工法

杭周固定液　　

・使用する　・使用しない

試験杭の位置　　

・図示による(　　　　　　) 　・　

杭の支持層への根入れ深さ

・図示による(　　　　　　) 　・　

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

※杭径の1/4かつ10 0 mm以下　　・　

杭の傾斜　　

※1/1 0 0以内　 ・　

(4 . 3.  ) ( 4. 3. 6 )( 7 .2 .5 )杭　継手　工法　　

・アーク溶接継手　

　の　　の 3               

溶接材料　　

・標準仕様書 7. 2. 5 ( )(  )による                   1  2

・無溶接継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)　

工法

※評定等を受けた工法

検査

※評定等により定められた項目

施工

※評定等をされた施工管理基準による

杭頭の処理　　 (4. 3.  )　        等 8 

・処理しない

・処理する　

処理方法（切断にともなう補強方法含む）　

・図示による(　　　　　　) 　・　

杭頭の中詰め材料　　

・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・　　

(4. 3.  )8 

材料、寸法、継手等 (4. 2 .2 )( 4 .4 .  )        

本　杭

試験杭

備　考
長期設計支持力

（kN/本）       

上杭

種類

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

厚さ

(mm )
ｾ ｯﾄ数

杭径

(mm )
継手数

杭長

(m)

3  (4 . 4. 5)　 鋼杭地業

杭先端部形状

・開放形　・半開放形　・閉塞形　・　

先端部の補強

・標準仕様書 図4. 4. 1、表4. 4. 2による　・　

先端部の補強（補強バンドなど）及びその他付属品の材質

・SS4 00と同等またはそれ以上　　・　

・特定埋込杭工法 (4. 2. 2 )              ( 4. 3 .5 ) (4 .4 . 4)

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式でα=25 0を採用できる工法

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 うち

α、β、γが以下の値を採用できる工法

α=（　　　）、β=（　　　）、γ=（　　　）

工法

・中堀り拡大根固め工法

試験杭

試験杭の位置　　

・図示による(　　　　　　) 　・　

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

※杭径の1/4かつ10 0m m以下　　・　

杭の傾斜　　

※1/1 00以内　 ・　

(4. 4 .5 )        杭の継手 (4. 4. 3 )       (7 .2 . 5)　　　　の工法

・溶接継手

形状　　

・JIS  A  5 5 25による　・　

溶接材料　　

・標準仕様書 7.2 . 5(  ) (  )による                   1   2

・無溶接継手（継手部に接続金具を用いた方式のもの）　

工法

※評定等を受けた工法

検査

※評定等により定められた項目

施工

※評定等をされた施工管理基準による

(4. 3 .8 ) (4 .4 . 6)杭頭の処理　　　　　　　等

・処理しない

・処理する　

処理方法（切断にともなう補強方法含む）　

・図示による(　　　　　　) 　・　

杭頭の中詰め材料　　 (4.3 . 8)

・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・　　

・場所打ち

コンクリート杭

地業

・アースドリル工法　(安定液　※使用する　・使用しない)

・リバース工法

工法 (4.5 . 1)　　　 (4 . 5. 5)

・オールケーシング工法　(孔内の水張り　・行う　・行わない)

併用する工法 (4.5 . 1)　　　 (4 . 5. 6)

・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

　　鋼管の種類　　・SKK4 0 0　　　・SKK4 9 0　　　・　

・拡底杭工法 (安定液　・使用する　・使用しない)

寸法等 (4. 2. 2)

軸径 拡底径 長期設計支杭長鋼管厚 鋼管径

(mm ) (m m)
備　考ｾｯﾄ数

持力(kN /本)       ( m)( mm ) ( m m)

試験杭

本　杭

試験杭 (4. 5. 5)

試験杭の位置　　

・図示による(　　　　　　) 　・　

孔壁の保持状況（孔壁測定） (4. 5. 5)

測定箇所

・試験杭(　　)箇所及び本杭(　　)箇所　　・　

杭の支持層への根入れ深さ

・図示による(　　　　　　) 　・　

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

※杭径の1/4かつ10 0m m以下　　・　

杭の傾斜　　

※1/1 00以内　 ・　

鉄筋の種類 (4. 5. 4 )

呼 び 径 (㎜)種類の記号 備　考

・ SD2 9 5

・ S D3 4 5

帯筋　　 (4. 5 .4 )

・図示による　　　　　　（構造関係共通図（配筋標準図）6.2帯筋(b) ( 3)⑥(ロ)）

鉄筋の最小かぶり厚さ

・100㎜　　　・　

(4.5 .4 )

鉄筋かごの補強　　 (4.5 .4 )

・図示による(　　　　　　)

・杭径1.5 m以下の場合は鋼板6×50( m m)、1.5 mを超える場合は鋼板9×50～75( m m)の

　補強リング　を3m以下の間隔で、かつ1節につき3箇所以上入れ、リングと主筋の

　接触部を溶接する

組み立てた鉄筋の節ごとの継手 (4.5 . 4) (5 . 3. 4)

※重ね継手　　　重ね継手の長さ　・図示による（　　　　　）

主筋の基礎底盤への定着長さ (4.5 . 4) (5 . 3. 4)

・図示による(　　　　　　)　　・　

※高炉セメントB種　　　・　

セメントの種類　　

Ｇ

(4.5 .4 )

コンクリートの設計基準強度　 (4.5 .4 )

・図示による(　　　　　　)　　・　

コンクリートの種別　　 (4.5 .4 )

・A種　・B種

・評定等の内容による

スランプ

※18c m　・　

(4.5 .4 )

構造体強度補正値 (4.5 .4 )

※3N/ mm2

・図示による(　　　　　　)

・評定等の内容による

　 砂利地業 材料 (4. 6. 2 )

・再生クラッシャランＧ

・切込砂利又は切込砕石

砂利厚さ　　 (4. 6. 3 )

※60㎜ 　・　

施工範囲 (4. 6. 3 )

・基礎下、基礎梁下、土間コンクリート下、土に接するスラブ下

・図示による(　　　　　　)

地業

・捨コンクリート 厚さ　　 (4.6 . 4)

※50㎜　・　

(4. 6. 4 )( 6. 1 4. 1)施工範囲

・基礎下、基礎梁下、土に接するスラブ下

・図示による(　　　　　　)

設計基準強度　　 (4. 6. 4 )( 6. 1 4. 1)

※18N /㎜　　・　2

スランプ　　 (4. 6. 4 )( 6. 1 4. 1)

※15㎝又は18㎝　・　　

・床下防湿層 (4 .6.2、5)

・地盤改良工法 種類及び施工方法等

　・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）　・図示

施工範囲

材料

　※ポリエチレンフィルム厚さ0 . 1 5㎜以上　　

・図示による（　　　　　）　　・　

六価クロム溶出試験

※現場説明書による　　　・　

令和５年７月改正津野川若者住宅（第二）新築工事

高知県四万十市小西ノ川165-5
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一級建築士　237193　号
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　　　　　高知県土木部建築課令和４年度版特記仕様書（建築工事編）（３）

鉄筋の種類等

備　考呼び径（mm）

・SD3 45

種類の記号

鉄　

筋　

工　

事

5

・SD29 5

・鉄筋 (5. 2.1)

※D 10・D13

※D 19以上

使用部位種類の記号種　類

・鉄筋格子

・溶接金網

・溶接金網 (5.2. 2)鉄線の形状等

網目寸法、鉄線の径（mm）

耐力壁の鉄筋

部　位

・鉄筋の継手 (5 .3.4) (5.5. 2)(5. 6.3)

　及び定着

鉄筋の継手の方法等

柱及び梁主筋

基礎、耐圧スラブ、土圧壁

※重ね継手

継手の方法

※重ね継手

※D19以上

呼び径（mm）

※ガス圧接 ・機械式継手 ・溶接継手

・重ね継手　・ガス圧接

上記以外（　　　　　　）

　・図示

　・構造関係共通図（配筋標準図）5. 1、6 .1、7.1、7. 3、8.1による

継手位置

　・図示

　・構造関係共通図（配筋標準図）3. 1(a)( 3)による

　・構造関係共通図（配筋標準図）3. 1(a)( 2）による

主筋及び耐力壁の重ね継手の長さ

鉄筋の定着長さ (5.3. 4)

　・図示

・構造関係共通図（配筋標準図）3.1 (b)による

　・図示

   及び間隔

　(溶接金網含む)

最小かぶり厚さ(目地底から算出を行う)

　・構造関係共通図（配筋標準図）表4.1による

・鉄筋のかぶり厚さ (5. 3.5)

柱及び梁の主筋にD29以上の使用

　・あり　使用箇所(　　　　　　　　　)

　　主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保する

耐久性上不利な箇所がある場合(塩害等を受けるおそれのある部分等)　

・（　　　　　　）

・構造関係共通図（配筋標準図）表4.1に加える厚さ　　( 　　)㎜

　・適用箇所(　　　　　　　　　)

　・（　　　　　）

　・図示

各部配筋

　・構造関係共通図（配筋標準図）による

(5 .3.7)

外観試験　

　※行う　（全数）

・圧接完了後の試験

・各部配筋

(5 .4.10 )(5.4 .11)

抜取試験　

　※超音波探傷試験　

試験ロット：１組の作業班が１日に行った圧接箇所とする。なお、200箇所を超えるときは

　　　　　　 200箇所ごととする

試験の箇所数：１ロットに対して（※３本　・　　）とする

　・引張試験

試験ロット：1組の作業班が1日に行った圧接箇所とする。

試験の箇所数：１ロットに対して30　所とし、ロットから無作為に抜き取る。　　　　　　　　　　　　　　　　か

　用箇所適 (5.5 .2)・機械式継手

・図示による(　　　　　　) 　・　

H12建告第1463号に適合する性能　 (5.5 .2)

・A級　　・　

機械式継手の (5.5 .2)　　　　　　種類

・図示による(　　　　　　) 　・　

鉄筋相互のあき (5 .3.5)　　　　(5.5 .2)

・図示による(　　　　　　) 　・　

施工完了後の継手部の試験 (5.5 .2)

・図示による (　　　　　　) 　

不合格となった継手部への措置 (5.5 .2)

・図示による (　　　　　　) 　

・図示による(　　　　　　) 　・　

　用箇所適・溶接継手 (5.6.3 )

H12建告第1463号に適合する性能　

・A級　　・　

(5. .3 )6   

溶接継手の工法

・図示による(　　　　　　) 　・　

(5. .3 )6   

鉄筋相互のあき

・図示による(　　　　　　) 　・　

(5. .3 )6   

・図示による (　　　　　　) 　

溶接完了後の継手部の試験 (5. .3 )6   

不合格となった継手部への措置

・図示による (　　　　　　) 　

( 5. .3 )6   

コ　

ン　

ク　

リ　

ー　

ト　

工　

事

6
設計基準強度（N/mm  ）2 適用箇所

設計基準強度（N/mm  ）2 適用箇所

・コンクリートの

　種類等

・普通コンクリート

・軽量コンクリート

(6. 2.1～4)( 6.3.2 )(6. 10.1、2)

スランプ(cm)

スランプ(cm)

・21

・24

・18

※18

・15

構造体強度補正値

※標準仕様書表6. 3.2による

(6 .3.2)

・コンクリートの

  種別 ※Ⅰ類（JIS  A 53 0 8への適合を認証されたコンクリート）

・Ⅱ類（JIS  A 53 0 8に適合したコンクリート)

(6 .2 . 1)              類別コンクリートの

・セメント (6 . 3. 1)種　類

※普通ポルトランドセメント　　　　　　　　　　　　　、高炉セメントA種、シリカセメントA種又は

　フライアッシュセメントA種

  　　　　(※下記以外全て　　・　　　　　　　)  適用箇所

    普通ポルトランドセメントの品質は、JIS  R 5 21 0 に示された規定の他、水和熱が

　  7日目で352 J /g  以下、かつ28日目で 4 02 J /g  以下のものとする

・高炉セメントB種　　

  　　　　(・1F Lより下部（立上り部含む）　　・　　　　　　　)  適用箇所

・フライアッシュセメントB種　　

  　　　　(　　　　　　　)  適用箇所

Ｇ

Ｇ

アルカリシリカ反応性による区分・骨材 (6. 3.1)

したものを優先的に使用するものとする。

　本工事において細骨材に海砂を配合した生コンクリートを使用する場合、高知県内産海砂を配合

・再生骨材H

　※A　・B（コンクリート中のアルカリ総量が3.0 kg/m　以下）
3

6.3. 1(4)( b)による　　・（　　　　　）

6.3. 1(4)( a)による　　・（　　　　　）

 ・標準仕様書　　　

 標準仕様書　　　

　　混和材の種類

・混和材

　　混和剤の種類

・混和剤 (6 .3.1、2)・混和材料

・気乾単位容積質量 普通コンクリート
3※2.3t/m  程度　　・　

軽量コンクリート

(6.2.3)

種　別

適用箇所

・軽量コンクリート (6.1 0.1)

　・１種　・２種

　・図示　・（　　　　　）　　

・寒中コンクリート 適用期間

・図示による

(6.2 . 1) (6 . 11 .1 )

・積算温度を基に定める場合

・図示による(　　　　　　)　　・　

構造体強度補正値　　※6N/ m m　　　・　 (6. 12 . 1、2)・暑中コンクリート 2

適用箇所 (6. 2. 1 )( 6. 1 3. 1)・マスコンクリート

・図示による(　　　　　　) 　・　

セメントの種類 (6.1 3 .2 )

・中庸熱ポルトランドセメント ・低熱ポルトランドセメント

・高炉セメントB種 ・フライアッシュセメントB種

・普通ポルトランドセメント (6.1 3 .2 )

混和材料

・混和剤

混和剤の種類

※JIS A 6 20 4に適合するAE減水剤又は高性能AE減水剤　　・　

(6.1 3 .2 )スランプ

※15㎝　・　

Ｇ Ｇ

・無筋コンクリート コンクリートの種類 (6. 2. 1 )( 6. 1 4. 1)

※普通コンクリート

セメントの種類 (6. 3. 1)

※普通ポルトランドセメント、　　　　　　　　　　　　　　高炉セメントA種、シリカセメントA種又は

　フライアッシュセメントA種

・高炉セメントB種　　

・フライアッシュセメントB種　　

設計基準強度　　 (6.1 4 .1 )

※18  ( N/㎜ )　　・　

スランプ

※15㎝又は18㎝　　・　

(6.1 4 .1 )

(6 .1 4 .1 )適用箇所　　

・標準仕様書 6. 1 4. 1(  )( ｱ )～(ｶ )による                    4

・図示による(　　　　　　) 　・　

Ｇ

Ｇ

2

・流動化

　コンクリート ・図示による(　　　　　　)   　・　

適用箇所　

梁及びスラブ

※スパンの中央又は端から1/4の付近

打継ぎの位置

　 ひび割れ誘発目地

　 打継目地

・打継ぎの位置

(6. 2. 1 )( 6. 1 5. 1)

(6 . 6. 4)

・図示による(　　　　　　) 　・　

柱及び壁

※スラブ、壁梁又は基礎の上端

・図示による(　　　　　　) 　・　

目地　寸法　　の (6. 6 . )( 6 .8 .  ) (9 . 7. 3)4       1         

・標準仕様書 9. 7. 3           による                  (1 ) (ｱ )～(ｳ)

※ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、躯体外側の打増し部で処理する

・図示による(　　　　　　) 　・　

・図示による(　　　　　　) 　

ひび割れ誘発目地の位置 (6. 8.  )1 

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ・ｺﾝｸﾘｰﾄの仕上り

コンクリートの仕上りの平たんさ

適用箇所

・Ｃ種

・Ｂ種

・Ａ種

種　別

※図示による(　　　　　　) 　

※図示による(　　　　　　) 　

※図示による(　　　　　　) 　

(6. 2.5)( 6.8.2 )

適用箇所種　別

※図示による(　　　　　　) 　

※図示による(　　　　　　) 　

※図示による(　　　　　　) 　

(6. 2.5)( 6.8.2 )

・a種

・b種

・c種

　・20㎜　　・（　　　　　）   (打放し仕上げ部)

・打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る) (6.8 .1)・打増し厚さ

　・10㎜　　・20㎜　　・（　　　　　）

・打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

・外装タイル後張り面のの打増し処理

　・20㎜　　・（　　　　　）

打増し範囲

・図示による(　　　　　　) 　

6×150 駐輪場・温水器・ｽﾛｰ ﾌﾟ土間

D10・D 13
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　　　　　　強度区分　　4. 6又は4. 8　　　　なお、呼び径六角ボルトの軸径の最大寸法は、

　　　　　高知県土木部建築課令和４年度版特記仕様書（建築工事編）（４）

・型枠 (6. 8.2)

Ｇ

せき板の材料及び厚さ

　・（　　　　　）　・合板(※12m m　　・　　)　　

・断熱材を兼用した型枠材

　使用箇所 ・図示による(　　　　　　) 　・（　　　）

・ＭＣＲ工法用シート

・図示による(　　　　　　) 　・（　　　）　適用箇所

打増し厚さ　・20㎜　　・（　　　　　）

打増し範囲　・図示による(　　　　　　) 　・（　　　）

　

スリーブの材種・規格等

・図示による(　　　　　　) 　・（　　　）

(6. 8.2)

(6. 8.2)

実施要領　・ｺﾝ ｸﾘｰﾄの単位水量

   測定 構造関係共通図（構造関係共通事項） 構－4 施工方法等計画書関連等　コンクリートの

単位水量測定による   

鉄骨製作工場の加工能力7

鉄　

骨　

工　

事

・鉄骨製作工場 (7 .1.3)

　※建築基準法第68条の25に基づき国土交通大臣から構造方法等の認定を取得している鉄骨製作

　　工場又は同等以上の能力のある工場

　　評価の区分

　　　※( 　  　 )グレード　　　・グレードの指定はしない

種類の記号 規　格適用箇所　（主要な部分）

・JIS規格による　　・　

・JIS規格による　　・　

・JIS規格による　　・　

・JIS規格による　　・　

・JIS規格による　　・　

種類等・鋼材

ける施工管理技術者

・鉄骨製作工場にお ※配置する (7 .1.3、4)

(7 .2.1)

高力ボルトの (7.2. 2)　　　　　　種類・高力ボルト

・トルシア形高力ボルト　　

・JIS形高力ボルト

・溶融亜鉛めっき高力ボルト

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等 (7.3. 2)

※図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図） 1-1 縁端距離及びボルト間隔）

・　

摩擦面の処理　　　　　　方法等

(7.4. 2)溶融亜鉛めっき面以外

※標準仕様書7.4. 2(1)による

(7 .12. 5)溶融亜鉛めっき面

　ブラスト処理（表面粗度50μm Rz以上）

・ブラスト処理以外の特別な処理方法

・図示による(　　　　　　)　　　・　

・すべり試験 (7.4. 2)

　すべり係数試験　　　・すべり耐力試験※

試験の方法等

・図示による(　　　　　　)　　　・　

ボルト及びナットの材料 (7. 2.3)・普通ボルト

・標準仕様書 表7.2.3（J IS附属書品）　　 による                                  又は次

  ボルトの規格は、JIS B  1180とする。

　（ボルトの種類　　呼び径六角ボルト又は全ねじ六角ボルト  　　　　　　　は、　　　　　　　　　　　　　　　　　　とし、材料は鋼とする。

  　ボルトの　　　　は、　　　　　とする。

　　ボルトの径の値以下とする。  　　　　　　　　　　　　　　ナットの規格は、JIS  B 11 81とする。

　　ナットの種類　　六角ナット-C　　　　　　  　　　　　　　は、　　　　　　とし、材料は鋼とする。

座金 (7. 2.3)

※JIS  B 12 56による　　　・　

戻り止め (7. 5.2)

※二重ナット   　　・　

(7. 3.2)ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

・　

※図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図）1-1 縁端距離及びボルト間隔）

(7. 2.4)　　　　・構造用アンカーボルト (7 .10. 3)・アンカーボルト

　種類

　・ABR4 00　　　・ABR 490　　　・　

・建方　　　　　　　用アンカーボルト　　 （及び付属鉄骨）

　種類

　・SS40 0　　・　

アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

※標準仕様書 表7. 2.3による

(7.3.2 )ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

※図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図） 1-1  縁端距離及びボルト間隔）

溶接材料

　・標準仕様書 7.2.5 (1)(2 )以外の溶接材料　

・溶接材料

　※標準仕様書 7.2.5 (1)(2 )による。

種類・ターンバックル

　建築用ターンバックルボルト

　　※羽子板ボルト　　・（　　　　　）

　　　材料及び使用箇所　・図示による（　　　）　・（　　　）

　建築用ターンバックル胴

　　※割枠式　　・（　　　　　）

　ねじの呼び

・図示による（　　　）　・（　　　）

(7.2.5 )

( 7.2.6 )

材質、形状及び寸法

プレート

・床構造用のデッキ (7.2.7 )

・デッキプレート

　単独の構法

開口部補強要領（補強筋の定着長さ等を含む）

鉄骨部材への溶接方法

耐火認定　

　・有り　

　　　耐火時間　

　・（　　　　　）　　・図示

　・（　　　　　）　　・図示

・デッキプレートと

　コンクリートとの

　合成スラブとする構法

適用箇所 材質・形状・寸法 備考

・（　　　　　）　　・図示

　・無し

(7 .2.8)・スタッド

呼 び 名 呼び長さ (㎜) 適 用 箇 所

種類等

・16

・19

・22

( 7.2.9 )無収縮モルタル　　　　　の材料、調合等

※標準仕様書 7 .2.9(  )( )から( )による   　　・　

　　　　　　　とする場合

                   2  ｱ　　　ｴ

・柱底均しモルタル

(7.3.3 )

※　12建告第146 4号第二号イ　 による

鉄骨の製作精度は、JASS 6 付則 6 [鉄骨精度検査基準]に加えて、次による

通しダイヤフラムの突合せ継手の食い違いの寸法

　                        (2)　平

・製作精度

アンダーカットの寸法

※　12建告第146 4号第二号イ　 による　                        (3)　平

・「突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による

食い違い・仕口のずれの検査方法及び補強方法

(7 .6.3 )試験の要領

・図示による（　　　　　）　　・　   技量付加試験

・溶接技能者の

開先の形状　　 (7. 6.4)

・図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図）1-2）

・溶接接合

　エンドタブの切断する部分　　 (7. 6.7)

　切断する箇所

・図示による(　　　　　　) 　・　

　切断範囲

・エンドタブ、裏当て金等は、梁フランジ等の端から 5mm  以下残して直線上に切断する。

　なお、切断線が交差する場合は、交差部をアール状に加工する

　切断面の仕上げ

・標準仕様書7.6.7( 1)(ｶ) (b)②による

スカラップの形状　　 (7. 6.7)

・図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図）1-4( d)改良型スカラップ）

適用箇所　　・入熱､パス間温度

の管理

・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶込み溶接部　

・図示による(　　　　　　) 　

( 7.6.1  )平1 2建告第146 4号第二号に関する外観試験方法等 2 ・溶接部の試験

・｢突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル｣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3. 5.2 受入検査による

・抜き取り検査①

※抜き取り検査②

JASS 6 付則 6 [鉄骨精度検査基準]の付表3 ｢溶接｣ に関する試験方法等

・JAS S 10. 4 [受入検査] e.溶接部の外観検査(1)から(5)までによる。ただし、完全溶込み

　溶接部の外観検査の抜取箇所は、超音波探傷試験の試験箇所と同一とする。外観試験の

　不合格箇所は、すべて標準仕様書7.6 .13による補修を行い、再試験する。

完全溶込み部の超音波探傷試験　　

・工場溶接の場合　

AO QL(%)　　　※4.0　　・2.5
・全て　節

※第6水準検査水準

・全数

・工事現場溶接の場合　

※全数

塗料の種別 (7.8 .4)(1 8.3.2 )・錆止め塗装

下記以外の鉄鋼面は標準仕様書 18.3 .2及び特記仕様書 1 8 塗装工事 錆止め塗料塗りによる

・鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接されたものの内側の錆止め塗料の種別

※A種　　　・　

・耐火被覆が接着する面の塗料の種別

(7.9. 2～7.9. )種類 8     、材料、工法等・耐火被覆

適用箇所（部位・部分）種　類

・乾式吹付けロックウ

材料・工法 性能（耐火時間）

・半乾式吹付けロック

　ール

・耐火材吹付け 　ウール

・湿式ロックウール

・繊維混入けい酸カル

・耐火板張り 　シウム板

・高断熱ロックウール
・耐火材巻付け

・ラス張りモルタ －
　ル塗り

・耐火塗料

※JASS6 付則6［鉄骨精度基準］付表5［工事現場］による (7.1 0.2)・建方精度

(7.1 0.3)

・図示による(　　　　　　) 　・　

構造用アンカーボルトの形状及び寸法

　 設置　　　 等

・アンカーボルトの

構造用アンカーフレームの形状及び寸法

・図示による(　　　　　　) 　・　

(7.1 0.3)

・図示による(　　　　　　) 　・　

建方                用アンカーボルトの形状及び寸法    （及び付属鉄骨） (7.1 0.3)

建方                の保持及び埋込み工法

種別　　　・A種　　・B種

    （及び付属鉄骨） (7.1 0.3)

柱底均しモルタルの厚さ及び工法の種別 (7.1 0.3)(7.1 0.3)

厚さ　・　

種別　※A種　　・　

8
   造

ブロックの種類

断面形状及び

圧縮強さによる区分 厚さ（mm）
化粧の有無 備　考

正味 ﾓ ﾃ ﾞ ｭ ｰ ﾙ呼び寸法（m m ）

長さ 高さ
適用箇所

・　　

・　　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

・無　・有

・無　・有

(8.2. 2、3、5、7、8 )・補強ｺﾝ ｸﾘｰﾄﾌ ﾞﾛｯｸ

モルタルの調合（容積比）

※標準仕様書表8.2 .1による

・セメント（　　　）：砂（　　　）

各部の配筋　※図示による　　・　　

目地の仕上げ　・押し目地仕上げ　・化粧目地仕上げ

まぐさを受ける開口部両側のブロックのモルタル又はコンクリートで充填する範囲

※図示による　・　　

ブロックの種類

断面形状及び

圧縮強さによる区分 厚さ（mm）
化粧の有無

表（８ .３ .１）以外

の適用箇所
備　考

正味 ﾓ ﾃ ﾞ ｭ ｰ ﾙ呼び寸法（m m ）

長さ 高さ

   及び塀

・ｺﾝｸﾘｰﾄ ﾌﾞﾛｯｸ帳壁 (8.3. 2、3、4 )

・120　

・150
・空洞ブロックC(16)

・型枠状ブロック20

・無　・有

・無　・有

モルタルの調合（容積比）

※標準仕様書表8.2 .1による

・セメント（　　　）：砂（　　　）

塀の厚さ（mm）

塀の高さが2m以下　※12 0　　・　　

2m超え　※150　　・　　

壁鉄筋の継手、定着及び末端部の折り曲げ形状

※図示による　　・　　

各部の配筋

※図示による　　・　　

令和５年７月改正津野川若者住宅（第二）新築工事

高知県四万十市小西ノ川165-5
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ﾙｰﾌｨﾝ ｸﾞｼｰﾄ

の厚さ（mm）

   ﾙ ｰﾌｨﾝ ｸﾞｼｰﾄ防水

防水層の種別

種　別 施工箇所

※1.2

・　

※2.0

・　

※1.5

・　

※1.5

・Ｓ－Ｆ１

・Ｓ－Ｆ２

・Ｓ－Ｍ１

・Ｓ－Ｍ２

　　　　　高知県土木部建築課

防水種別 設置数量

D-1 D -2 D -3 D- 4

D I-1 DI-2 AS-T3  

・カラー

・シルバー

・カラー

・シルバー

仕上塗料Ｇ断熱材 防湿層

   塗布防水 種　別

※Ｃ－ＵＩ

種　別

施工箇所

施工箇所

種　別

・Ｃ－ＵＰ

施工箇所

備　考

種　別 施工箇所

・Ｘ－１ 仕上げ塗料塗り　・カラー

・Ｘ－２ 　　　　　　　　・シルバー　

・Ｙ－１ ※地下外壁防水　　・　

・Ｙ－２ ※屋内防水　　　　・　 Ｙ－２の保護層　　・設ける

備　考

防水層の種別

防水層の種別

防水層の種別

AS-T 4 AS- J1 AS I-T1

ASI- J1 S- F1 S- F2

SI-F 1 SI- F2

種　類

※主材料の製造所の仕様による ※主材料の製造所の

仕様による

X-1

・　

・（　　　）個／㎡

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

シーリング面への仕上塗材仕上げ等　・行う　　・行わない

接着性試験　　　※簡易接着性試験

　　　　　　　　・引張接着性試験（部位　　　　　　　　　　　　　　　　）

下表以外は、標準仕様書 による。表9.7. 1
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石　

工　

事

石材の割付け（取合い部以外）　・（　　　　　）　　・図示

※ｱｽﾌ ｧﾙﾄﾙｰ ﾌｨﾝｸﾞ類（又は改質ｱｽﾌ ｧﾙﾄｼ ｰﾄ、

・　

・（　　　）個／㎡

※ｱｽﾌｧﾙ ﾄﾙｰﾌｨ ﾝｸﾞ類

ﾙｰﾌｨﾝ ｸﾞｼｰﾄ）の製造所の仕様による （又は改質ｱｽﾌ ｧﾙﾄｼｰ ﾄ、

ﾙｰﾌｨﾝ ｸﾞｼｰﾄ）の

製造所の仕様による

令和４年度版

・ＳＩ－Ｆ１

・ＳＩ－Ｆ２

・ＳＩ－Ｍ１

・ＳＩ－Ｍ２

※1.2

・　

※2.0

・　

※1.5

・　

・　

※1.5

・　

・Ｓ－Ｃ１ ※1.0

・カラー

・シルバー

・カラー

・シルバー

種類　・　

・設けない

・設ける

厚さ　・25　・50

・　

プレキャストコンクリート部材下地の目地処理　・（　　　　　）　　・図示

プレキャストコンクリート下地の入隅部の増張り　・（　　　　　）　　・図示

Ｓ－Ｆ１、ＳＩ－Ｆ１の場合

Ｓ－Ｃ１の保護層

平場　・モルタル塗り　塗り厚（・30m m　　・　　）　・保護コンクリート　厚さ（　　）mm

立上り部の保護モルタルの塗厚　※7mm以下　・（　　）

寸法(mm)施工箇所 厚さ(㎜) 表面仕上げ 備　考岩石の種類

・1等品

・2等品

等　級 形　状

・天然石

よる区分
形状に施工箇所 種石の種類

※大理石

・花こう岩

大きさ 寸法(mm) 厚さ(㎜) 表面仕上げよる区分
仕上げ面に

・平もの

・役もの

・片面

・両面

・テラゾブロック

・合成高分子系 (9.4.2～4 )(表9.4. 1～3 )

・塗膜防水 (9.5.3 )(表9.5. 1～2 )

・ケイ酸質系

・FRP防水

・脱気装置 (9 .2.3) (9.3. 3)(9. 4.3)( 9.5.3 )

( 9.7.2、3、5) (表9.7.1 )・シーリング

・防水保証期間

・施工

・石材

(10.1. 3)

(10 .2.1～3) (表1 0.2. 1～2 )

・ALCパネル (8.4. 2～5)AL Cパネルの区分等

単位荷重（N/㎡）

・一般 ・平

正荷重 負荷重
区分

・意匠・コーナー
・外壁用

・間仕切 ・平

壁用
・一般

・コーナー ・意匠
－－

・屋根用

・床用 －

－

－

－

－

厚さ 幅　及び 耐火性能

（mm） 長さ （時間）

A種なし図示に

よる B種

C種

1

なし

図示に

図示に

よる
D種

E種
1

※F種
よる

1

0.5

2

構法の

種別

パネルの相互の接合部に挿入する目地材　　

外壁、屋根パネルの構法

1章　適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した構法

耐震性能　※建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項（別表）による

パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合

・図示による　　・　　

目地幅（mm）

※10～20　　　　・　　

外壁、間仕切壁パネルの伸縮調整目地への耐火目地材の充填　・適用する　・適用しない

（パネル短辺小口相互の接合部、外壁、間仕切壁パネルの出隅及び入隅のパネル接合部並びに

パネルと他部材との取り合い部）

(8 .5.2～5)E CPの種類等・押出成形セメント

板（ E C P ) 　パネルの種類 　 備考  幅(mm）　　表面形状  工法の種別 　厚さ(m m）

・ 外壁パネル ・ 50  ・ 60 ・ 
・ A  種

・ Ｆ(ﾌﾗｯﾄ ﾊﾟﾈﾙ）    

　600・ 50  ・ 60 ・ Ｄ(ﾃﾞｻﾞ ｲﾝﾊﾟﾈ ﾙ）   

 60 
・ B  種

・ Ｔ(ﾀｲﾙﾍ ﾞｰｽﾊﾟ ﾈﾙ）  

・ 間仕切壁パネル ・ 50  ・ 60 ・ ・ Ｆ(ﾌﾗｯﾄ ﾊﾟﾈﾙ）    

・ 50  ・ 60 
・ B  種

・ C  種
・ Ｄ(ﾃﾞｻﾞ ｲﾝﾊﾟﾈ ﾙ）   　600

 60 ・ Ｔ(ﾀｲﾙﾍ ﾞｰｽﾊﾟ ﾈﾙ）  

外壁パネルの工法

１章 適用区分による風圧力の（ ・ 1　・ 1. 15 ・ 1. 3）倍の風圧力に対応した工法

パネル幅の最小限度を30 0mm未満とする場合

・図示による

パネル相互の目地幅(m m )　※ 長辺10、短辺1 5以上　 

出隅及び入隅のパネル接合目地の目地幅(mm )　※ 1 5程度　 ・ 

耐火構造以外の目地及び隙間の処理　※パネル製造所の仕様　・ 

やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とする。ただし、欠損部分を考慮した強

　・      　・ 図示　・      　・ 図示

　　　　開口の大きさ   切断後のパネルの残り部分の幅

 短辺パネルに開口

度を確認した資料を提出する。

　・      　・ 図示　・      　・ 図示を設ける場合  長辺

　・      　・ 図示　・      　・ 図示パネルを切り  短辺

　・      　・ 図示　・      　・ 図示 長辺欠く場合

耐震性能　※建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項（別表）による
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防　

水　

工　

事

種別 施工箇所 絶縁用シート 立上り部の保護

・ Ａ－１ ※ﾎﾟﾘｴﾁ ﾚﾝﾌｨﾙ ﾑ厚さ0.15mm

・ Ａ－２ 以上又はﾌﾗｯ ﾄﾔｰﾝｸ ﾛｽ
・ Ａ－３

70g/㎡程度
・ Ｂ－１

・ 乾式保護材
・ Ｂ－２

・ Ｂ－３

・ ＡＩ－１ ※ フラットヤーンクロス コンクリート

・ ＡＩ－２    7 0g/㎡程度

・ ＡＩ－３

れんが（JIS R  1250 )・ ＢＩ－１

・ ＢＩ－２

・ ＢＩ－３

・アスファルト防水 屋根保護防水 (9.2.2～5 )(表 9.2 .3～9)

　防水層の種別

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

　※ 標準仕様書表9.2.3から標準仕様書表9.2.8による　　 ・ 

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　※ 標準仕様書表9.2.5から標準仕様書表9.2.8による　　 ・ 

平場の保護コンクリートの厚さ

　こて仕上げ　　※ 水下　80mm以上　   ・ 

　床タイル張り　※ 水下　60mm以上　   ・ 

断熱材　Ｇ　（ＡＩ－１、ＡＩ－２、ＡＩ－３、ＢＩ－１、ＢＩ－２、ＢＩ－３の場合）

厚さ　※ 25㎜　 ・ 50㎜　　・　

乾式保護材 （品質・性能・試験方法）別表による

　窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として、板状に押出成形しオートクレーブ

　　　　　　　　養生したもの。 

　金属複合板：金属板と樹脂を積層一体化したもの。 

　・ 窯業系パネルⅠ類

（寒冷地仕様）

　・ 窯業系パネルⅠ類

（一般地仕様）
　・ 金属複合板分類・規格

厚さ（㎜）寸法（㎜）

幅　（㎜）

・15　　・　 ・15　　・　 ・15　　・　

・30 3　 ・　 ・303　 ・　 ・303　 ・　

　防水層の種別

屋根露出防水

・ Ｄ－１

・ Ｄ－２

・ Ｄ－３

・ Ｄ－４

・ ＤＩ－１

・ ＤＩ－２

種  別 施工箇所

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

脱気装置の種類及び設置数量 　

屋根露出防水絶縁断熱工法の場合のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

※ 図示　 ・  

　※ 標準仕様書表9.2 .5から標準仕様書表9.2 .8による　　 ・ 

　※ 標準仕様書表9.2 .3から標準仕様書表9.2 .8による　　 ・ 

※ アスファルトルーフィング類の製造所の指定による　 ・ 数量（　　）、設置数量（　　）個

屋根排水溝　※ 図示　   ・ 

種類　・ 

断熱材　Ｇ　（ＤＩ－１、ＤＩ－２の場合）

仕上塗料

厚さ　※ 25㎜　 ・50mm　･ 

種類　※アスファルトルーフィング類製造所の仕様による　　・　

使用量　※アスファルトルーフィング類製造所の仕様による　　・　

高日射反射率防水　Ｇ 　・ 適用する

　保証期間は（　10　）年とし請負業者、施工業者、製造業者の3社連名の保証とする。

(9 .6.3) (表9.6.1 )

・Ｅ－２・Ｅ－１

施工箇所種　別 施工箇所種　別

屋内防水

　保護層　　　・設ける（※図示　　・　　　　　）

防水層の下地のモルタル塗り　　　・適用する　（施工範囲　・図示　・　　　　　）

屋根露出防水

改質ｱｽﾌ ｧﾙﾄｼｰ ﾄ

種　類 厚さ（mm）

下層用

上層用

種　別 施工箇所

※非露出複層防水用Ｒ種

・　

※露出複層防水用Ｒ種

・　

※ 2 . 5以上

※露出単層防水用Ｒ種

・　

※ 3 . 0以上

・　

※ 4 . 0以上

・　

断熱材 Ｇ 防湿層

・ＡＳ－Ｔ１

・ＡＳ－Ｔ２

防水層の下地立上り　・コンクリート打放しB種　　・（　　　　　）

屋上排水溝　　・適用する（　　　　　）

下層用

上層用

下層用

上層用

下層用

上層用

下層用

上層用

・ＡＳ－Ｔ３

・ＡＳ－Ｔ４

※非露出複層防水用Ｒ種

※露出複層防水用Ｒ種

・　

・　

※1 . 5 以上

※3 . 0 以上

・　

・　

※4 . 0以上※露出単層防水用Ｒ種

・　

※非露出複層防水用Ｒ種

※露出複層防水用Ｒ種

※露出複層防水用Ｒ種

※非露出複層防水用Ｒ種

・　

・　

※1 . 5 以上

・　

※2 . 0 以上

・　

※ 1 . 5以上

※ 3 . 0以上

・　

・　・　

※非露出複層防水用Ｒ種

・　

※露出複層防水用Ｒ種

・　 ・　

※ 2 . 0以上

・　

※ 1 . 5以上

・設けない

・設ける

・　

・ＡＳＩ－Ｔ１

・　

・ＡＳ－Ｊ１

・ＡＳＩ－Ｊ１

種類　・　

・5 0 m m

厚さ　・ 2 5 m m

・　

(9.2. 3～5)(表9.2. 9)

・改質ｱｽﾌ ｧﾙﾄ

　　　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　）

押え金物の材質及び形状寸法　　　※アルミニウム製　L-30×15×2 .0(mm ) 程度   ｼｰﾄ防水

(9.3. 2～3)(表9.3 .1～3)

特記仕様書（建築工事編）（５）

・36　mm 2000 mm

令和５年７月改正津野川若者住宅（第二）新築工事

高知県四万十市小西ノ川165-5

TEL　0880-31-8522・FAX　0880-31-8666

事務所登録　第　1245　号

一級建築士　237193　号

益岡建築設計事務所 NO　A-05

FR P防水 ・　通路・ﾍﾞﾗ ﾝﾀﾞ ｳﾚﾀﾝ防水2回塗・ｳﾚ ﾀﾝ塗装2回塗

サッシ廻り・外部庇・その他 変成シリコン



役物使用箇所　　※各部の形状は図示による

内　装 出隅　天端

外　装 出隅、窓台、マグサ（標準一体成型品以外は接着成型品とする）

壁タイル張りの工法

12

木　

工　

事

　　　　　高知県土木部建築課

※0.4※塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金・　

・　

・　

・　

・立平葺

・あり掛葺

・横葺

・　

施工箇所 厚さ(mm) 屋根葺形式長尺金属板の種類

　（CGCCR- 20-Z2 5）

・　

・塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯

　めっき鋼板及び鋼帯（CGL CCR- 20-AZ 150）

・代用樹種  

色

11
   ひび割れ誘発目地

タ　

イ　

ル　

工　

事

タイルの形状、寸法等

再生材の吸水率による区分 うわぐすり

（mm） 適用 Ｇ Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

 ・  ・  ・  ・  ・  ・ 

 ・  ・  ・  ・  ・  ・ 

形状寸法

施ゆう無ゆう

役物

有 無

 ・ 

 ・  ・ 

 ・ 

標準 特注

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

なしあり

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

備　考
耐凍害性

施工箇所 種石の種類

※大理石

・花こう岩

表面仕上げ

・テラゾタイル

乾式工法の方式による金物の取付け方式　・スライド方式　　・ロッキング方式

石裏面処理及び裏打ち処理

　・適用する　　・適用しない

外壁湿式工法に使用するドレンパイプの材質　・（　　　　　）　・図示

あと施工アンカーの材質及び寸法等　・（　　　　　）　・図示

耐滑

り性

位置　　　　・（　　　　　）　　・図示

タイル張り

機械加工　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

とする。但し、これにより難いものは監督員の承認を得て使用すること。

　適用箇所（　　　　　）

　本工事に使用する木材は、四万十市産材（四万十市内の森林から生産された木材）を使用するもの

※使用できない　　・使用箇所(　　　　　　　　　　　　　　）

Ｇ

ホルムアルデヒド放散量

　日本農林規格(J AS)以外の材料を使用する場合は、日本農林規格の品質基準に準じたものとなっ

ていることを証明する資料を監督職員に提出すること。

間伐材等の適用　・使用する（使用箇所　　　　　　　　　　　　）

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

木材の含水率　　※Ａ種　　・Ｂ種　（以降の表に記載のある場合はその数値を優先する）

・心木なし瓦棒葺

・改質アスファルトルーフィング下葺材

（・一般タイプ　　・複層基材タイプ　　・粘着層付タイプ）

雪止め　・設置する（施工箇所　・図示　　・　　　　　）

・なし ・なし

※図示

・0.8

　（CGCCR-20-Z25）

・塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯

※塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金

　めっき鋼板及び鋼帯(CGLCCR-20-AZ150)

※重ね形

・はぜ締め形

施工箇所 形式 長尺金属板の種類 形状(mm) 耐火性能

※有り ※30分※0.6

厚さ(mm)

・かん合形

　JIS G 330 2以外のタイトフレームの表面処理（直接外気の影響を受けない屋内の場合）

・Ｅ種　　・Ｆ種

　　　　　　・無し

　断熱材　　※有り　（種別：　　　　　　厚さ (㎜)  ：　　　防火性能：　　時間）

・49 A　・49 B

・40

産　地役物瓦の種類寸法による区分瓦の種類施工箇所

※高知県産　・　

・半かわら　・そでかわら

・半かわら　・そでかわら

・のしがわら　・かんむりがわら

・軒かわら　・そでかわら

・かんむりがわら

・かんむりがわら

※ 5 3 A

・F形

・S形

※J型

　しない。また、粘土瓦の大きさは、高知県で生産されている粘土瓦の大きさとする。

下葺材料　　　※アスファルトルーフィング 9 40

・改質アスファルトルーフィング下葺材

（・一般タイプ　　・複層基材タイプ　　・粘着層付タイプ）

棟補強用金物等の材質、形状、寸法及び留付け方法　※図示

桟木の留付け工法　※図示

凍害試験　　　・行う　　・行わない

雪止め瓦　　　※適用しない　　・適用する

棟の工法　　※7寸丸伏せ棟　　・F形用冠瓦伏せ棟　　・のし積み棟

※高知県産の粘土瓦を使用するときは、JIS  A 52 08の規格については、寸法に関する部分は適用

手加工　　・Ｈ－Ａ種　　・Ｈ－Ｂ種　　・Ｈ－Ｃ種　　適用箇所（　　　　　）

寸法による区分

・30 0型

・400型

大きさ(mm) 厚さ(㎜)

施工箇所

令和４年度版

見本焼き　　・行う　　・行わない

試験張り　　・行う　　・行わない

　内外装タイル　　・密着張り　・改良圧着張り

　内装タイル以外のユニットタイル　　・マスク張り　・モザイクタイル張り

下地モルタル塗りのコンクリート素地面の処理 ※MCR工法又は目荒し工法（高圧水洗処理）

施工箇所 樹　種品 名
見付け材面

の品質

※1等　・2等

見付け材面
寸　法

（mm）

※1等　・2等

(1 2.2. 1)

施工箇所
見付け材面

の品質
見付け材面

化粧薄板の

厚さ（mm）

寸　法

（mm）樹種

芯材の化粧薄板

の樹種
品 名

※1等・2等

※1等・2等

※15％以下

施工箇所

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

寸　法

（mm）
樹　種 見付け材面の品質含水率

施工箇所

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

樹種

芯材の化粧薄板

の樹種

寸　法

（mm）

化粧薄板の

厚さ（mm）
見付け材面の品質含水率

※15％以下

Ｇ
施工箇所

(1 2.2. 1)

防虫処理

・する

・しない

表面の品質

・天然木加工・塗装加工

・加工しない（・1等・2等・3等）

（mm）

寸　法
品 名

・JAS  0701に基づく造作用単板積層材

施工箇所

・JAS 0701以外の造作用単板積層材

防虫処理

・する

・しない

表面の品質

・天然木加工

・加工しない（・1等・2等・3等）

（mm）

寸　法
含水率

・塗装加工※14％以下

施工箇所 品　名
曲げ強度

(強度等級)

接着性能

(使用環境)
種　別

寸　法

（mm）
樹　種

Ｇ

(12. 2.1)・JAS  3079に基づく直交集成板

・「合板の日本農林規格」による普通合板Ｇ (1 2.2. 1)

防虫処理

・する

・しない

広葉樹　・1等 ※2等以上

針葉樹　※Ｃ-Ｄ以上 ・　

板面の品質単板の樹種名接着の程度厚さ(m m)

※5.5 ※1類

・2類

施工箇所

・「合板の日本農林規格」による構造用合板

接着の程度施工箇所 厚さ(m m)

・特類

※1類

・1級

等級 強度等級防虫処理

・する

・しない・　

板面の品質

※Ｃ-Ｄ以上

単板の樹種名

※2級以上

※12

・しない

施工箇所 厚さ(m m) 防虫処理

・する

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板

接着の程度 単板の樹種名

・特類　・1類

施工箇所 接着の程度 防虫処理

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板

化粧板に使用する単板の樹種名厚さ(mm)

・する

・しない・2類

・1類

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板

厚さ(mm) 防虫処理

・する

・しない

接着の程度

・1類

・2類

単板の樹種名化粧加工の方法施工箇所

施工箇所 厚さ(m m)

・パーティクルボード

表裏面の状態による区分

※15

曲げ強さによる区分

※13タイプ ※Ｐ又はＭ

耐水性 難燃性

・JAS 03 60に基づく構造用パネル

施工箇所 厚さ(mm) 品 名

施工箇所 厚さ(m m) 表裏面の状態による区分 曲げ強さによる区分 難燃性

・ミディアムデンシティーファイバーボード(MDF)

接着剤

造作材の化粧面の釘打ち (1 2.2.2 )

※隠し釘打ち　・釘頭埋木　・つぶし頭釘打ち　・釘頭現し

諸金物

※かすがい、座金、箱金物、短冊金物

（標準仕様書表12.2 .3～5に示す程度の市販品　表14 .2.2のF種程度）

（形状：　　　　寸法：　　　　材質：　　　　）

(12 .2.2、3)

下葺材料　　　・アスファルトルーフィング 940

(10.3 .2)(1 0.5.2 )(10 .6.2、3)

・伸縮調整目地及び (11.1. 3)(表11. 1.1)

・タイル (11 .2.2、4、6)

・造作用単板積層材

・ｾﾒﾝﾄ ﾓﾙﾀﾙによる (11 .2.2、6)

壁タイル張りの工法

　内装タイル　　

　外装タイル　

　内装タイル以外のユニットタイル　

　よるタイル張り

下地調整塗材塗りのコンクリート素地面の処理 ※MCR工法又は目荒し工法（高圧　　　　）水洗処理

・内装タイル接着剤張り

　・外装タイル接着剤張り

　・外装タイル接着剤張り

・有機系接着剤に (11 .3.2～5)

接着剤のホルムアルデヒド放散量

※１各章共通事項　室内空気汚染（揮発性有機化合物）対策　による。

・表面仕上げ

・木　材 Ｇ

・製　材

・造作用集成材 

・CLT(直交集成板)

・合板等

・接合具等

・接着剤 ホルムアルデヒドの放散量

※１各章共通事項　室内空気汚染（揮発性有機化合物）対策　による。

薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

適用部位 保存処理性能区分

・Ｋ２　・Ｋ３　※Ｋ４　

・Ｋ２　・Ｋ３　※Ｋ４　

防腐、防蟻処理を省略できる樹種による製材　適用部位（　　　　　　　　　　　　）

薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

適用部位 処理の方法

薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理　適用部位（　　　　　　　　　　）

合板等の加圧注入処理の適用　　　　　　　　適用部位（　　　　　　　　　　）

合法的に伐採された木材である証明書を提出する。

・防腐、防蟻 (12.3. 1)

・合法性証明書

・長尺金属板葺 (13 .2.2、3) (表1 3.2. 1、2 )13

屋
根
及
び
と
い
工
事

・折板葺

・粘土瓦葺

・山高　(　)

・山ﾋﾟｯﾁ(　)

軒先面戸板

( 13.3. 2)(表13. 2.1)(表1 4.2.2 )

等級
寸法

(mm)
形状 含水率

(1 2.2.1 )(12 .4.1) (12.5 .1)(1 2.6.1 )(12. 7.1)

※ 2級  ・ 

※ 2級  ・ 

※ 2級  ・ 

※ A種  ・ B種  ・ 

保存処理

※ A種  ・ B種  ・ 

※ A種  ・ B種  ・ 

・JAS  108 3-5 製材-第5部に基づく下地用製材

施工箇所

等級
寸法

(mm)
形状 含水率

※ 1 0％以下※ 1等  ・ 

※ 1等  ・ 

 造作材の材面

(m m)

寸法

の品質

(※ A種  ・ B種)

 造作材の場合 

（　　　　） 

・ A種  ・ B種  ・ 

保存処理

※ 1 0％以下

・ A種  ・ B種  ・ 

等級
寸法

(mm)
形状 含水率

※ A種　 ・ B種※ 上小節

※ 小節以上 ※ A種   ・ B種 

保存処理施工箇所

見え掛り面

見え掛り面

以外

・JAS 1 083（製材）以外の製材

施工箇所

施工箇所

・JAS  1083 -6 製材-第6部に基づく広葉樹用製材

・JAS 1083- 2 製材-第2部に基づく造作用製材

間伐材等

の適用

間伐材等

の適用

間伐材等

の適用

間伐材等

の適用

含水率

※ A種 

・ B種

防腐・　

防蟻処理

・適用する

・適用しない

防虫処理

・ 適用しない

・ 適用する

※１各章共通事項　室内空気汚染(揮発性有機化合物)対策　による。

(12.1 .4)

(1 3.4. 2、3 )

特記仕様書（建築工事編）（６）

玄関 1 0 0×100

28.15.12

・ 床下地

・ 床下地

・28.15mm

令和５年７月改正津野川若者住宅（第二）新築工事

高知県四万十市小西ノ川165-5

TEL　0880-31-8522・FAX　0880-31-8666

事務所登録　第　1245　号

一級建築士　237193　号

益岡建築設計事務所 NO　A-06

構造材全て

・ 内装家具 下足・洗面・洗濯 ・ 図示



　　　　　高知県土木部建築課

といの材種　　　・配管用鋼管　　・表面処理鋼板

　　　　　　　　・硬質ポリ塩化ビニル管　（※RF-VP Ｇ　・VP ）

令和４年度版

上塗材　　・適用する

・凹凸状　・ひき起こし　・かき落とし

吸放湿性 ・適用する

・平たん状

仕上塗材の種類

・防水形外装薄塗材Ｅ

・平たん状

・ゆず肌状（・吹付け　・ローラー塗り）

・砂壁状

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

仕上げの形状呼び名

・京壁状じゅらく

・砂壁状じゅらく

・着色骨材砂壁状（・吹付け　・こて塗り）

・凹凸状（・吹付け　・こて塗り）

・さざ波状

・内装薄塗材W

・内装薄塗材E

・内装薄塗材Si

・内装薄塗材L

・内装薄塗材C

・外装薄塗材S

・可とう形外装薄塗材E

・外装薄塗材E

種　類

・外装薄塗材Si・薄付け仕上塗材

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

・内装厚塗材E

・内装厚塗材Si

・内装厚塗材G

・内装厚塗材L

・内装厚塗材C

・外装厚塗材E

・外装厚塗材Si

・外装厚塗材C・厚付け仕上塗材

上塗材

・複層塗材CE・複層仕上塗材

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

・可とう形外装薄塗材Si

防火材料

・防水形複層塗材RE

・防水形複層塗材E

・防水形複層塗材CE

　・　

　・　

　・　

　・　

吸放湿性 ・適用する

・吹放し　・凸部処理

・ゆず肌状　・凸部処理

　　　　　　・メタリック

　外　観　　※つやあり　・つやなし

　樹　脂　　アクリル系

　溶　媒　　※水系　・溶剤系

　耐候性　　※耐候形3種　・　

・凹凸状

・弱溶剤系・複層塗材RE

・複層塗材E

・複層塗材Si

・可とう形複層塗材CE

・こて塗用軽量塗材

・吹付用軽量塗材 ・砂壁状　・平たん状・軽量骨材仕上塗材

　・　

　・　

防火材料の指定　　※屋内の壁、天井の仕上材は防火材料とする

種別 ・Ａ種　　・Ｂ種

種　類 線　径 網　目

・防虫網 ※合成樹脂製

・ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製

・ｽﾃﾝﾚｽ（S US316）製

・防鳥網 ｽﾃﾝﾚ ｽ（SUS30 4）線材 1.5mm 網目寸法　15㎜

・　

※16～18ﾒｯｼ ｭ※0.25 mm以上

・　

材　質

性能値等

・Ａ種（建具符号：　・建具表による　・　　　　　　　　　）

・Ｂ種（建具符号：　・建具表による　・　　　　　　　　　）

・Ｃ種（建具符号：　・建具表による　・　　　　　　　　　）

・Ｄ種（建具符号：　・建具表による　・　　　　　　　　　）

・Ｅ種（建具符号：　・建具表による　・　　　　　　　　　）

・とい (13.5 .2、3)(表13 .5.1、4)
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金　

属　

工　

事

   アルミニウム合金

   の表面処理

(14.2. 1)(表14. 2.1)

施工箇所（成形板、笠木、建具以外）色合い種　別

・BB- 2種

・BB- 1種

陽極酸化被膜の着色方法　　※二次電解着色　・三次電解着色

・標準色　・特注色

・標準色　・特注色

・アルミニウム及び

施工箇所（手すり、タラップ以外）

・F種

・E種

・D種

・C種

・B種

・A種

種　別表面処理方法

・電気亜鉛めっき

・溶融亜鉛めっき

・鉄鋼の亜鉛めっき

・天井のふところが1.5m以上3m以下の場合

・天井のふところが3mを超える場合　　

補強方法　　※図示　　・（　　　　　）

補強箇所　　※図示　　・（　　　　　）

補強方法　　※標準仕様書14.4.4 (8)による　・図示

補強箇所　　※図示　　・（　　　　　）

補強方法　　※図示　　・（　　　　　）

補強箇所　　※図示　　・（　　　　　）

補強方法　　※図示　　・（　　　　　）

・天井下地材における耐震性を考慮した補強　

野縁等の種類　　　屋　外　　・19形　　※25形　

　　　　　　　　　屋　内　　※19形　　・25形

工法

　１章　適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

・屋外の軒天井、ピロティ天井等

・軽量鉄骨天井下地 (14.4 .2～4)(表14. 4.1)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

表面処理

ﾊﾟﾈﾙ形

・　

・プレス

・ロール

・押出し・アルミニウム ｽﾊﾟﾝﾄ ﾞﾚﾙ形 ・BB-1種

・BB-2種

・　 ・　・　

板厚(mm)寸法(mm)製　法種　別 形　状
種　別 色合い

・標準色

・特注色

・AC-1種

・AC-2種

スタッドの高さが 5ｍ を超える場合　　　※図示　　・（　　　　　）

スタッド、ランナの種類　※標準仕様書表14.5 .1 による　・図示 (14.5 .3、4)(表14. 5.1)

(14.6 .2、3)(表14. 2.1)

・軽量鉄骨壁下地

・金属成形板張り

取付け用下地　　※標準仕様書14.4  による　　・図示

伸縮調整継手　　・設ける　（施工箇所　・図示　　・　　　　　）　

種　類　　　・250形　　・300形　　・350形　

表面処理　　種　別　（　　　）種

色合い　・標準色　　・特注色

 6 ｱﾙﾐ ﾆｳﾑ製笠木

屋外の軒天井、ピロティ天井の工法

　１章　適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

(14.7. 2)(表14. 7.1)

15

左　

官　

工　

事

既製目地材　・使用する（施工箇所：　　　　　形状：　　　　　）

床の目地　　・設ける　（工法　※押し目地　　・　　　　　）

目地割り　※2㎡程度（最大目地間隔3m程度）　　・（　　　　　）

下地モルタル塗り及び下地調整塗材塗りの接着力試験　・行う

(15 .3.2、5)モルタル　　・現場調合材料　　・既調合材料

備　　考平たんさ(mm)施工箇所   仕上げ

下表以外は表6.2.5及び15.4 .2による

・ﾌﾘｰｱｸ ｾｽﾌﾛｱ（支柱調整式）範囲 ・1m につき 10 以下

・　

・　

・　

・　

内装仕上げに用いる塗料のホルムアルデヒド放散量

・モルタル塗り

・床ｺﾝｸﾘ ｰﾄ直均し

・仕上塗材仕上げ

(15.4 .2)(表6. 2.5)

(15. 6.2)

( 15.6. 2)(表15. 6.1)

・ﾏ ｽﾁｯｸ塗材塗り

・ﾛｯｸｳ ｰﾙ吹付け

(15. 7.2)

(15. 12.2、3)ロックウール、接着剤のホルムアルデヒド放散量

建　

具　

工　

事

16

　　　　　　　　　　・納まり等が分かる程度のもの

建具見本の程度　　　・工事に使用するものとして、あらかじめ製作する

性能値等

・建具表による　　・（　　　）

※適用する　（　・建具表による　・　　　　　　）

Ｇ

材料　ステンレス鋼板　※SUS 304  SUS43 0JIL又はSUS 443JI

ステンレス製のくつずりの仕上げ　※HL　・No.2B

木下地の場合の内付け建具　・適用する　・適用しない

表面処理

　外部に面する建具　　

　屋内の建具　　　　

※BB- 1種　　・BB-2種（※標準色　　・特注色）

※BC- 1種　　・BC-2種（※標準色　　・特注色）

結露水の処理方法　※図示　・（　　　　　）　　

水切り板、ぜん板　※図示　・（　　　　　）　　

)

・防火戸

・見本の製作等

・防犯建物部品

・ｱﾙ ﾐﾆｳﾑ製建具

(1 6.1.3 )

建具見本の製作　　　・行う（建具符号：　　　　　　　　　　　　　）

特殊な建具の仮組　　・行う（建具符号：　　　　　　　　　　　　　　）

(1 6.1.4 )

(1 6.2.2、4、5 )(表14.2 .1)(表16 .2.1、2)

(1 6.1.6 )

・網戸等

・樹脂製建具 (16 .2.5) (16.3 .2～5)(表16 .2.1、2)

鋼管製といの防露巻き

・バルコニー中継用

種　別

・バルコニー用

・ろく屋根用（・縦型　・横型）

ルーフドレン

材　種 施工箇所

　※行う　（工法　※標準仕様書表13.5 .4 による　・　　　　　　　　　　　　　　　）

※１各章共通事項　室内空気汚染（揮発性有機化合物）対策　による。

※１各章共通事項　室内空気汚染（揮発性有機化合物）対策　による。

仕上げ吹付け厚さ (㎜)　　※図示　・25　・（　　　）

・Ａ種（建具符号：　・建具表による　・　住宅用　　　　　）

・Ｂ種（建具符号：　・建具表による　・　　　　　　　　　）

・Ｃ種（建具符号：　・建具表による　・　　　　　　　　　）

・Ｄ種（建具符号：　・建具表による　・　　　　　　　　　）

・Ｅ種（建具符号：　・建具表による　・　　　　　　　　　）

・屋内の建具の性能等級　　　（　　　　　）

・枠の見込み寸法　・（　　　　　）　　・建具表による

・防音ドア・防音サッシ　　　遮音性の等級（　　）（建具符号：・建具表による　・　　　　）

・断熱ドア・断熱サッシ　　　断熱性の等級（　　）（建具符号：・建具表による　・　　　　）

・外部に面する建具の性能等級の種別

・外部に面する建具の性能等級の種別

・屋内の建具の性能等級　　　（　　　　　）

・枠の見込み寸法　・（　　　　　）　　・建具表による

・防音ドア・防音サッシ　　　遮音性の等級（　　）（建具符号：・建具表による　・　　　　）

・断熱ドア・断熱サッシ　　　断熱性の等級（　　）（建具符号：・建具表による　・　　　　）Ｇ

・外部に面する建具の日射熱取得性の等級　・（　　　）

ガラス　※複層ガラス（組合せは建具表による）　　・（　　　　　）

水切り板、ぜん板　・（　　　　　）　　・図示

ステンレス製のくつずりの仕上げ　※HL　・No. 2B

表面色　・標準色　　・特注色

木下地の場合の内付け建具　・適用する　・適用しない

(16.2 .2)(1 6.4.2～4 )(16. 4.6)(表1 6.4.2 )・鋼製建具 性能値等

材料

・簡易気密型ドアセット（建具符号：・建具表による　・　　　）

・外部に面する建具の耐風圧性　※S-4　・S-5　・S-6（建具符号：・建具表による　・　　　）

・断熱ドア・断熱サッシ　断熱性の等級（　　）（建具符号：・建具表による　・　　　）

・耐震ドア　面内変形追随性の等級（　　）（建具符号：・建具表による　・　　　）

材料　ステンレス鋼板　※SUS 304、SUS 430JI L又はSUS443 JI

(16.2 .2)(1 6.5.2～4 )(16. 5.6)(表1 6.5.1 )・鋼製軽量建具 性能値等

ステンレス製のくつずりの仕上げ　※HL　・No.2B

鋼板類の厚さ　※標準仕様書（16.4. 2）による　・（　　　）

標準型鋼製建具の形式及び寸法　※建具表による　・（　　　）

・防音ドア・防音サッシ　遮音性の等級（　　）（建具符号：・建具表による　・　　　）

・簡易気密型ドアセット（建具符号：・建具表による　・　　　）

・耐震ドア　面内変形追随性の等級（　　）（建具符号：・建具表による　・　　　）

・防音ドア・防音サッシ　遮音性の等級（　　）（建具符号：・建具表による　・　　　）

・断熱ドア・断熱サッシ　　　断熱性の等級（　　）（建具符号：・建具表による　・　　　）Ｇ

材料

鋼板　・亜鉛めっき鋼板　　・ビニル被覆鋼板　　・カラー鋼板　　・ステンレス鋼板

召合わせ、縦小口包み板等の材質　　※鋼板　　・（　　　）

鋼板類の厚さ　※標準仕様書（16.5. 1）による　・（　　　）

(16 .2.2) (16.4 .2)(1 6.6. 2～5 )・ステンレス製建具 性能値等

ステンレス製のくつずりの仕上げ　※HL　・No.2B

標準型鋼製建具の形式及び寸法　※建具表による　・（　　　）

・簡易気密型ドアセット（建具符号：・建具表による　・　　　）

・防音ドア・防音サッシ　遮音性の等級（　　）（建具符号：・建具表による　・　　　）

・外部に面する建具の耐風圧性　※S-4　・S-5　・S-6（建具符号：・建具表による　・　　　）

・耐震ドア　面内変形追随性の等級（　　）（建具符号：・建具表による　・　　　）

・断熱ドア・断熱サッシ　　　断熱性の等級（　　）（建具符号：・建具表による　・　　　）Ｇ

ステンレス鋼板　※SU S304 、S US430 JIL又はSUS4 43JI

ステンレス鋼板の曲げ加工　　※普通曲げ　・角出し曲げ

表面仕上げ　※ＨＬ仕上げ　　・鏡面仕上げ　　・（　　　　　）

ステンレス製のくつずりの仕上げ　※HL　・No.2 B

・紙張り障子

・かまち戸　かまち樹種（　　　　　）　　鏡板樹種（　　　　　）

・ふすま　種別（・Ⅰ型　　・Ⅱ型　）

　　縁仕上げ（・塗り縁　・生地縁（素地）・生地縁（ウレタンクリアー塗装））

・戸ぶすま

　　ふすま紙上張り（押入等の裏側以外）（・鳥の子　・新鳥の子又はビニル紙程度）　

枠及びくつずりの材料　・（　　　　　）　　・図示

(16.7 .2～4)建具材の加工、組立時の含水率　※A種　　・（　＠40　　　　）

マスターキー 　　・制作する　　・制作しない

その他の鍵　　　 ※各室３本１組（室名札付き、鍵箱有）　　・（　　　　　）

(1 6.9. 2、3 )

・行う

（適用箇所は

・行わない

　建具表による）

・光線（反射）センサー

・熱線センサー

・音波センサー

・光電センサー

・電波センサー

・押しボタンスイッチ

・タッチスイッチ

車椅子使用者用便房

スイッチ

駆動装置

引き戸用

車椅子使用者用

便房出入口

駆動装置

引き戸用

・適用しない

凍結防止装置検出装置の種類種　類 防　錆
駆動装置

の値

検出装置

の性能値

・適用する

・適用しない

・適用する※標準仕様

書表16.9 .1

による

※標準仕様

による

書表16.9 .2

※標準仕様

による

書表16.9. 3

性能　※標準仕様書表16 .10.1による　・（　　　　　）

・木製建具

・鍵

・フラッシュ戸

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

(1 6.8.4 )

・自動ﾄﾞｱ開閉装置

・自閉式上吊り (16.10 .3)(表16 .10.1 )

ステンレス鋼板　※SUS3 04 、SUS 430JI L又はSU S443 JI

材料

※１各章共通事項　室内空気汚染（揮発性有機化合物）対策　による。

   引戸装置

・吊りボルトの間隔が900mmを超える場合　　補強箇所　　※図示　　・（　　　　　）

　野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　・図示　　　・（　　　　　）

周辺部の端からの間隔　　　　　　　　　　・図示　　　・（　　　　　）

　野縁の間隔　　　　　　　　　　　　　　　・図示　　　・（　　　　　）

(14.2. 2)(表14. 2.2)

特記仕様書（建築工事編）（７）
・ 通路・ﾍﾞﾗﾝ ﾀﾞ目地

令和５年７月改正津野川若者住宅（第二）新築工事

高知県四万十市小西ノ川165-5

TEL　0880-31-8522・FAX　0880-31-8666

事務所登録　第　1245　号

一級建築士　237193　号

益岡建築設計事務所 NO　A-07



　　　　　高知県土木部建築課令和４年度版

　曲面積みの曲率半径は、ガラスブロックの幅寸法の10倍以上とする。

正方形

長方形

　80

　9 5

　8 0

　9 5

・9 5 ・125

・9 5 ・125

・125×1 25

・160×1 60

・200×2 00

・320×3 20

・250×1 25

・320×1 60

乳白

　・　　・　

　・　　・　

　・　　・　

　・　　・　

　・　　・　

　・　　・　

※8～15

・15～25

・　

外側

　※15以下

　・　

内側

　・　

・図示

・　

※6m以下ごとに ※無し

・有り

表面

形状
呼び寸法 厚　さ

ｸﾘｱ

色　調

平積み 曲面積み

目地幅(mm)
伸縮調整目地(mm)

防火

性能

幅　　　　10～25

　※6以上

フィルム

種 類 その他性能値等張り面記号

G1※衝撃破壊対応ガラス飛散防止フィルム

・日射調整フィルム SC ・内張り　・外張り

・内張り　・外張り

遮へい性能　・A　・B　・C

品質　JIS A 5759による

)

・ｶﾞﾗｽﾌﾞ ﾛｯｸ積み

・建築窓ガラス用

(16.14 .5)

セクション材料による区分

スラット及びシャッターケース用鋼板

鋼板の種類　　　・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　　・JIS G  3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

めっきの付着量　※Ｚ12又はＦ12　　・（　　　　　）

ガイドレール、まぐさ、雨掛りに用いる座板及びカバー、スイッチボックス類のふたの材質

　ステンレス鋼板　※SU S304   SUS 430JI L又はSU S443J I

開閉方式の種類　※手動式　　・電動式（手動併用） (16. 12.2～4)

耐風圧強度　　（　　　　）pa

※スチールタイプ

・アルミニウムタイプ

・ファイバーグラスタイプ

※溶融亜鉛めっき鋼板

・ステンレス鋼板

※バランス式

・チェーン式

・電動式

・スタンダード形

・ローヘッド形

・ハイリフト形

・バーチカル形

開閉方式による区分 収納形式による区分

スラット　形状　・インターロッキング形　　・オーバーラッピング形

・J IS  G  3 3 2 2（塗装溶融5 5% ｱ ﾙ ﾐ ﾆ ｳ ﾑ -亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯） めっきの付着量（※ＡＺ90）

ガイドレールの材料

・JI S G  3 3 1 2（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯） めっきの付着量（※Ｚ06又はＦ0 6　・　 　）

電動式シャッターの障害物感知装置　　　　※建具表による　・（　　）

(1 6.13. 2、3)

電動式シャッターの障害物感知装置　　　　※建具表による　・（　　）

・合わせガラス　 (9. 7)(1 6.14. 2～4 )(図16.1 4.1)

特性による種類　・ Ⅰ類　・ Ⅱ-１類　・ Ⅱ-２類　・ Ⅲ類

・強化ガラス

特性による種類　・ Ⅰ類　・ Ⅲ類

・熱線吸収板ガラス

性能による種類　・ １種　・ ２種

・複層ガラス

断熱性による区分　・Ｔ１　・Ｔ２　・Ｔ３　・Ｔ４　・Ｔ５　・Ｔ６

乾燥気体の種類　・空気　・アルゴン

・熱線反射ガラス

日射取得性、日射遮へい性による区分　・Ｇ　・Ｓ

日射熱遮へい性　・１種　・２種　・３種　

耐久性　　　　　・Ａ種　・Ｂ種

ステンレス製

・ガラスの留め材及び溝の大きさ

アルミニウム製

鋼製及び鋼製軽量 ※シーリング材

※シーリング材

・ガスケット

　　※グレイジングチャンネル形

　　・　

建具の種類 ガラス溝の大きさ（mm）ガラス留め材

樹脂製

・　

・　

・シーリング材

・ガスケット

・図示

・　

※建具の製造所の仕様による

※シーリング材

・軽量シャッター

・ｵｰﾊ ﾞｰﾍｯﾄ ﾞﾄﾞｱ

・ガラス

　　　　　　　　　　　・屋内用防火シャッター

(16. 11.2、3)シャッターの種類　　　・管理用シャッター　　　耐風圧強度（　　　　）pa

　　　　　　　　　　　・外壁用防火シャッター　耐風圧強度（　　　　）pa

　　　　　　　　　　　・防煙シャッター

開閉方式の種類　※電動式（手動併用）　・手動式

安全装置　

管理用シャッターのシャッターケース　　・設ける　　　・設けない

電動式シャッターの障害物感知装置　　　　　　　　　　※建具表による　・（　　）

電動式シャッターの急降下制動装置、急降下停止装置　　※建具表による　・（　　）

屋内用防火シャッター、防煙シャッターの危害防止装置　※建具表による　・（　　）

・重量シャッター

風圧力による強さの区分　（・12 5　・10 0　・75　・50　)　

※グレイジングチャンネル形

※Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種
木部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

モルタル面及びプラスター面

不透明塗料塗りの場合

透明塗料塗りの場合

継目処理工法の場合

種　別

コンクリート面(DP以外)及びALCパネル面

コンクリート面(DP )及びAL Cパネル面

せっこうボード面及びその他ボード面

・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

※Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

下地面等

継目処理工法以外

(18 .3.2、3)

塗料の種別下地面等 工程の種別

(EP-Gの場合)

※Ａ種　・Ｂ種

　鉄鋼面

見え掛り部分

見え隠れ部分 ・Ａ種　※Ｂ種
・Ａ種　※Ｂ種

　亜鉛めっき鋼面

鋼製建具等

鋼製建具等以外

※Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

※Ａ種　・Ｂ種

※Ａ種

(EP -Gの場合)

※Ｃ種

・材　料

・素地ごしらえ

(18.1. 3)

(18 .2.2～7)

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

※１各章共通事項　室内空気汚染（揮発性有機化合物）対策　による。

防火材料 ※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする

・次の箇所を除き防火材料とする　（箇所：　　　　　　　　　　）

・錆止め塗料塗り

塗　

装　

工　

事

18

・Ａ種　※Ｂ種 －

(1 8.4. 1～1 8.12. 2)

塗装

・ 合成樹脂調合ペイント塗り(SO P)

木部屋外

木部屋内

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

・ クリアラッカー塗り（ＣＬ）

・ アクリル樹脂系非水分散系塗料塗り（ＮＡＤ）

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

塗料の種類

－

－

－

上塗り塗料の等級

（　　）級

上塗り塗料の等級

（　　）級

※Ａ種　・Ｂ種

種別

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

－

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

－

－

コンクリート面及び

押出成形セメント板面

・Ａ種　・Ｂ種

・Ｃ種

・ 耐候性塗料塗り（ＤＰ）

コンクリート面

モルタル面

プラスター面

石こうボード面

その他のボード面等

屋内の鉄鋼面

・ つや有合成樹脂エマルション

　　ペイント塗り（ＥＰ－Ｇ）

・Ａ種　※Ｂ種 －

・ 合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ） ・Ａ種　※Ｂ種 －

・ ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ） ・Ａ種　※Ｂ種 －

・ ピグメントステイン塗り

・ オイルステイン塗り（ＯＳ）
・ ステイン塗り －

・ 木材保護塗料塗り（ＷＰ） －・Ａ種　※Ｂ種

高日射反射率塗装　　　　・　適用する（屋上、屋根面の金属面）Ｇ

クリアラッカー塗りA種の工程2の適用

・適用する（着色材：・溶剤系着色材　・油性染料着色材）　・適用しない

ウレタン樹脂ワニス塗りの工程1の適用

・適用する　・適用しない

オイルステイン塗りの工程等

材質　　　　水性アクリル系樹脂塗料（※標準色　　・　　　　　）

仕上種別　　コーテイング（ローラー刷毛塗り）   塗り

塗布量　　　主剤2回塗とし、総塗布量は0.25k g/㎡以上とする

・塗装

・床用防じん塗料

(19. 2.2)

内　

装　

工　

事

・帯電防止

・耐動荷重

・無地

・マーブル柄

色　柄 特殊機能 厚さ(m m)

※2.5

・柄物

・耐薬品性

・防滑性

※FS

施工箇所種類の記号

(19 .2.2、3)

目地処理する場合の工法　※熱溶接工法　　・（　　　　　）

帯電防止　　　帯電防止性能評価値（JIS A  1455） 1.2 以上～ 3.2 未満 

　　　　　　　　又は体積電気抵抗値（JI S A 1454）1x1 0 ～1x10  Ω程度
7 1 0

※１各章共通事項　室内空気汚染（揮発性有機化合物）対策　による。

接着剤のホルムアルデヒド放散量

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地の場合の接着剤の種別　・図示　・（　　　）

・接着剤

・ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰ ﾄ Ｇ

19

・無地

・無地

・柄物

・帯電防止

・帯電防止

・無地 ・帯電防止

施工箇所 特殊機能 厚さ(mm)

※2. 0

※2. 0

・ＦＴ

・ＫＴ

・ＦＯＡ

・柄物

・柄物

・防滑性

・防滑性

・防滑性

種類の記号

・300×3 00

・300×3 00

・450×4 50

・450×4 50

寸法 (㎜)色　柄

・500×5 00

・　

・　

(19.2 .2)

帯電防止　　　帯電防止性能評価値（JIS A 1455） 1 .2 以上～ 3.2 未満 
7

　　　　　　　又は体積電気抵抗値（JIS A  145 4）1 x10 ～1x 10 Ω程度
1 0

・ﾋﾞﾆﾙ床ﾀ ｲﾙ Ｇ

   床タイル

・磁器又はせっ器質タイル

・塩化ビニル製

・レジンコンクリート製

・磁器又はせっ器質タイル

・レジンコンクリート製

屋内

※300×300

※300×300

※300×300

・300×300

・300×300

施工箇所 種　　類 寸法 (㎜) 厚さ (㎜)

屋外

※7.0　・　

※30  ・　

※黄色　ブロックパターンは JIS T 92 51 による

・視覚障害者用 (1 9.2.2 )

  　 材質の種類　※軟質　・硬質

 　　高さ (㎜)　 ・60　　・75　　・100

 　　厚さ (㎜)　 ※1. 5以上　・（　　　　　）

(1 9.2.2 )

種類　・単層品　・積層品

　　厚さ (㎜)　 ・3. 0　・ 4.5　・ 6.0　・ 9. 0

　　色　柄　 　（　　　　　　　　　　　　　　）　・フラット　　・凹凸　

(1 9.2.2 )

・ビニル幅木

・ゴム床タイル

　　寸法 (㎜)　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

・織じゅうたん

下敷き材　※反毛フェルト（JI S L 3 204）の第2種2号　呼び厚さ 8㎜　　・（　　　　　）

(19 .3.2、3) (表1 9.3. 1、2 )

織り方

・ｳｨﾙﾄﾝ ｶｰﾍﾟｯ ﾄ

・ﾀﾞﾌﾞﾙ ﾌｪｰｽｶ ｰﾍﾟｯﾄ

・ｱｷｽﾐﾝ ｽﾀｰｶｰ ﾍﾟｯﾄ

パイル形状

・カットパイル

・ループパイル

・カット、ループ併用

色柄等

・無地

・柄物

(標準品)

パイル系の種類

・A種

・B種

・C種

帯電性

※人体帯電圧

　　3kv以下

・　

備考

接合方法　※ヒートボンド工法　　・つづり縫い

・ｶｰﾍﾟｯﾄ敷き Ｇ

・タフテッドカーペット

パイル形状 パイル長さ(mm) 工　法 帯電性 備　考

・カットパイル ※5～7　・　　 ※人体帯電圧

・ループパイル ※4～6　・　　 　　3k v以下

・　・カット、ループ併用

・全面接着工法

・グリッパー工法

下敷き材（グリッパー工法の場合）

※反毛フェルト（JIS L  3204）の第2種2号　呼び厚さ 8㎜　・（　　　）

・タイルカーペット

・カットパイル

※ループパイル

・ｶｯ ﾄ、ﾙｰﾌﾟ併用

※第一種

・第二種

※ 6. 5※500×5 00

パイル形状 種別  施工箇所 寸法 (㎜) 総厚さ(㎜) 備　考

平　場　　※市松敷き　・模様流し　 タイルカーペットの敷き方

 帯電性　※人体帯電圧 3 kv 以下　・（　　　　　）

階段部分　※模様流し　・市松敷き　

見切り、押え金物　　・適用する　（材質、種類、形状等　※図示　・　　　　　　　）

・薄膜型塗床材

・厚膜型塗床材

・厚膜型塗床材

エポキシ樹脂塗床

弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床

(19 .4.2、3) (表1 9.4. 4、5 )

種別 工法 仕上げの種類

※平滑仕上げ

・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ

施工箇所

・厚膜流しのべ工法

・薄膜流しのべ工法
※平滑仕上げ

・防滑仕上げ

※平滑仕上げ

・樹脂モルタル工法

・合成樹脂塗床

塗料のホルムアルデヒド放散量

※１各章共通事項　室内空気汚染（揮発性有機化合物）対策　による。

・接着工法

（直張り）

・釘留め工法

（根太張り）

・15

・12

厚さ(m m)

フローリング

・天然木化粧（四万十桧）

仕上塗装

・無塗装品

※塗装品

工　法
間伐材等

の適用

・釘留め工法・　

種　別樹　種

※C種

・B種

・A種

・　

※なら

種　類

複合フローリング Ｇ

長さ　（　　）

幅　　（　　）

・18

・12

※1 5

・接着工法

１等 ・無塗装品

※塗装品・フローリングブロック

・接着工法

（直張り）

・釘留め工法

（根太張り）

・釘留め工法

１等

単層フローリング Ｇ

仕上塗装工　法

・無塗装品

※塗装品・　

・　

※なら・フローリングボード

の適用

間伐材等
厚さ(mm)樹　種 大きさ(mm)種　類

(19 .5.2～5) (表1 9.5. 1～6 )・フローリング張り

フローリング、接着剤のホルムアルデヒド放散量

接着工法の場合の不陸緩和材　※合成樹脂発泡ｼｰﾄ

※１各章共通事項　室内空気汚染（揮発性有機化合物）対策　による。

特記仕様書（建築工事編）（８）

令和５年７月改正津野川若者住宅（第二）新築工事

高知県四万十市小西ノ川165-5

TEL　0880-31-8522・FAX　0880-31-8666

事務所登録　第　1245　号

一級建築士　237193　号

益岡建築設計事務所 NO　A-08
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畳表及び畳床はVOC含有量が少ないものとする。

 9 畳敷き

表12.6. 1による床組下地の種類　　・標準仕様書　

種　別　　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種（畳床：　　　　　　）

　　　　　　　・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン　Ｇ　）

(19.6. 2)(表19. 6.1)

※１各章共通事項　室内空気汚染（揮発性有機化合物）対策　による。

ホルムアルデヒド放散量

畳床の防虫処理は防虫加工紙を使用してもよい。

畳表　高知県土佐畳表検査協会の合格品使用（3種表の2等以上）　※適用する　　・適用しない

・硬質木毛セメント板 Ｇ ＨＷ

種　　類 JISの記号 厚さ (㎜)、規格等

Ｇ・中質木毛セメント板 ＭＷ

・15　・20　・25　・　

・15　・20　・25　・　

・普通木毛セメント板

・硬質木片セメント板

・普通木片セメント板

・けい酸カルシウム板

・ロックウール吸音ボード1号

・せっこうボード

・不燃積層せっこうボード

・強化せっこうボード

・シージングせっこうボード

Ｇ

Ｇ

Ｇ ・ 3 0 　

タイプ２（無石綿） ・6　・8

※12. 5（不燃）　・15（不燃）　・9.5

9. 5（不燃） 

・12. 5（不燃）　・15（不燃）

ＮＷ

ＨＦ

ＮＦ

0.8  ＦＫ

1.0  ＦＫ

ＲＷ－Ｂ

ＧＷ－Ｂ

ＧＢ－Ｒ

ＧＢ－ＮＣ

ＧＢ－Ｓ

ＧＢ－Ｆ

・せっこうラスボード 9.5ＧＢ－Ｌ

・化粧せっこうボード（木目） 12.5（不燃）　幅 44 0㎜ 程度ＧＢ－Ｄ

　模様（※柾目　・板目） 専用下地材有り

※ﾌﾗｯ ﾄﾀｲﾌﾟ（※ 9（不燃） ・12　  　　・　）

12 .5（　不燃　　　　　）

（不燃）

・準不燃

・15　・20　・25　・　

・12　・15　・18　・21　・　

・ｸﾞ ﾗｽｳｰ ﾙ吸音ﾎﾞ ｰﾄﾞ32Ｋ ※25（ガラスクロス包）　・　

・化粧無（下地張り用） 

・化粧有（トラバーチン模様）

（Ｗ）

・天然木化粧合板

・特殊加工化粧合板 Ｇ

Ｇ

・オーバーレイ　・プリント　・塗装

・メラミン樹脂化粧板

・ポリエステル樹脂化粧板

JIS  K 69 03 による　厚さ1.2

9.5（準不燃）ＧＢ－Ｄ(Ｔ)

・普通合板 Ｇ

・不透明塗料塗り（しな合板程度）

・生地、透明塗料塗り（ラワン合板程度）

・ﾐﾃﾞ ｨｱﾑﾃﾞ ﾝｼﾃｨﾌ ｧｲﾊﾞ ｰﾎﾞｰﾄ ﾞ

・単板張りﾊﾟｰ ﾃｨｸﾙﾎ ﾞｰﾄ Ｇ゙

Ｇ

・化粧パーティクルボード Ｇ ・単板ｵｰ ﾊﾞｰﾚｲ　・ﾌﾟﾗ ｽﾁｯｸ ｵｰﾊﾞｰ ﾚｲ　・塗装

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・ハードボード（素地） ＨＢ

・研磨板（・スタンダード・テンパード）

・ハードボード（化粧） ・内装用　・外装用

・2.5　・3.5　・5　・7　

・ｲﾝｼ ｭﾚｰｼｮ ﾝﾎﾞｰﾄ ﾞ

Ｇ－ＭＤＦ ・3　・7　・9　・12　　・無研磨　・研磨

・無研磨板　・研磨板

・10（難燃）　・12（難燃）　・　

・10　・12　・15　・18　・　

・無研磨板（・スタンダード・テンパード）

Ａ－ＩＢ

Ｔ－ＩＢ

・火山性ｶﾞﾗｽ質複層板 化粧加工K2 密度ＡＩ ・6　・9　・12

・9　・12　・15　・18

遮音シール材 ・適用する（・シーリング材　・ジョイントコンパウンド）

・化粧せっこうﾎﾞｰﾄ ﾞ(ﾄﾗﾊ ﾞｰﾁﾝ模様)

Ａ級

※25　・　

・凹凸ﾀｲﾌ ﾟ（※ 1 2（不燃）・15（不燃）・　）
ＤＲ・ロックウール化粧吸音板

(19.7 .2)(表19. 7.1)・せっこうボード、

   その他ボード

   及び合板張り

せっこうボードの目地工法　・継目処理工法　　・突付け工法　　・目透し工法

合板類の張付け　　・Ａ種　※Ｂ種

※１各章共通事項　室内空気汚染（揮発性有機化合物）対策　による。

ホルムアルデヒド放散量

備　考

※不燃・準不燃・難燃

※不燃・準不燃・難燃

※不燃・準不燃・難燃

※不燃・準不燃・難燃

壁紙の種類
施工箇所

紙 繊維 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ無機質その他

　・　　・　　・　　・　　・　

　・　　・　　・　　・　　・　

　・　　・　　・　　・　　・　

　・　　・　　・　　・　　・　

防火性能

モルタル・プラスター面の素地ごしらえ　・Ａ種　　※Ｂ種

コンクリート面の素地ごしらえ　　　　　・Ａ種　　※Ｂ種

せっこうボード面の素地ごしらえ　　　　・Ａ種　　※Ｂ種

(19 .8.2、3)・壁紙張り ホルムアルデヒド放散量

※１各章共通事項　室内空気汚染（揮発性有機化合物）対策　による。

(19.9 .2～4)

厚さ(m m) 施工箇所

・ﾋﾟｰｽﾞ法ﾎ ﾟﾘｽﾁﾚ ﾝﾌｫｰ ﾑ断熱材

種　類

・押出法ﾎﾟﾘ ｽﾁﾚﾝﾌ ｫｰﾑ断熱材（ｽｷ ﾝ層なし）

・硬質ｳﾚ ﾀﾝﾌｫｰ ﾑ断熱材

・フェノールフォーム断熱材

・断熱材打込み工法

・断熱材現場発泡工法

　　施工箇所　　※窓回り等の断熱材補修部分、ルーフドレイン回りの床版下等、部分的に後張り

　　　　　　　　　としなければならない箇所

　　　　　　　　・図示

　　吹付け厚さ (㎜)　・25　　・30　　・（　　）

　　断熱材の種類　※Ａ種１　・Ａ種１Ｈ

・断熱材 Ｇ

※１各章共通事項　室内空気汚染（揮発性有機化合物）対策　による。

断熱材、保温材又は接着剤のホルムアルデヒド放散量

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

20

備　考

・　

・ﾀｲﾙｶｰﾍ ﾟｯﾄ

・帯電防止床ﾀｲ ﾙ・1 .0G

・0 .6G

・3 000N

・5 000N

表面仕上げ材耐震性能 所定荷重
(mm)

構　法
寸法

・置敷式

・支柱調整式

・500×50 0

高さ

(mm)

・　

施工箇所

帯電防止性能　・評価値（U）≧0.6　・評価値（U）≧1. 2

感電防止性能　漏えい抵抗（R）≧1×10 Ω
8

寸法精度　※標準仕様書20. 2.2(2 )(オ)による　・（　　　）

・ﾌﾘｰｱｸ ｾｽﾌﾛｱ (20.2 .2)

耐荷重性能、耐衝撃性能、ローリングロード性能、耐燃焼性能

※標準仕様書20.2. 2(2)(イ)による　・（　　　）

表面仕上材の品質・性能は、標準仕様書19章による。

スロープ及びボーダー　　※製造所の仕様による　　・図示

配線用取り出しパネル　　

　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　※10 0パーセント　　・（　　　　　）　

　配線取り出し開口　※パネル1枚につき 40㎜×80㎜ 程度の開口1ヶ所以上　　・図示

空調用吹き出し（吸い込み）パネル

　※なし　　　・あり（形式、施工箇所：図示）　　

・ｽﾀｯﾄ ﾞﾊﾟﾈﾙ式

・ｽﾀｯﾄ ﾞ式

・ﾊﾟﾈﾙ式

遮音性

・0　・12

・36

・不燃

・20 ・2 8

・壁紙張り

・0. 8

※0. 6

・　

※鋼板

　又はｱｸﾘ ﾙ樹脂焼付

※ﾒﾗﾐﾝ樹脂焼付

表面材

(mm )

総厚さ

厚さ(mm)材質 パネル表面仕上げ
防火性能構造形式

構成基材

の種類

パネル内に取り付ける建具　・あり（・図示　　・　　　　　）　　・なし

表面仕上げ材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19章による

・ﾒﾗﾐﾝ樹脂系化粧板

・表面材と同材

※幅木 ・アルミニウム製 ・アルミニウム製

・ステンレス製

・標準

・R

脚　部

形　状 材　質

ドアエッジ

形　状 材　質

・ﾎﾟﾘｴ ｽﾃﾙ樹脂系化粧板 ※ステンレス製

パネル表面材の種類

・　

・可動間仕切

・平行方向移動式

・二方向移動式

・部分電動式

・電動式

・手動式 ・ﾌﾟｯｼｭ式 ※鋼板

・　

・焼付塗装

・壁紙張り

・36未満

・36以上

・　

厚さ

(m m)
操作方法 遮音性

・　

仕上げ

パネル表面材

材質

・ﾊﾝﾄﾞﾙ式

パネル圧接装

置の操作方法
構造形式

表面仕上げ材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19章による

ハンガーレールの取付け下地の補強

※パネル重量の5倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び変形量となるように補強

する。

ハンガーレール及びランナー

※パネル重量の5倍の荷重をパネル１枚に使用するランナー数で除した値に対して耐力及び

　変形量が使用上支障ないものとする。

パネルをランナーに取り付ける部品

※ランナーに加わる重量の5倍以上の荷重に耐えるもの

※１各章共通事項　室内空気汚染（揮発性有機化合物）対策　による。

(20. 2.3)

・移動間仕切 (20. 2.4)

・トイレブース (20. 2.5)

パネル材料のホルムアルデヒド放散量

パネル材料のホルムアルデヒド放散量

※１各章共通事項　室内空気汚染（揮発性有機化合物）対策　による。

※集成材

・ステンレスパイプ

・鋼製パイプ

・ビニル製ハンドレール

・60　・45

・ ＨＬ 　　　　　

※クリアラッカー

・ＥＰ－Ｇ　　　

材　　種 表面仕上げ 直径 (㎜) 取付箇所

(20. 2.6)

・ステンレス製(SUS30 4) ・約35

・　

※接着工法

・無し

※有り（※ﾋﾞﾆﾙ製　・ｽﾃﾝ ﾚｽ製）

・埋込み工法

材　種 幅(mm) 取付け工法 端部フラットエンド

　　　ビニルタイヤ入り

・　

(20. 2.7)

・ホワイトボード

   ホワイトボード

・黒板

・スクリーン付き引分け

※平面　・曲面

・スクリーン付き引分け

※平面　・曲面

※緑　・黒

色　彩

白

区　分

※焼付け

・　

・　

・ほうろう

・ほうろう

・鋼製

・ほうろう

・鋼製

寸法(mm)種　類 形　式

(20. 2.9)

Ｇ

・手すり

・階段滑止め

・黒板及び

厚　さ(㎜)　　　※ 5　　・（　　　　　）

寸　法(㎜)　　　・（　　　　　）　　・図示　

取付箇所　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） (20. 2.10)・鏡

形　状　　・角形　　・（　　　　　）　

形　式　　・片引き　・引分け（暗幕用は 300㎜ 以上の召合せの重掛けとする）

・　

　案内用図記号は JIS Z 82 10 による。

材質及び仕上げ (20. 2.12)

・S US304（スリップ止め加工　※あり　・なし　）

・鋼製　表面処理　溶融亜鉛めっき（※標準仕様書表14.2.2による種別（※C種　・　　））

(20. 2.13)

・　

・縦形

※横形

形　式 種　類操作方法

・電動

・手動

・電動

・ｺｰﾄﾞ式

※ｷﾞﾔ式

・操作棒式

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製

ｽﾗｯ ﾄの材質

・ｱﾙﾐ ｽﾗｯﾄ

・ｸﾛｽ ｽﾗｯﾄ・手動 ・1本操作ｺｰ ﾄﾞ式

※2本操作ｺｰ ﾄﾞ式

( 20.2 .14)

・　・　 ・　

※25

ﾎﾞｯｸｽ･ﾚｰﾙの材種ｽﾗｯ ﾄ幅( mm)

・　

・ 80

・100

※鋼製

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製

※図示

※図示

取付箇所

Ｇ

※ポリエステル

・　

・電動式

・スプリング式

・チェーン式

・図示

・　

・1級

・2級

・3級

材　種 遮光性能操作方式 寸法(mm) 備　考取付箇所

※図示

・ロールスクリーン

・綿

(20.2. 15)

Ｇ

（暗幕）

・電動

・ひも引き

・手引き

きれ地の種別、

品質、特殊加工等

※図示

開閉操作 備　考取付箇所

・カーテン

・フランスひだ

・箱ひだ・つまひだ

・　

・　

ひだの種類

・ﾌﾟﾚｰ ﾝひだ・片ひだ

・シングル

・ダブル

・片引き

・引分け

形　式

・カーテンレール (20. 2.16)材　種　　※ｱﾙﾐ ﾆｳﾑ又はｱﾙﾐﾆｳ ﾑ合金の押出し成型材　・ｽﾃﾝ ﾚｽ製

   及びｶｰﾃﾝﾎ ﾞｯｸｽ

溝幅×深さ (㎜)　　・90×150　・120×8 0　・12 0×150　・150×80　・図示

　　　　　・アルミニウム製

　　　表面処理　　※BC-1　・BC -2（色合い　・標準色　　・特注色）

材　質　　・集成材（仕上げ：　　　　　）

　　　　　・鋼製　（仕上げ：　　　　　）

・ﾌﾞ ﾗｲﾝﾄﾞ ﾎﾞｯｸ ｽ

※アルミニウム製 ・450×450

・600×600

・　

寸　法

・一般形 ・屋内外用

・屋内用

形　式

・額縁ﾀｲﾌﾟ

・目地ﾀｲﾌﾟ

・額縁ﾀｲﾌﾟ

・目地ﾀｲﾌﾟ

材　種 外枠 内枠
許容差

枠の

±0.5mm

以内

片側

2.0m m以内

クリアランス

外枠と内枠の

・　

・密閉形

　アルミニウム合金押出形材は JIS H 41 00 A6 063S- T5 により、表面処理は陽極酸化被膜

JI S H 8601( AA6)（外部についてはB種又は同等品以上）をおこなったものとする。

　内枠、外枠のコーナーピース、及び吊り金物、取付ボルトは鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理

をおこなったものとする。

　内枠の仕上材、留付金具はアルミニウム合金押出形材、亜鉛めっき鋼板の類とする。

・天井点検口

・タラップ

・煙突ライニング

・ブラインド

　適用安全使用温度　上限温度　・40 0℃　　・650℃　　

下限温度　・（　　　）℃

・衝突防止表示

　（・両面　・片面）

・室名札

・ピクトグラフ

・庁舎案内板

・各階案内板

・図示

・ステンレス製 ※30φ

・　

※図示

※図示

※市販品

・　

・　

・　

・　

・　

・　

※図示

※図示

※図示

厚さ(mm) 取付高さ(m m)区　分 材　質 備　考

・とびら番号

※アクリル板

※アクリル板 ※5

※5

寸法　　　( m m )・形状

(20 .2.11 )・表　示

・誘導標識

・非常用進入口表示
※消防法に適合する市販品

※図示

(20.2 .16)

特記仕様書（建築工事編）（９）

壁

天井

1階床

・ 高性能ｸﾞ ﾗｽｳｰﾙ断熱材 外壁・堺壁・天井

45
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・ステンレス製

・鋼製

・450×450

・600×600

・　

・一般形

・密閉形

・屋内外用

・屋内用

受枠、蓋枠とも

±0.5㎜ 以内

片側

2.0 mm以内

材　種 寸　法 形　式 枠の許容差
受枠と蓋枠の

クリアランス

・アルミニウム製

・床点検口

一般形：パッキンを装着しないもの、又はがたつき防止用パッキンを装着したもの

密閉形：ボルト、ナット等のメカニカル構造にパッキンを装着したもの

材料の品質及び性能

受枠材

蓋枠材

使用部位

ｱﾙﾐﾆｳ ﾑ合金

押出形材

材　料

表面処理：標準仕様書 表14.2. 1のAB-1種、AB-2種、BB -1種、BB-2種

JIS  H 41 00 A6 063S- T5 

ステンレス

鋼材 －

JIS G  4305   SUS 304

表面仕上：HL 又は N o.2B程度（目地ともの場合）

屋 内 外 用 屋　内　用

鋼板又は電気亜鉛めっき鋼板

（JIS G  3313  SEHC）の類に

一般さび止めﾍﾟ ｲﾝﾄ（JIS  K 

562 1）、又はﾒﾗﾐﾝ樹脂焼付塗装

等の防錆処理をおこなったもの

蓋の耐荷重性能 　蓋中央部が荷重値 Pn=1 ,000N  において残留たわみが点検

口の有効径の 0.08％以内 であること。

　受け枠･蓋その他に使用上支障がないこと。

　破壊荷重は、荷重値の Pn  の2倍以上であること。

アンカー材

取っ手

鋼材 電気亜鉛めっき又は防錆塗料をおこなったもの

　ステンレス鋼材、アルミニウム押出形材などで被覆した、

ステンレス鋳鋼品、ステンレス製等

　黄銅鋳物製、黄銅製、アルミニウム押出形材・合金鋳物製、

合成樹脂製のものは、衝撃による変形・割れが生じないものとする。

錠

開閉方式

パッキン材

亜鉛合金製（クロムめっき）

黄銅製、ステンレス製の類

施錠・開錠は、鍵又は開閉用ハンドル式とする

塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｺﾞﾑ、軟質塩化ﾋﾞ ﾆﾙ、クロロプレン、ｽﾎﾟ ﾝｼﾞﾗﾊ ﾞｰ

ｴ ﾁﾚﾝﾌﾟ ﾛﾋﾟﾚﾝ

枠の材質、形状に適した弾力性、密着性、気密性を有する。

－

二重蓋の中蓋

目地材

底板補強材

ｺｰﾅｰ ﾋﾟｰｽ

底板材

ステンレス

鋳鉄

黄銅

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

ｱﾙﾐﾆｳﾑ板

鋼材 －

表面処理：陽極酸化塗装複合被膜

JIS H 8601( AA15)

J IS H 8602( B)

JIS H 400 0(A11 00P H 24)

JIS G 430 5,JIS  G 43 08SUS 304

JIS  G 43 05, J IS G 4308   SU S304

JIS  H 32 50   C2602 , C36 04B

JIS  H 31 00   C2600 , C27 20, C2801 P

JIS  G 55 01   FC150 , FC2 00

JIS G  4305    SU S430

－

鋼板又は電気亜鉛めっき鋼板

（JIS G 3313 SEHC）の類に一般

さび止めﾍﾟｲﾝﾄ（J IS K 5621）、

又はﾒﾗ ﾐﾝ樹脂焼付塗装等の

防錆処理をおこなったもの

・水平方向

目地材

目　　地 内　　壁 外　　壁

・垂直方向

方　向・耐震スリット 幅(mm )

・25 ※完全（全貫通型） ・耐火型

・非耐火型

・有り

・無し

タ　イ　プ 耐火性能 防水性能 備　考

目地（目地材の材質は標準仕様書表9. 7.1による）

目地寸法 (㎜) ※スリット幅 × 深さ 10 ※スリット幅 × 深さ 1 0

・シーリング材（見え掛かり部のみ） ・シーリング材（見え掛かり部のみ）

・シーリング材（内外とも）

・止水板

設置箇所　　※図示

形状　　　　・差込式　　・据置式　　・壁張り式

・エキスバンション

　ジョイント金物

材　質　　・アルミニウム　・ステンレス

クリアランス　　・50　・100　・150

耐火性能　　・有り（　　　　　）　・無し

備　考受け枠材　種

・　

・硬質アルミニウム合金

・ステンレス鋼（SUS 304）

・　

・塩化ビニル又はゴム製

・硬質アルミニウム合金製

・ステンレス鋼（SUS304）製

・くつふきマット

・流し台ユニット
材　種

寸法(m m)

W D H
備　考

・流し台

・1200

・1500

・180 0

・5 50

・60 0

・6 50

・800

・850

市販品　ﾀｶﾗ ｽﾀﾝﾀﾞ ｰﾄﾞ　ﾛｲｱ ﾙ 同等

水封50m m以上のﾄﾗ ｯﾌﾟ付

天板ステンレス製　換気ﾌｰ ﾄﾞW60 0

・コンロ台

・600 ・5 50

・60 0

・6 50

・620

・670

市販品

天板ステンレス製

バックガード有り

・吊り戸棚

・水切り棚

・1200

・900

・4 50 ・500

・700

市販品

市販品

ステンレス製

・１段式　・（　　　）

・1200

・900

・600

- -

品質・性能　JI S A 4 420による

形状　　　　※図示

・旗　竿

・アルミニウム合金製

・　

材　種

・テーパー式

・同一断面式

形　式 高さ(mm ) 操作方法 固定方法 備考

・ハンドル式

・ベース式・ロープ式

・埋込式

・バンド式

・旗竿受金物　 材種　※ステンレス製（SU S304）　　　・　

　（・標準品　・ｽﾌﾟﾘﾝｸ ﾞ式）

・　

形　式

・上下式鎖内蔵式

・車止め支柱

・　

・ＧＬ＋700

・　

・φ76.3　t =2.0

・　

・ステンレス製

材　種 柱径、肉厚(mm ) 高さ(m)

フェンスの種類　　　・ビニル被覆エキスパンドフェンス

　　　　　　　　　　・鋼管フェンス

　　　　　　　　　　・樹脂塗装メッシュフェンス

　　　　　　　　　　・アルミフェンス

高　さ　　・（　　　　　）　　・図示　

・フェンス

・ﾌﾟﾚｷｬ ｽﾄｺﾝ ｸﾘｰﾄ ( 20.3. 3、4 )コンクリートの設計基準強度

※水セメント比55%以下、単位セメント量の最小値300 kg/m を満足する調合強度

・図示

配筋

※配筋を定めた計算書を監督職員に提出する。

・図示

取付け方法　※図示

3

・間知石

間知ﾌﾞﾛｯｸ積み 質量区分

・花こう岩　・凝灰岩

種　類

・ｺﾝ ｸﾘｰﾄ間知ﾌﾞﾛ ｯｸ ・Ａ　・Ｂ

積み方　※谷積み　　・布積み

目塗り　・（　　　　　）　　・図示

伸縮調整目地　材種及び厚さ　・（　　　　　）　・図示

・間知石及びｺﾝ ｸﾘｰﾄ

材　種

- -

備　考

(20 .4.2、3)

種　類・鋼製書架

・鋼製書架及び物品棚

・鋼製物品棚

規格等 JISによる種類

JI S S  1039の規格による
・１種 ・２種 ・３種

・４種 ・５種 ・６種

・屋内掲示板 枠の材質　※アルミニウム製

表面の材質　※塩ビ発泡シート張り

・洗面カウンター

奥行き(m m)　・約45 0　・約600

材種　　　　・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　・人工大理石

・防煙垂れ壁 ・固定式

材質

・線入り磨板ガラス

※網入り磨板ガラス ※6.8

厚さ(mm ) 高さ(m m)

※50 0

備考

アルミ製枠付き

・可動式

種類

・垂直降下式

（巻取り型）

※不燃布

（不燃認定品）

ガイドレール

※固定式（壁埋込型）

・可動式（天井収納型）

備考高さ(mm)

※5 00

・8 00

材質

※500

・8 00

・回転降下式 鋼板製又はアルミ製 表面仕上げ

※天井材張り

降下機構　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

・屋外掲示板 照明器具　※有り　・無し

施錠　　　※有り　・無し

・収納家具 材質、形状、寸法　※図示　　・（　　　）

種　類 ※コンクリートブロック製（市販品） ・花こう石類（文字記号等入り）

設置方法

　根切り底を突き締めたうえ、厚さ60㎜の砂利地業を行い、コンクリートで根巻きして建て込む。

　建て込みは監督職員の立ち会いのもと行う。

コンクリートの調合　　　容積比　セメント1：砂2：砂利4 程度

・敷地境界石標

合板類、MD F及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量

※１各章共通事項　室内空気汚染（揮発性有機化合物）対策　による。

・遠心力鉄筋ｺﾝｸ ﾘｰﾄ管

・VP

材　種

・　

※外圧管（1種）

・RF-V P Ｇ

・B形管　・　

備　考呼び径

屋内

・硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管

・　

基床の厚さ及び種類　・（　　　　　）　　・図示

砂地業に用いる材料　・シルト　　・山砂　　・川砂　　・砕砂

砂利地業に用いる材料　・再生クラッシャラン　Ｇ　　・切込砂利　　・切込砕石

・屋外雨水排水 (21 .2.1、2) (表2 1.2. 1、2 )排水管用材料

記号・種類 形　状

※図示

※図示

※図示

※図示・VU

・RS-VU  Ｇ 

2

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料　※接着剤　・（　　　）

現場打ちコンクリート　※設計基準強度18N/mm　S -15　・（　　　）

現場打ちの場合の鉄筋の種類　※SD 295　・（　　　）

現場打ちの場合の足掛け金物　※標準仕様書21. 2.2(6 )(オ)

材質　・ステンレス製　・鋼製　・合成樹脂被膜加工されたもの

側塊の形状及び寸法　・（　　　　　）　　・図示

排水枡、ふたの種類　・（　　　　　）　　・図示

砂の粒度試験　・行う　　・行わない

凍上抑制層に用いる材料　（　　　　　）

・中ふた付き密閉形（テーパ・パッキン式）

・密閉型（テーパ・パッキン式）

・簡易密閉形（パッキン式）

・水封形

種　類

・鋳鉄製ふた (21 .2.1)名称　鋳鉄製マンホールふた

・　

・T-2用

・T-6用

・T-20用

・有

・無

鍵

左記以外の品質等は（公社）

適用荷重 備考

空気調和衛生工学会

SH ASE-S 209による

・鋼製

・ｽﾃﾝﾚ ｽ製

・溝ふた(側溝用)

・溝ふた(横断用)

・桝ふた用

・U字溝用

・歩行用

・T-2用

・T-6用

・T-14用

・T-20用

ﾒｲﾝﾊﾞ ｰﾋﾟｯﾁ

・溝ふた(側溝用)

・溝ふた(横断用)

・桝ふた用

・U字溝用

・歩行用

・T-2用

・T-6用

・T-14用

・T-20用

普通目 （付着量）

亜鉛めっき

細目
形　式 用　途 適用荷重 上面形状

※凹凸形

・凹凸形

・平形

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　 　・　

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

※受枠無

　固定

※受枠付

　固定

　ボルト

　ボルト

・平形

(21 .2.1)・グレーチング

材質

側溝

・街きょ、縁石及び (21 .3.1、2)(表2 1.3.1 )

種　類 形状、寸法

・縁石

・U形側溝

・U形側溝ふた

・L形側溝

・図示　・（　　　　　）

・図示　・（　　　　　）

・図示　・（　　　　　）

・図示　・（　　　　　）

・図示　・（　　　　　）

砂地業に用いる材料　・シルト　　・山砂　　・川砂　　・砕砂

砂利地業に用いる材料　・再生クラッシャラン　Ｇ　　・切込砂利　　・切込砕石
2

現場打ちコンクリート　※設計基準強度18N/mm　S -15　・（　　　）

現場打ちの場合の鉄筋の種類　※SD 295　・（　　　）

（砂を用いる場合の粒度試験）　・行う　　・行わない

凍上抑制層に用いる材料　・（　　　　　）

・埋戻し土 ※B種　・（　　　）

排　

水　

工　

事
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令和５年７月改正津野川若者住宅（第二）新築工事

高知県四万十市小西ノ川165-5

TEL　0880-31-8522・FAX　0880-31-8666

事務所登録　第　1245　号

一級建築士　237193　号

益岡建築設計事務所 NO　A-10



　　　　　高知県土木部建築課令和４年度版

厚さ (㎜)　　　 ・0.5～1.0　・（　　　）

舗
装
工
事

・路床 路床の材料 (22 .2.2、3、5) (表22.2. 1)

種別 材料 厚さ(m m)

・凍上抑制層

・ﾌｨﾙ ﾀｰ層

・盛土

Ｇ

・砂

※再生クラッシャラン　　　・クラッシャラン　・切込み砂利

※図示

※図示

※図示

・A種　　・B種　　・C種　　・D種

・建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

・砂

凍上抑制層に用いる材料に砂を用いる場合の粒度試験　　・行う　　・行わない

・路床安定処理

安定処理の方法　・置き換え工法　・安定処理工法

路床安定化処理用添加材料

種類　・普通ポルトランドセメント　・高炉セメントＢ種　・フライアッシュセメントＢ種

・生石灰（　・特号　・１号　）　・消石灰（　・特号　・１号　）
3　　添加量　　　kg /m　（目標ＣＢＲ　※3以上　・　　）

・ジオテキスタイル

単位面積質量　　・60 g/㎡ 以上　・（　　　）

引張強さ　　　　・98 N/5㎝ (1 0kgf/ 5㎝) 以上　・（　　　）

透水係数　　　　・1. 5×10 ㎝/se c 以上　・（　　　）

・行わない※行う　　

路床の締固め度の試験 ・行わない※行う　　

路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験

現場ＣＢＲ試験 ・行わない※行う　　

- 1
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車路及び駐車場 ・(9-2 1-2)　・図示　・（　　）

・路　盤 路盤の厚さ　※図示　・（　　　　　）　　

路盤材料　　・クラッシャラン　・粒度調整砕石　・再生粒度調整砕石 Ｇ

・再生クラッシャラン Ｇ ・クラッシャラン鉄鋼スラグ Ｇ

・粒度調整鉄鋼スラグ Ｇ ・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ Ｇ

(2 2.4.2～6 )(表22.4 .4)・アスファルト舗装 アスファルト舗装の構成及び厚さ　※図示　・（　　　　　）

材料及び種類

アスファルト　・再生アスファルト Ｇ （・60～80　・80～100）　・ストレートアスファルト

骨　材　　　　※道路用砕石　　・アスファルトコンクリート再生骨材 Ｇ

加熱アスファルト混合物等の種類

　　　　　　・細粒度アスファルト混合物(13)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

区分 種類

・密粒度アスファルト混合物(13F)

 表　層　　※密粒度アスファルト混合物(13 )　　　

アスファルト混合物等の抽出試験　・行う　　・行わない　

舗装の平たん性　※通行の支障となる水たまりを生じない程度　・（　　　）

・コンクリート舗装 コンクリート舗装の構成及び厚さ (2 2.5.2～4 )(表22.5. 1、3)

歩行者用通路 ・(9-2 2-2)　・図示　・（　　）

・図示　・150　・（　　）

・図示　・70　・（　　）

部位 構成 厚さ(mm)

材料　普通コンクリート　・標準仕様書　表22.5 .1による

早強ポルトランドセメント　※使用しない　・使用する

目地　種類、間隔、構造　※標準仕様書　表22.5 .3及び図22 .5.1による　・図示

注入目地材料　※低弾性タイプ　　・高弾性タイプ

舗装の平たん性　※通行の支障となる水たまりを生じない程度　・（　　　）

・カラー舗装 カラー舗装の構成及び厚さ (22 .6.2～4)

・図示　・50

・図示　・30

厚さ(mm )

・図示　・（　　）

構成

車路及び駐車場

歩行者用通路

部位舗装の種類

※加熱系

※常温系

※アスファルト混合物

・石油樹脂系混合物

・アスファルト舗装

・コンクリート舗装

・図示　・（　　）

・ニート工法

・塗布工法

加熱系混合物に添加する材料　・着色骨材　　・自然石

加熱系混合物の結合材に石油樹脂を使用する場合の顔料添加量　（　　　　　）

ニート工法及び塗布工法の配合等　（　　　　　）

配　合

加熱系アスファルト混合物の抽出試験　・行う　　・行わない

舗装の平たん性　※通行の支障となる水たまりを生じない程度　・（　　　）

   アスファルト舗装

・透水性 (22. 7.2、3、6)透水性アスファルト舗装の構成及び厚さ　・図示　・（　　　）　　

材料

骨材　・道路用砕石　・アスファルトコンクリート再生骨材 Ｇ

試験

開粒度アスファルト混合物の抽出試験　・行う　　・行わない

舗装の平たん性　※著しい不陸がないもの　・（　　　）

(2 2.3.2、3 )(表22.3 .1)

基層及び厚さ・ｺﾝｸﾘｰﾄ版 ※7 0mm

・舗石舗装

・ｲﾝ ﾀｰﾛｯｷ ﾝｸﾞ

　ﾌﾞ ﾛｯｸ舗装

※小舗石（花崗岩）

・　

車道部 ※80・　

歩道部 ※60・　

※普通ﾌﾞ ﾛｯｸ（N）

・透水性ﾌﾞﾛ ｯｸ（P）

・保水性ﾌﾞﾛ ｯｸ（M）

平板舗装

・ｺﾝ ｸﾘｰﾄ

舗　装

※普通平板（N）

・透水平板（P）

※30 0角

・　

※60　

・　

種　類 厚さ(mm )

・保水性平板（M）

ｸｯｼｮﾝ材　※砂　・空練りﾓﾙ ﾀﾙ

目地材　 ※砂　・ﾓﾙﾀ ﾙ

　・たたき出し

表面加工

　・研ぎ出し　・洗い出し

施工方法　※うろこ張り　・　

着色及び表面加工

2

※標準品　・　

ｸｯｼ ｮﾝ材　 ※砂　・空練りﾓﾙﾀ ﾙ

形状 ・角石

　・板石 ・割石

寸法(mm) 備　考

・ブロック系舗装 (22. 8.2、3)

　　　・ｱｽﾌｧﾙ ﾄ混合物 ※50m m

透水平板は透水性コンクリート　　とする。Ｇ

コンクリート平板舗装の普通平板は、再生材料を用いた舗装用ブロック Ｇ とし、

インターロッキングブロック舗装の普通ブロックは、再生材料を用いた舗装用ブロック Ｇ とし、

透水性ブロックは透水性コンクリート　　とする。Ｇ

ただし、調達困難な場合は監督員と協議を行うものとする。

仕上り面の平たん性　※歩行に支障のある段差がないものとし、舗装材の段差は3mm以内とする。

曲げ強度（N/ mm ）車道部 ※5. 0 ・　

歩道部 ※3.0 ・　

・砂利敷き 種別 (22.9. 2)

・A種（施工範囲：　・図示　・通路　・　　　）

・B種（施工範囲：　・図示　・建物周囲その他　・　　　）

・路面標示用塗料 JAS K 5665（路面標示用塗料）による

種類

・１種 Ｇ

Ｇ・２種

※３種１号

施工

常温

溶融

加熱

粉体状

液状

適用 色

※白

・　

幅(mm)

・15 0

・10 0 ・　

塗布厚さ(mm)

※1. 0

低揮発性有機溶剤型の路面標示用水性塗料 Ｇ

・樹木

※芝、地被類

植
栽
及
び
屋
上
緑
化
工
事

工　法

※A種

※B種

・　

※現場発生土の良質土　　・客土

・D種

・C種

・B種 樹高7m以上12m未満（※ 80・1 00）

樹高12m以上　　　（※10 0・120・150）

樹高3m以上7m未満 （※ 60・ 80）

樹高3m未満　　　 （※ 5 0・ 60）

※20

・　

・葉張り部分

・植栽部分

・図示

・植栽部分

・図示

・適用する

・適用する

整備範囲 土壌改良材植　栽 有効土層の厚さ(cm)

・植栽地の確認等 土壌の水素イオン濃度指数（pH）試験　　・行う　・行わない

電気伝導度（EC）の試験　　・行う　・行わない

(23. 1.3)

・植栽基盤の整備 (23.2. 2、4)

植栽基盤の排水設備　　・設ける（※図示　・　　　）　・設けない

・植込み用土 (23. 2.3)

・土壌改良材

・バーク堆肥 Ｇ

種別及び指定量等

施工箇所　※植栽範囲　・図示

使用量　　植栽基盤面積１㎡あたり（・50L　・　　　）

・汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）Ｇ

施工箇所　※植栽範囲　・図示

使用量　　植栽基盤面積１㎡あたり（・10L　・　　　）

材料

原料を使用したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないものとする

「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第一の基準に適合する

(23. 2.3)

・樹木 樹種、寸法、株立数等　※図示　・（　　　　　）　　

・支柱 (23.3. 2、3 )

防腐処理方法　※加圧式防腐処理丸太材　・（　　　）

支柱材　　　　※丸太（間伐材） Ｇ   　・真竹

形　式　　　　・図示　・（　　　）

(23. 3.2)

・幹巻き用材料 ※幹巻き用テープ　　・わら及びこも

・芝

(2 3.3.2 )

種類　※コウライシバ　　・ノシバ　　・（　　　）

芝張りの工法

平地　※目地張り　・べた張り

法面　・目地張り　※べた張り

(23 .4.2、3)

・吹付けは種

種子の種類 発芽率 種子の量(g/㎡) 備考

※洋芝類（採取後2年以内） 80％ 以上

(23. 4.2)

(23 .4.2)・地被類

樹種 単位面積あたりのコンテナ数コンテナ径 芽立数

新植樹木（芝張り、吹付けは種及び地被類を含む）の枯補償の期間

　※引渡しの日から1年　　・無し　　・（　　　　　）

移植樹木の枯損処置を行う期間　※引渡しの日から1年　　・無し　　・（　　　　　）

・新植樹木、芝等の

枯補償、移植樹木

( 2 3 . 3 . 4、 6) ( 2 3 . 4 . 7 ) ( 2 3 . 5 . 5 )

の枯損処置
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　・屋上緑化システム

　　　植込み用土　　※改良土　　・人工軽量土

植栽基盤及び材料

　　　排水層　　　　・軽量骨材（層の厚さ：　　）　　・板状成形品

・屋上緑化 Ｇ (23. 5.2～4)

　　　土壌層の厚さ　・図示　・（　　　）　　

　　　樹木、芝及び地被類の樹種又は種類、寸法、株立数等　※図示　・（　　　）　　

　　　　見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　※図示　・（　　　）　　

工法

１章　適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

かん水装置　・設置する（種類、工事区分　・図示　　・　　　　　）

支柱　・設置する（形式　・図示　　・　　　　　）

令和５年７月改正

特記仕様書（建築工事編）（11）
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1階床面積

2階床面積

126.36ｍ2

面　積　表

敷地面積 469.33ｍ2

建築面積 172..59ｍ2

延べ床面積

建ぺい率

容積率

申 請 建 物

126.36ｍ2

通路共用

252.72ｍ2

駐輪場 合計

176.69ｍ2

265.58ｍ2

126.36ｍ2

126.36ｍ2

工 事 概 要

建築場所 高知県四万十市西土佐津野川地内

都市計画区域 都市計画区域外

用途地域指定 無

防火地域指定 無

用途指定 無

建ぺい率 無

容積率 無

その他

構造　用途 木造２階建　共同住宅

469.33ｍ2

津
野
川
集
会
所

県
立
中
村
高
校

西
土
佐
分
校

民家

民家

民家

民家

民家 民家

民家

民家

民家

民家

民家

民家

民家
民家

民家

市営住宅

市営住宅

西土佐分校
 職員住宅

民家

校舎

校舎

津野川橋
目黒川

目黒川

目黒川

　　申請地
四万十市西土佐
津野川若者住宅

敷 地 面 積

底 辺（m） 高 さ（m） 倍 面 積（㎡）

敷 地 面 積   (㎡)

倍 面 積      計

469.33    

938.661429

1 3.929 0.190 0.746510

2 10.774 1.296 13.963104

3 14.553 6.510 94.740030

4 14.553 0.783 11.394999

5 15.191 0.898 13.641518

6 22.094 12.184 269.193296

7 23.712 16.310 386.742720

8 23.712 4.499 106.680288

9 17.990 1.189 21.390110

10 16.036 0.553 8.867908

11 14.898 0.164 2.443272

12 13.881 0.576 7.995456

13 6.843 0.126 0.862218

付近見取図

敷地境界線

+50.0+50.0

+50.0 +50.0
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0.190

4.10ｍ2

12.86ｍ2

緩和　-12.86ｍ2 252.72ｍ2

水

駐輪場

西土佐分校

市営住宅

市営住宅

48.79

49.73

52.49

49.03

Co

(駐)

5,
68
0

職員住宅

敷地境界線

敷地境界線

③

⑤

⑦

⑦⑤

⑦

⑧

⑧ ⑧

道中
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道
路
中
心
線

①

⑩

①

⑫

⑩

配 置 図 S = 1 / 2 0 0
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道路境界線
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2,737.6 16,200 1,350
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0

12
34
5
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8

2,400
150

⑧

1,510

⑤

2,570

電柱控

1,
50
0

避
難
通
路

7164

避
難
通
路

避難通路

駐輪場

敷地境界線

軒先ﾗｲﾝ

軒先ﾗｲﾝ

2,
00
0

⑪

スロープ

①

±0.0

±0.0

+2500

+2500

+2000

+2000

+600

-100

-1490

-1590

-1420

-1490

±0.0

⑤

⑪

-660

-300

73
0

5,630

1,
00
0

建築面積 4.10㎡

市
道
津
野
川
線

電柱予定

敷地内電柱

電柱控
⑪

①

敷地境界線

鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞCHUBU V1HU319-30同等（細目)

U字側溝W=240 CHUBU　V1HU319-24同等（細目）

17.08m

31ｍ

15.12㎡

135.80㎡

ﾌｪﾝｽ（ﾕﾆﾌｪﾝｽ同等）H=900

駐輪場土間　ｔ＝150　7.2×2.1

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装　A-5-10

6

5

記号

4

3

2

1

仕      様

THUBU 　ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ　V1HU319-24　歩行用

7 既存擁壁

8 既存水路

9 既存擁壁解体撤去 14.10ｍ

10

11

温水器土間ｺﾝｸﾘｰﾄ 6φ150角ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭｔ＝150

新設コンクリート重力擁壁 11.05ｍ

23.54㎡

4.0ｍ

12 進入路ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ6φ-150角　＠150 36.00㎡

（ＪＩＳ２１人槽）別詳細図参照

合併処理浄化槽

６
５

２０２０
Ａ

２
０
Ａ

１２５

浄化槽用ブロア位置

１
２
５

１
２
５

１２５

2,850

1,450

軒先

浄化槽水路に放流

2,300

階段外面

真北

真北

求 積 図 S = 1 / 2 0 0

申請建物

1
イ

2

ロ

3
ハ

4

ニ申請建物

+50.0+50.0

+50.0 +50.0

1

イ

2

ロ

3

ハ

4

ニ

1
▼BM±0

16.396 7.996 16.396 7.996

48.784

地盤面算定表

区間 符号 計算式(ｍ) 面積(㎡)

1 - 2 イ 0.050×16.396 0.820

2 - 3 ロ 0.050×7.996 0.400

3 - 4 ハ 0.050×16.396 0.820

4 - 1 ニ 0.050×7.996 0.400

計 2.440

面積　　計 2.440

周長　　計 48.784

地盤面(平均) ＝ 2.440(㎡)÷48.784(ｍ)

＝ 0.050(ｍ)

＝ BM+0.050(ｍ)

隣地境界線

18
.5
36

隣
地
境
界
線

0.
12
8

6.823

7.085

隣地境界線

1.031 1.275
2.32
5

7.
73
6

道
境
界
線

1.1
87

8.8
32

隣
地
境
界
線

0.
28
6

3.
72
0

7.182

0.79417.834
隣地境界線

2,
90
0

1,
50
0

2,
00
0 2,170

2,180

階段

階段

2,0
00

21人槽

階段外面

図面№
管理建築士　益岡雅充

図 面 名

縮尺

事務所登録　第1245号
一級建築士　第237193号

益岡建築設計事務所

住所 高知県四万十市小西ノ川165番地5号

TEL 0880-31-8522 FAX  0880-31-8666

設計 年 月 日

担当者

工事名

備考
完成 年 月 日

益岡 雅充

－

1 / 2 0 0

津野 川若 者住 宅（ 第二 ）新 築工 事 （建 築主 体工 事）
求 積 図 ・ 配 置 図
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7.
80
0

16.200

A1

床 面 積 表<1階>

形 状 計 算 式 面  積

計(坪)計(㎡)

合計

A1 矩形 16.200×7.800 126.360000

38.22    126.36    

１階　床面積

駐輪場　床面積

7.164

1.
79
6

A2

床 面 積 表<1階>

形 状 計 算 式 面  積

計(坪)計(㎡)

合計

A2 矩形 7.164×1.796 12.866544

3.89    12.86    

1階居室　床面積

居室

7.
80
0

16.200

A1

床 面 積 表<2階>

形 状 計 算 式 面  積

計(坪)計(㎡)

合計

A1 矩形 16.200×7.800 126.360000

38.22    126.36    

2階　床面積

2階居室　床面積

居室

5.630

0.
73
0

A5

駐輪場　建 築 面 積 表

形 状 計 算 式 面  積

計(坪)計(㎡)

合計

A5 矩形 5.630×0.730 4.109900

1.24    4.10    

建築面積

駐輪場　建築面積

16.200

7.
80
0

A1

16.200

0.
91
0

A2

19.000

1.
50
0

A3

1.450

1.
75
0

A4

1.3500.
17
0

A5

1.3500.
17
0

A6

建物全体　建築面積

居室

通路共有

建 築 面 積 表

形 状 計 算 式 面  積

計(坪)計(㎡)

合計

A1 矩形 16.200×7.800 126.360000

A2 矩形 16.200×0.910 14.742000

A3 矩形 19.000×1.500 28.500000

A4 矩形 1.450×1.750 2.537500

A5 矩形 1.350×0.170 0.229500

A6 矩形 1.350×0.170 0.229500

52.21    172.59    

図面№
管理建築士　益岡雅充

図 面 名

縮尺

事務所登録　第1245号
一級建築士　第237193号

益岡建築設計事務所

住所 高知県四万十市小西ノ川165番地5号

TEL 0880-31-8522 FAX  0880-31-8666

設計 年 月 日

担当者

工事名

備考
完成 年 月 日

益岡 雅充

－

1階床面積

2階床面積

126.36ｍ2

面　積　表

敷地面積 469.33ｍ2

建築面積 172.59ｍ2

延べ床面積

建ぺい率

容積率

申請建物

126.36ｍ2

通路共有

252.72ｍ2

駐輪場 合計

176.69ｍ2

265.58ｍ2

126.36ｍ2

126.36ｍ2

工 事 概 要

建築場所 高知県四万十市西土佐津野川地内

都市計画区域 都市計画区域外

用途地域指定 無

防火地域指定 無

用途指定 無

建ぺい率 無

容積率 無

その他

構造　用途 木造２階建　共同住宅

469.33ｍ2

4.10ｍ2

12.86ｍ2

緩和-12.86ｍ2 252.72ｍ2

津野 川若 者住 宅（ 第二 ） 新築 工事

A 13

1 / 1 0 0

1 階  床 面 積 求 積 図 , 2 階  床 面 積 求 積 図 , 建 築 面 積 求 積 図



内部仕上表

部 屋 名 称
床 巾 木 壁 腰 天 井

廻 縁 備 考
下 地 仕 上 下 地 仕 上 H 下 地 仕 上 下 地 仕 上 H 下 地 仕 上 CH

2F

1F

洋室B
構造用合板

t＝15 t=15

木製巾木
75
PB下地

t=12.5+12.5

PB　下地

ｔ＝9.5
2400
塩ビ

洋室A
構造用合板

t＝15 t=15

木製巾木
75
PB下地

t=12.5+12.5

PB　下地
2400
塩ビ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ
構造用合板

t＝15 t=15
15
PB下地

ｔ＝12.5+12.5

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ PB　下地

ｔ＝9.5

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ
2400
塩ﾋﾞ

ＵＢ 2200

洗濯
構造用合板+ﾗﾜﾝ合板

t=15+12

ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱｰ

t=2.5
75
PB下地

ｔ＝12.5+12.5

PB　下地

ｔ＝9.5

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ
2400
塩ﾋﾞ

トイレ
構造用合板+ﾗﾜﾝ合板

t=15+12

ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱｰ

t=2.5
75
PB下地

ｔ＝12.5+12.5

PB　下地

ｔ＝9.5

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ
2400
塩ﾋﾞ

ＤＫ
構造用合板

t＝15 t=15
75
PB下地

ｔ＝12.5+12.5

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ PB　下地

ｔ＝9.5

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ
2400
塩ﾋﾞ

流し台　600×1800

玄関
ﾗﾜﾝ合板 磁器質タイル　100角　圧着貼 ﾗﾜﾝ合板

75
PB下地

ｔ＝12.5+12.5

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ PB　下地

ｔ＝9.5+9.5

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ
2580
塩ﾋﾞ 桧集成材

作り付　下駄箱

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ
構造用合板

t＝15 t=15

雑巾摺
15
PB下地

ｔ＝12.5+12.5

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ

ｔ＝9.5

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ
2400
塩ﾋﾞ

洋室B
構造用合板

t＝15 t=15

木製巾木
75
PB下地

t=12.5+12.5

木　下地
2400
塩ビ

洋室A
構造用合板

t＝15

桧 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ｳﾚﾀﾝ仕上（塗装品）

t=15

木製巾木
75
PB下地

t=12.5+12.5

木　下地
2400
塩ビ

ＵＢ 2200

洗濯
構造用合板+ﾗﾜﾝ合板

t=15+12

ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱｰ

t=2.5
75
PB下地

ｔ＝12.5+12.5

PB　下地

ｔ＝9.5

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ
2400
塩ﾋﾞ

トイレ
構造用合板+ﾗﾜﾝ合板

t=15+12

ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱｰ

t=2.5
75
PB下地

ｔ＝12.5+12.5

PB　下地

ｔ＝9.5

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ
2400
塩ﾋﾞ

ＤＫ
構造用合板

t＝15 t=15
75
PB下地

ｔ＝12.5+12.5

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ PB　下地

ｔ＝9.5

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ
2400
塩ﾋﾞ

玄関
モルタル仕上

t=30

磁器質タイル　100角　圧着貼 下地ﾓﾙﾀﾙ
75
PB下地

ｔ＝12.5+12.5

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ PB　下地

ｔ＝9.5

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ
2580
塩ﾋﾞ 桧集成材

造り付　下駄箱

雑巾摺

木製巾木

木製巾木

木製巾木

木製巾木

木製巾木

木製巾木

磁器質ﾀｲﾙ100角

外部仕上表

記号 仕　　　　　様

A イセヤ　横葺き一段　同等屋　根

B 防火　ｻｲﾃﾞﾝｸﾞｔ＝16（塗装品）横張　 ﾆﾁﾊ ﾓｴﾝｴｸｾﾗｰﾄﾞ16 Vｼﾘｰｽﾞ同等外　壁

D 破風　垂木

通路・ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ

杉　60×150・60×120 木材保護塗料　2回塗り

E

F 幅　木 コンクリート打放仕上

仕　　　　　様

水　切G GLｶﾗｰ鋼板　ｔ＝0.4

H 軒　樋 塩ビ軒樋　ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ　RK85　同等

I 縦　樋 塩ビ竪樋　ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ同等　φ60

J

フェンス ｸﾞﾘｯﾄﾌｴﾝｽ（同等品） H=900

通路・ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ柱

K

記号

P

O

N

M

記号

柱 脚 金 物 ｶﾅｲSUS　PI/H2同等

アルミ物干 壁付 標準型　ﾅｽﾀ　同等

隔  壁 ｹｲｶﾙ板塗装　t=5.0　ｱﾙﾐ枠

階  段 段十郎　Ⅱ屋外階段廊下　ユニットAK

MH

仕　　　　　様

C

ﾀﾃハゼ　ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾆｭｳﾑ鋼板ｔ＝0.35　ｲｾﾔ　K1　ｸｲｯｸﾙｰﾌ333J　同等通路　屋　根Á

同質ｺｰﾅｰ　金具留め、通気工法、  透湿シート下地

ｔ＝9.5

ｔ＝9.5

PB　下地

W　ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

W　ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

W　ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

W　ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

磁器質ﾀｲﾙ100角

ｔ＝12

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ

GLｶﾗｰ鋼板　角波 杉　120×120　木材保護塗料　2回塗り

目隠し　ﾌｪﾝｽ 朝日目隠しﾌｪﾝｽ　XW　同等　H1200

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ

洗濯排水 点検口

450×450 3ケ所

洗濯排水　点検口

ｔ＝9.5

1・2階通路ﾍﾞﾗﾝﾀ　軒天井 軒天12　トリスタ　不燃材料番号　NM-3899MT

桧 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ｳﾚﾀﾝ仕上（塗装品）

桧 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ｳﾚﾀﾝ仕上（塗装品）

桧 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ｳﾚﾀﾝ仕上（塗装品）

桧 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ｳﾚﾀﾝ仕上（塗装品）

桧 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ｳﾚﾀﾝ仕上（塗装品）

桧 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ｳﾚﾀﾝ仕上（塗装品）

桧 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ｳﾚﾀﾝ仕上（塗装品）

流し台　600×1800

手摺天端水切り GLカラー鋼板　ｔ＝.04

図面№
管理建築士　益岡雅充

図 面 名

縮尺

事務所登録　第1245号
一級建築士　第237193号

益岡建築設計事務所

住所 高知県四万十市小西ノ川165番地5号

TEL 0880-31-8522 FAX  0880-31-8666

設計 年 月 日

担当者

工事名

備考
完成 年 月 日

益岡 雅充

－

津野 川若 者住 宅（ 第二 ）新 築工 事 （建 築主 体工 事）

A

1 / 1 0 0

外 部 ・ 内 部 仕 上 表
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2 階  平面図 S : 1 / 1 0 0

1014 1014

1,
50
0

1,
50
0

PS PS

PS PS PS

消火器
BOX

消火器
BOX

91
0

91
0

1014

PS

1014

PS

2,700 2,700 2,700 2,700 2,700 2,700

16,200

3,
80
0

90
0

3,
10
0

7,
80
0

3,
80
0

90
0

1,
28
0

91
0

91
0

7,
80
0

中間ﾄﾞﾚｰﾝ 中間ﾄﾞﾚｰﾝ

階段手摺

階段手摺

据置IH 据置IH据置IH

界壁界壁

1,
21
9

10
8

1,244108

17
0

1,
75
0

17
0

1.
5

2.
4

0.5

SA SA SAS B S BS B

4.
7 4.7

2.
7

8.3 9.2

0.
9

710 710 710 710 710 710

X7

Y1

X5 X6X3 X4X1

Y3

Y2

X2

Y4

DN

DN

16,200 1,350
2,700 1,060 1,6402,7002,700 1,060 1,640 1,640 1,060

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

ＵＢ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ ｸﾛｰｾﾞｯﾄ ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

ＵＢ

洗濯 洗濯

洋室A
（6.2帖）

洋室B
（6.2帖）

洋室A
（6.2帖）

洋室B
（6.2帖）

洋室A
（6.2帖）

洋室B
（6.2帖）

トイレ

ＤＫ
（7.5帖）

ＤＫ
（7.5帖）

ＤＫ
（7.5帖）

ＵＢ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

トイレ

洗濯

トイレ玄関 玄関玄関

1,450

1014

UP

UP

1014 1014

PS PS

PS PS PS

1,
50
01,
50
0

縦樋 縦樋縦樋縦樋

縦樋 縦樋 縦樋 縦樋

91
0

水路 水路
水
路

水
路

1,
40
0

2,
90
0

有効　2,300

避難通路　14,85ｍ

避
難
通
路
　

避
難
通
路

有
効
　
2,
00
0

1,
75
0

3,
66
0

2,239

スロープ

消火器
BOX

朝日めかくし
ﾌｴﾝｽ XW　H1200同等

朝日めかくし
ﾌｴﾝｽ XW　H1200同等

朝日めかくし
ﾌｪﾝｽ  XW　H1200同等

36
0

消火器
BOX

1014

PS

2,700 2,700 2,700 2,700 2,700 2,700

16,200

3,
80
0

90
0

3,
10
0

7,
80
0

1,060 1,640
16,200

3,
80
0

90
0

1,
28
0

91
0

91
0

7,
80
0

1,450

17
0

1,
75
0

30
0

3,
60
0

階段手摺

据置IH 据置IH据置IH

界壁界壁

7,164

1,
79
6

1,290

1,
31
0

駐輪場

SUS手摺φ32

2.
4

1.
5

0.5

柱　ｸﾘｱﾗﾝｽ

躯体　ｸﾘｱﾗﾝｽ

躯体　ｸﾘｱﾗﾝｽ

躯体　ｸﾘｱﾗﾝｽ

250

SA SA SAS B S B S B

4.
7 4.7

710 710710 710 710 710

0.6

3.
4

8.3 9.2

1.
9

0.7

Y1

X3

Y3

Y2

Y4Y4

X6

Y2

Y3

X5X4X3X2X1

Y1

X7

避難通路有効開口寸法
1.200 以上とする

避難通路有効開口寸法
1.200 以上とする

1,100

階段手摺

有
効
　
2,
00
0

1,100

1,100

1,350
2,7002,7001,0601,640 1,6401,0602,700

250

250

17
0

36
00

2,170

2,0
00

UP

UP

有効　2,180

ＵＢ ＵＢ

トイレ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

洗濯

ｸﾛｰｾﾞｯﾄｸﾛｰｾﾞｯﾄｸﾛｰｾﾞｯﾄｸﾛｰｾﾞｯﾄ

洗濯

トイレ

ＵＢ

洋室A
（6.2帖）

洋室B
（6.2帖）

洋室A
（6.2帖）

洋室B
（6.2帖）

洋室A
（6.2帖）

洋室B
（6.2帖）

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

玄関 玄関 玄関トイレ

洗濯洗濯

トイレ 玄関玄関玄関

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

ＤＫ
（7.5帖）

ＤＫ
（7.5帖）

ＤＫ
（7.5帖）

ＵＢ

トイレ

洗濯

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ ｸﾛｰｾﾞｯﾄ ｸﾛｰｾﾞｯﾄ ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

洗濯

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

トイレ

ＵＢＵＢ

隔壁 隔壁

図面№
管理建築士　益岡雅充

図 面 名

縮尺

事務所登録　第1245号
一級建築士　第237193号

益岡建築設計事務所

住所 高知県四万十市小西ノ川165番地5号

TEL 0880-31-8522 FAX  0880-31-8666

設計 年 月 日

担当者

工事名

備考
完成 年 月 日

益岡 雅充

－

2010

通し柱

杉　120ｘ120

凡　　　例

杉　120ｘ120

筋違い 杉　45x105
上

下

界  壁 GNF40又はGNC40@150以下打付

管  柱 杉　120ｘ120

通し柱

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=1201
2
0

PB t=12.5+12.5（両面）

遮音シート下地

階　　　段・通　　　路

東・西階段 鉄製ｱﾙﾐｶﾊﾞｰ

踏幅　240mm　16段

蹴上　200mm　16段

西　階段有効幅　900mm

東　階段有効幅　900mm

津野 川若 者住 宅（ 第二 ）新 築工 事 （建 築主 体工 事 ）

1 / 1 0 0

敷地内通路有効幅　2,000mm

A

1 階  平 面 図 , 2 階  平 面 図

15

1 階平面図  Ｓ＝1/100

比重　0.16

通路有効幅　1,200mm以上

S 住宅火災警報器 電池式ワイヤレス連動型　親機　煙式A SH K4 2 71 2

S 〃 〃 子機 〃B SH K 42 42 2

真北

1階床面積

2階床面積

126.36ｍ2

面　積　表

敷地面積 469.33ｍ2

建築面積 172.59ｍ2

延べ床面積

建ぺい率

容積率

申請建物

126.36ｍ2

通路共有

252.72ｍ2

駐輪場 合計

176.69ｍ2

265.58ｍ2

126.36ｍ2

126.36ｍ2

工 事 概 要

建築場所 高知県四万十市西土佐津野川地内

都市計画区域 都市計画区域外

用途地域指定 無

防火地域指定 無

用途指定 無

建ぺい率 無

容積率 無

その他

構造　用途 木造２階建　共同住宅

469.33ｍ2

4.10ｍ2

12.86ｍ2

緩和-12.86ｍ2 252.72ｍ2

125条1項　1階歩行距離

共同住宅 60ｍ 30ｍ

東階段 全長　20.9ｍ 重複距離　9.1ｍ

西階段 全長　21.4ｍ 重複距離　9.1ｍ

120条　2階歩行距離

120場　 30ｍ 15ｍ

東階段 全長　19.2ｍ 重複距離　9.1ｍ

西階段 全長　20.1ｍ 重複距離　9.1ｍ
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図面№
管理建築士　益岡雅充

図 面 名

縮尺

事務所登録　第1245号
一級建築士　第237193号

益岡建築設計事務所

住所 高知県四万十市小西ノ川165番地5号

TEL 0880-31-8522 FAX  0880-31-8666

設計 年 月 日

担当者

工事名

備考
完成 年 月 日

益岡 雅充

－

AK

棟換気L1.8×3

F F

F F F

南面　立面図

北面　立面図 西面　立面図

東面　立面図

1 / 1 0 0

津野 川若 者住 宅（ 第二 ）新 築工 事 （建 築主 体 工 事 ）

A

立 面 図

A

A

B

B B B B

B B B

I

D D

D D

H H

H

H

F

F

F

Á Á

AK

C C

C C
C C

C C

B

B

B

B

MT MT

J J
J

J J

J

I I I

J J
J J

J

J J J J J JJ J J

JJ

J J

J

JJ JJ

JJ J

M M MM M M M M

M M M M M M MMM

B B B B

B B B

M M M M

MMM

O O O O
O OO

O O O
O O O O

A イセヤ　横葺き一段　同等屋　根

B 防火ｻｲﾃﾞﾝｸﾞｔ＝16（塗装品）横張　 ﾆﾁﾊ ﾓｴﾝｴｸｾﾗｰﾄﾞ16 Vｼﾘｰｽﾞ同等外　壁

D 破風　垂木

通路・ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ

杉　60×150・60×120 木材保護塗料　2回塗り

E 手摺天端水切り GLカラー鋼板　ｔ＝0.4

F 幅　木 コンクリート打放仕上

仕　　　　　様

水　切G GLｶﾗｰ鋼板　ｔ＝0.4

H 軒　樋 塩ビ軒樋　ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ　RK85　同等　

I 縦　樋 塩ビ竪樋　ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ同等　φ60

J

フエンス ｸﾞﾘｯﾄﾌｴﾝｽ（同等品） H=900

通路・ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ柱

K

記号

P

O

N

M

記号

柱 脚 金 物 柱脚金物　ｶﾅｲSUS　PI/H2　同等

アルミ物干 壁付 標準型

隔  壁 ｹｲｶﾙ板塗装　t=5.0　ｱﾙﾐ枠

階  段 段十郎　Ⅱ屋外階段廊下　ユニットAK

MH

仕　　　　　様

C

通路　屋　根Á

同質ｺｰﾅｰ　金具留め、通気工法、  透湿シート下地

GLｶﾗｰ鋼板　角波板張　ｔ＝0.4 杉　120×120　木材保護塗料　2回塗り

P

P

P

P

目隠しﾌｪﾝｽ 旭日目隠しﾌｪﾝｽ　XW　同等　H1200

MH MH MH

ﾀﾃハゼ　ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾆｭｳﾑ鋼板ｔ＝0.35　ｲｾﾔ　K1　ｸｲｯｸﾙｰﾌ333J　同等

I I I I

H

G G

G G G

G

II

16

1・2階通路ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ軒天井 軒天12　トリスタ　不燃材料番号　NM-3899MT

MT

仕　　　　　様記号

E

E
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トイレ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

洗濯

ｸﾛｰｾﾞｯﾄｸﾛｰｾﾞｯﾄｸﾛｰｾﾞｯﾄｸﾛｰｾﾞｯﾄ

洗濯

トイレ

ＵＢ

ＤＫＤＫＤＫ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

玄関 玄関 玄関トイレ

洗濯洗濯

トイレ 玄関玄関玄関

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

洋室B洋室A洋室B洋室A洋室B洋室A

ＵＢ

トイレ

洗濯

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ ｸﾛｰｾﾞｯﾄ ｸﾛｰｾﾞｯﾄ ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

洗濯

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

トイレ

ＵＢＵＢ

2階屋根

2階屋根

有効開口寸法

採光

(補正係数)

(遮蔽物)

(取付高)

換気

排煙

(1.60×2.00)×3.00

9199.8/4526.1×10.0-1.0=19.32→3.00

2階屋根 GL+6154.1

取付中心高 GL+1628.0

1.60×2.00×1/2

1.60×0.40×1/2

9,
19
9.
8

有効開口寸法

採光

(補正係数)

(遮蔽物)

(取付高)

換気

排煙

(1.60×2.00)×3.00

3511.9/4526.1×10.0-1.0=6.75→3.00

2階屋根 GL+6154.1

取付中心高 GL+1628.0

1.60×2.00×1/2

1.60×0.40×1/2

3,
51
1.
9

有効開口寸法

採光

(補正係数)

(遮蔽物)

(取付高)

換気

排煙

(1.60×2.00)×3.00

5023.9/4526.1×10.0-1.0=10.09→3.00

2階屋根 GL+6154.1

取付中心高 GL+1628.0

1.60×2.00×1/2

1.60×0.40×1/2

5,
02
3.
9

有効開口寸法

採光

(補正係数)

(遮蔽物)

(取付高)

換気

排煙

(1.60×2.00)×3.00

8047.8/4526.1×10.0-1.0=16.78→3.00

2階屋根 GL+6154.1

取付中心高 GL+1628.0

1.60×2.00×1/2

1.60×0.40×1/2

8,
04
7.
8

有効開口寸法

採光

(補正係数)

(遮蔽物)

(取付高)

換気

排煙

(1.60×2.00)×3.00

8910.0/4526.1×10.0-1.0=18.68→3.00

2階屋根 GL+6154.1

取付中心高 GL+1628.0

1.60×2.00×1/2

1.60×0.40×1/2

8,
91
0

有効開口寸法

採光

(補正係数)

(遮蔽物)

(取付高)

換気

排煙

(1.60×2.00)×3.00

8803.6/4526.1×10.0-1.0=18.45→3.00

2階屋根 GL+6154.1

取付中心高 GL+1628.0

1.60×2.00×1/2

1.60×0.40×1/2

8,
80
3.
6

有効開口寸法

採光

(補正係数)

(遮蔽物)

(取付高)

換気

排煙

(1.60×0.90)×2.13

1099.6/3504.8×10.0-1.0=2.13

2階屋根 GL+5682.8

取付中心高 GL+2178.0

1.60×0.90×1/2

1.60×0.55×1/2

1,
09
9.
6

有効開口寸法

採光

(補正係数)

(遮蔽物)

(取付高)

換気

排煙

(1.59×0.90)×2.13

1098.0/3504.8×10.0-1.0=2.13

2階屋根 GL+5682.8

取付中心高 GL+2178.0

1.59×0.90×1/2

1.59×0.55×1/2

1,
09
8

有効開口寸法

採光

(補正係数)

(遮蔽物)

(取付高)

換気

排煙

(1.60×0.90)×2.13

1097.2/3504.8×10.0-1.0=2.13

2階屋根 GL+5682.8

取付中心高 GL+2178.0

1.60×0.90×1/2

1.60×0.55×1/2

1,
09
7.
2

採光計算一覧表 用途地域 α β D(m)

商業系地域・無指定 10.0 1.0 4.0

部屋名 床面積(㎡)

①

割合

②

建具

記号 Ｗ(ｍ) Ｈ(ｍ) 開口面積(㎡)

③

中心高(ｍ)

④(GL+)

遮蔽物

名称 高さ(ｍ)

⑤(GL+)

垂直距離 h

(ｍ)

⑤－④

水平距離 d

(ｍ)

道路

公園等

緩和幅(m)

採光補正係数 A = d / h×α-β

計算値 縁側 天窓 採用値

A

採光有効

面積(㎡)

③×A

採光有効

面積(㎡)

合計

必要面積

(㎡)

①×②

判定

洋室B 10.26 1/7 1 1.60 2.00 3.20 1.628 2階屋根 6.154 4.526 3.512 - 6.759325 - - 3.00 9.60 9.60 ≧ 1.47 OK

洋室A 10.26 1/7 2 1.60 2.00 3.20 1.628 2階屋根 6.154 4.526 5.024 - 10.099861 - - 3.00 9.60 9.60 ≧ 1.47 OK

洋室B 10.26 1/7 3 1.60 2.00 3.20 1.628 2階屋根 6.154 4.526 8.048 - 16.780931 - - 3.00 9.60 9.60 ≧ 1.47 OK

洋室A 10.26 1/7 4 1.60 2.00 3.20 1.628 2階屋根 6.154 4.526 8.910 - 18.685878 - - 3.00 9.60 9.60 ≧ 1.47 OK

洋室B 10.26 1/7 5 1.60 2.00 3.20 1.628 2階屋根 6.154 4.526 9.200 - 19.326260 - - 3.00 9.60 9.60 ≧ 1.47 OK

洋室A 10.26 1/7 6 1.60 2.00 3.20 1.628 2階屋根 6.154 4.526 8.804 - 18.450737 - - 3.00 9.60 9.60 ≧ 1.47 OK

ＤＫ

玄関

13.30 1/7 7 1.60 0.90 1.44 2.178 2階屋根 5.683 3.505 1.100 - 2.137424 - - 2.13 3.06 3.06 ≧ 1.90 OK

ＤＫ

玄関

13.30 1/7 8 1.59 0.90 1.43 2.178 2階屋根 5.683 3.505 1.098 - 2.132822 - - 2.13 3.04 3.04 ≧ 1.90 OK

ＤＫ

玄関

13.30 1/7 9 1.60 0.90 1.44 2.178 2階屋根 5.683 3.505 1.097 - 2.130514 - - 2.13 3.06 3.06 ≧ 1.90 OK

換気計算一覧表

部屋名 床面積(㎡)

①

割合

②

建具

記号 Ｗ(ｍ) Ｈ(ｍ) 開口面積(㎡)

③

種別 開放部係数

④

開き角度

有効係数⑤

換気有効面積(㎡)

③×④×⑤

換気有効

面積合計

(㎡)

必要面積

(㎡)

①×②

判定

洋室B 10.26 1/20 1 1.60 2.00 3.20 引違い2枚 1/2 - 1.60 1.60 ≧ 0.52 OK

洋室A 10.26 1/20 2 1.60 2.00 3.20 引違い2枚 1/2 - 1.60 1.60 ≧ 0.52 OK

洋室B 10.26 1/20 3 1.60 2.00 3.20 引違い2枚 1/2 - 1.60 1.60 ≧ 0.52 OK

洋室A 10.26 1/20 4 1.60 2.00 3.20 引違い2枚 1/2 - 1.60 1.60 ≧ 0.52 OK

洋室B 10.26 1/20 5 1.60 2.00 3.20 引違い2枚 1/2 - 1.60 1.60 ≧ 0.52 OK

洋室A 10.26 1/20 6 1.60 2.00 3.20 引違い2枚 1/2 - 1.60 1.60 ≧ 0.52 OK

ＤＫ 13.30 1/20 7 1.60 0.90 1.44 引違い2枚 1/2 - 0.72 0.72 ≧ 0.67 OK

玄関

ＤＫ 13.30 1/20 8 1.59 0.90 1.43 引違い2枚 1/2 - 0.71 0.71 ≧ 0.67 OK

玄関

ＤＫ 13.30 1/20 9 1.60 0.90 1.44 引違い2枚 1/2 - 0.72 0.72 ≧ 0.67 OK

玄関

排煙計算一覧表

区画名 床面積(㎡)

①

割合

②

建具

記号 天井高

(m)

取付高FL±

(m)

排煙有効高

(m)

Ｗ(ｍ) 排煙有効

内法高Ｈ(ｍ)

開口面積(㎡)

③

種別 開放部係数

④

開き角度

有効係数⑤

排煙有効面積(㎡)

③×④×⑤

排煙有効

面積合計

(㎡)

必要面積

(㎡)

①×②

判定

洋室B 10.26 1/50 1 2.40 2.00 0.80 1.60 0.40 0.64 引違い2枚 1/2 - 0.32 0.32 ≧ 0.21 OK

洋室A 10.26 1/50 2 2.40 2.00 0.80 1.60 0.40 0.64 引違い2枚 1/2 - 0.32 0.32 ≧ 0.21 OK

洋室B 10.26 1/50 3 2.40 2.00 0.80 1.60 0.40 0.64 引違い2枚 1/2 - 0.32 0.32 ≧ 0.21 OK

洋室A 10.26 1/50 4 2.40 2.00 0.80 1.60 0.40 0.64 引違い2枚 1/2 - 0.32 0.32 ≧ 0.21 OK

洋室B 10.26 1/50 5 2.40 2.00 0.80 1.60 0.40 0.64 引違い2枚 1/2 - 0.32 0.32 ≧ 0.21 OK

洋室A 10.26 1/50 6 2.40 2.00 0.80 1.60 0.40 0.64 引違い2枚 1/2 - 0.32 0.32 ≧ 0.21 OK

ＤＫ 13.30 1/50 7 2.40 2.00 0.80 1.60 0.55 0.88 引違い2枚 1/2 - 0.44 0.44 ≧ 0.27 OK

玄関

ＤＫ 13.30 1/50 8 2.40 2.00 0.80 1.59 0.55 0.87 引違い2枚 1/2 - 0.43 0.43 ≧ 0.27 OK

玄関

ＤＫ 13.30 1/50 9 2.40 2.00 0.80 1.60 0.55 0.88 引違い2枚 1/2 - 0.44 0.44 ≧ 0.27 OK

玄関

6 4 3 2 15

7 8 9

図面№
管理建築士　益岡雅充

図 面 名

縮尺

事務所登録　第1245号
一級建築士　第237193号

益岡建築設計事務所

住所 高知県四万十市小西ノ川165番地5号

TEL 0880-31-8522 FAX  0880-31-8666

設計 年 月 日

担当者

工事名

備考
完成 年 月 日

益岡 雅充

－

津野 川若 者住 宅（ 第二 ）新 築工 事 （建 築主 体工 事）
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隣地境界線
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線

隣
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界
線

隣
地
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界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣地境界線隣地境界線

DN

DN

玄関 玄関玄関 トイレ

洗濯

トイレ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄｸﾛｰｾﾞｯﾄ

ＵＢ

ＤＫＤＫＤＫ

トイレ

洋室B洋室A洋室B洋室A洋室B洋室A

洗濯洗濯

ＵＢ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄｸﾛｰｾﾞｯﾄｸﾛｰｾﾞｯﾄ

ＵＢ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

2階屋根

2階屋根

有効開口寸法

採光

(補正係数)

(遮蔽物)

(取付高)

換気

排煙

(1.60×2.00)×3.00

8047.8/1645.1×10.0-1.0=47.92→3.00

2階屋根 GL+6154.1

取付中心高 GL+4509.0

1.60×2.00×1/2

1.60×0.40×1/2

8,
04
7.
8

有効開口寸法

採光

(補正係数)

(遮蔽物)

(取付高)

換気

排煙

(1.60×2.00)×3.00

8910.0/1645.1×10.0-1.0=53.16→3.00

2階屋根 GL+6154.1

取付中心高 GL+4509.0

1.60×2.00×1/2

1.60×0.40×1/2

8,
91
0

有効開口寸法

採光

(補正係数)

(遮蔽物)

(取付高)

換気

排煙

(1.60×2.00)×3.00

9199.8/1645.1×10.0-1.0=54.92→3.00

2階屋根 GL+6154.1

取付中心高 GL+4509.0

1.60×2.00×1/2

1.60×0.40×1/2

9,
19
9.
8

有効開口寸法

採光

(補正係数)

(遮蔽物)

(取付高)

換気

排煙

(1.60×2.00)×3.00

5023.9/1645.1×10.0-1.0=29.53→3.00

2階屋根 GL+6154.1

取付中心高 GL+4509.0

1.60×2.00×1/2

1.60×0.40×1/2

5,
02
3.
9

有効開口寸法

採光

(補正係数)

(遮蔽物)

(取付高)

換気

排煙

(1.60×2.00)×3.00

3511.9/1645.1×10.0-1.0=20.34→3.00

2階屋根 GL+6154.1

取付中心高 GL+4509.0

1.60×2.00×1/2

1.60×0.40×1/2

3,
51
1.
9

有効開口寸法

採光

(補正係数)

(遮蔽物)

(取付高)

換気

排煙

(1.60×2.00)×3.00

8803.6/1645.1×10.0-1.0=52.51→3.00

2階屋根 GL+6154.1

取付中心高 GL+4509.0

1.60×2.00×1/2

1.60×0.40×1/2

8,
80
3.
6

有効開口寸法

採光

(補正係数)

(遮蔽物)

(取付高)

換気

排煙

(1.60×0.90)×3.00

1099.6/623.8×10.0-1.0=16.62→3.00

2階屋根 GL+5682.8

取付中心高 GL+5059.0

1.60×0.90×1/2

1.60×0.50×1/2

1,
09
9.
6

有効開口寸法

採光

(補正係数)

(遮蔽物)

(取付高)

換気

排煙

(1.60×0.90)×3.00

1098.0/623.8×10.0-1.0=16.60→3.00

2階屋根 GL+5682.8

取付中心高 GL+5059.0

1.60×0.90×1/2

1.60×0.50×1/2

1,
09
8

有効開口寸法

採光

(補正係数)

(遮蔽物)

(取付高)

換気

排煙

(1.60×0.90)×3.00

1097.2/623.8×10.0-1.0=16.58→3.00

2階屋根 GL+5682.8

取付中心高 GL+5059.0

1.60×0.90×1/2

1.60×0.50×1/2

1,
09
7.
2

採光計算一覧表 用途地域 α β D(m)

商業系地域・無指定 10.0 1.0 4.0

部屋名 床面積(㎡)

①

割合

②

建具

記号 Ｗ(ｍ) Ｈ(ｍ) 開口面積(㎡)

③

中心高(ｍ)

④(GL+)

遮蔽物

名称 高さ(ｍ)

⑤(GL+)

垂直距離 h

(ｍ)

⑤－④

水平距離 d

(ｍ)

道路

公園等

緩和幅(m)

採光補正係数 A = d / h×α-β

計算値 縁側 天窓 採用値

A

採光有効

面積(㎡)

③×A

採光有効

面積(㎡)

合計

必要面積

(㎡)

①×②

判定

洋室B 10.26 1/7 1 1.60 2.00 3.20 4.509 2階屋根 6.154 1.645 3.512 - 20.348072 - - 3.00 9.60 9.60 ≧ 1.47 OK

洋室A 10.26 1/7 2 1.60 2.00 3.20 4.509 2階屋根 6.154 1.645 5.024 - 29.538818 - - 3.00 9.60 9.60 ≧ 1.47 OK

洋室B 10.26 1/7 3 1.60 2.00 3.20 4.509 2階屋根 6.154 1.645 8.048 - 47.920310 - - 3.00 9.60 9.60 ≧ 1.47 OK

洋室A 10.26 1/7 4 1.60 2.00 3.20 4.509 2階屋根 6.154 1.645 8.910 - 53.161352 - - 3.00 9.60 9.60 ≧ 1.47 OK

洋室B 10.26 1/7 5 1.60 2.00 3.20 4.509 2階屋根 6.154 1.645 9.200 - 54.923221 - - 3.00 9.60 9.60 ≧ 1.47 OK

洋室A 10.26 1/7 6 1.60 2.00 3.20 4.509 2階屋根 6.154 1.645 8.804 - 52.514412 - - 3.00 9.60 9.60 ≧ 1.47 OK

ＤＫ

玄関

13.30 1/7 7 1.60 0.90 1.44 5.059 2階屋根 5.683 0.624 1.100 - 16.628144 - - 3.00 4.32 4.32 ≧ 1.90 OK

ＤＫ

玄関

13.30 1/7 8 1.60 0.90 1.44 5.059 2階屋根 5.683 0.624 1.098 - 16.602269 - - 3.00 4.32 4.32 ≧ 1.90 OK

ＤＫ

玄関

13.30 1/7 9 1.60 0.90 1.44 5.059 2階屋根 5.683 0.624 1.097 - 16.589283 - - 3.00 4.32 4.32 ≧ 1.90 OK

換気計算一覧表

部屋名 床面積(㎡)

①

割合

②

建具

記号 Ｗ(ｍ) Ｈ(ｍ) 開口面積(㎡)

③

種別 開放部係数

④

開き角度

有効係数⑤

換気有効面積(㎡)

③×④×⑤

換気有効

面積合計

(㎡)

必要面積

(㎡)

①×②

判定

洋室B 10.26 1/20 1 1.60 2.00 3.20 引違い2枚 1/2 - 1.60 1.60 ≧ 0.52 OK

洋室A 10.26 1/20 2 1.60 2.00 3.20 引違い2枚 1/2 - 1.60 1.60 ≧ 0.52 OK

洋室B 10.26 1/20 3 1.60 2.00 3.20 引違い2枚 1/2 - 1.60 1.60 ≧ 0.52 OK

洋室A 10.26 1/20 4 1.60 2.00 3.20 引違い2枚 1/2 - 1.60 1.60 ≧ 0.52 OK

洋室B 10.26 1/20 5 1.60 2.00 3.20 引違い2枚 1/2 - 1.60 1.60 ≧ 0.52 OK

洋室A 10.26 1/20 6 1.60 2.00 3.20 引違い2枚 1/2 - 1.60 1.60 ≧ 0.52 OK

ＤＫ 13.30 1/20 7 1.60 0.90 1.44 引違い2枚 1/2 - 0.72 0.72 ≧ 0.67 OK

玄関

ＤＫ 13.30 1/20 8 1.60 0.90 1.44 引違い2枚 1/2 - 0.72 0.72 ≧ 0.67 OK

玄関

ＤＫ 13.30 1/20 9 1.60 0.90 1.44 引違い2枚 1/2 - 0.72 0.72 ≧ 0.67 OK

玄関

排煙計算一覧表

区画名 床面積(㎡)

①

割合

②

建具

記号 天井高

(m)

取付高FL±

(m)

排煙有効高

(m)

Ｗ(ｍ) 排煙有効

内法高Ｈ(ｍ)

開口面積(㎡)

③

種別 開放部係数

④

開き角度

有効係数⑤

排煙有効面積(㎡)

③×④×⑤

排煙有効

面積合計

(㎡)

必要面積

(㎡)

①×②

判定

洋室B 10.26 1/50 1 2.40 2.00 0.80 1.60 0.40 0.64 引違い2枚 1/2 - 0.32 0.32 ≧ 0.21 OK

洋室A 10.26 1/50 2 2.40 2.00 0.80 1.60 0.40 0.64 引違い2枚 1/2 - 0.32 0.32 ≧ 0.21 OK

洋室B 10.26 1/50 3 2.40 2.00 0.80 1.60 0.40 0.64 引違い2枚 1/2 - 0.32 0.32 ≧ 0.21 OK

洋室A 10.26 1/50 4 2.40 2.00 0.80 1.60 0.40 0.64 引違い2枚 1/2 - 0.32 0.32 ≧ 0.21 OK

洋室B 10.26 1/50 5 2.40 2.00 0.80 1.60 0.40 0.64 引違い2枚 1/2 - 0.32 0.32 ≧ 0.21 OK

洋室A 10.26 1/50 6 2.40 2.00 0.80 1.60 0.40 0.64 引違い2枚 1/2 - 0.32 0.32 ≧ 0.21 OK

ＤＫ 13.30 1/50 7 2.40 2.00 0.80 1.60 0.50 0.80 引違い2枚 1/2 - 0.40 0.40 ≧ 0.27 OK

玄関

ＤＫ 13.30 1/50 8 2.40 2.00 0.80 1.60 0.50 0.80 引違い2枚 1/2 - 0.40 0.40 ≧ 0.27 OK

玄関

ＤＫ 13.30 1/50 9 2.40 2.00 0.80 1.60 0.50 0.80 引違い2枚 1/2 - 0.40 0.40 ≧ 0.27 OK

玄関

6 125 4 3

7 8 9

図面№
管理建築士　益岡雅充

図 面 名

縮尺

事務所登録　第1245号
一級建築士　第237193号

益岡建築設計事務所

住所 高知県四万十市小西ノ川165番地5号

TEL 0880-31-8522 FAX  0880-31-8666

設計 年 月 日

担当者

工事名

備考
完成 年 月 日

益岡 雅充

－

津野 川若 者住 宅（ 第二 ）新 築工 事 （建 築主 体工 事）
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ＵＢ ＵＢＤＫ ＤＫ ＤＫ

ＵＢ ＵＢＤＫＤＫ ＤＫ

X7X1 X2X2 X4 X5 X6

1階軒高

基礎高

ＧＬ

1階ＦＬ

2階軒高

2階ＦＬ

2階軒高

最高高さ

Ｃ
Ｈ
＝
2,
40
0

ＦＬ±0

Ｃ
Ｈ
＝
2,
40
0

ＦＬ±0

Ｃ
Ｈ
＝
2,
40
0

ＦＬ±0

Ｃ
Ｈ
＝
2,
40
0

ＦＬ±0

3,760 1,640 1,640

Ｃ
Ｈ
＝
2,
40
0

ＦＬ±0

3,760

Ｃ
Ｈ
＝
2,
40
0

ＦＬ±0

3,760 1,640

450 450

2,700 2,700 2,700 2,700 2,700 2,700

ＵＢ

ＵＢ

前面道路高-1,490～1,590

ＧＬ
2,
80
6

2,
88
1

63
3

7,
92
0

1,
60
0

6,
32
0

2,
90
0

2,
95
0

45
0
20

X3

界壁ｔ=120
断熱材120・比重0.16

界壁ｔ=120
断熱材120・比重0.16

A 屋  根

記号

屋　根

仕　　　　　様

A

I

H 軒　樋

堅　樋

´

塩ビ軒樋　ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ　RK85　同等

Á

A

A

Á

I I I I

IIII H H

H H

M 棟　換気 屋根棟換気ｶﾞﾙﾊﾞﾆｭｳﾑ鋼板ｔ＝0.35　L1,800

M MM

5,
45
0

7,
80
0

45016,200450

1,
50
0

1,
50
0

85
0

91
0

60
0

16,200 1,4581,540

30
0

30
0

ｲｾﾔ　横葺　一段　同等

ﾀﾃハゼ　ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾆｭｳﾑ鋼板ﾞｔ＝0.35　ｲｾﾔ　K1　ｸｲｯｸﾙｰﾌ333J　同等

塩ビ竪樋　ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ　同等　φ60

2,
35
0

H

洋室A ＤＫｸﾛｰｾﾞｯﾄ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ ＤＫ洋室A

隣
地
斜
線

1階軒高

基礎高

ＧＬ

1階ＦＬ

2階軒高

2階ＦＬ

2階軒高

最高高さ

1,100

Ｃ
Ｈ
＝
2,400

ＦＬ±0 ＦＬ±0

Ｃ
Ｈ
＝
2,400

ＦＬ±0

Ｃ
Ｈ
＝
2,400

ＦＬ±0 ＦＬ±0

Ｃ
Ｈ
＝
2,400

ＦＬ±0

850

600

1,650

3,800 900 3,100

10
3.68

10
3.5

10
2

5,683

Y2Y1 Y4Y3

910 1,500

6,
32
0

1,
60
0

7,
92
0

45
0

2,
95
0

2,
90
0

20

63
3

2,
88
1

2,
80
6

2,
30
0

2,
30
0

図面№
管理建築士　益岡雅充

図 面 名

縮尺

事務所登録　第1245号
一級建築士　第237193号

益岡建築設計事務所

住所 高知県四万十市小西ノ川165番地5号

TEL 0880-31-8522 FAX  0880-31-8666

設計 年 月 日

担当者

工事名

備考
完成 年 月 日

益岡 雅充

－

津野 川若 者住 宅（ 第二 ）新 築工 事 （建 築主 体工 事）
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下り天井
（-200）

下り天井
（-200）

下り天井
（-200）

下り天井
（-200）

ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ W ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ W ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ W ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ W ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ W ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ W

天井吊物干金物

天井吊物干金物

天井吊物干金物

天井吊物干金物

④ ④ ④ ④④ ④

⑤ ⑤ ⑤ ⑤⑤ ⑤

⑥ ⑥⑥

ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ

① ① ① ① ① ①

① ① ①

①

① ①

① ①

①

① ① ① ① ① ①

⑨

洗濯

トイレ 玄関玄関玄関

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

ＵＢ

ＤＫＤＫＤＫ

洋室B洋室A

トイレ

洗濯

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ ｸﾛｰｾﾞｯﾄ ｸﾛｰｾﾞｯﾄ ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

洗濯

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

トイレ

洋室B 洋室B洋室A洋室A

ＵＢＵＢ

Y4

X6

Y2

Y3

X5X4X3X2X2X1

Y1

X7

1,540

1,
50
0

1,
50
0

91
0

1,
15
0

1,
15
0

2,
65
0

1,
75
0

3,
66
0

3,
66
0

有
効
　
2,
00
0

36
0

30
0

2,700 2,700 2,700 2,700 2,700 2,700

16,200

3,
80
0

90
0

3,
10
0

7,
80
0

2,700 1,060 1,640 1,640 1,060 2,700 2,700 1,060 1,640

16,200

3,
80
0

90
0

1,
28
0

91
0

91
0

7,
80
0

下り天井
（-200）

下り天井
（-200） 洗濯

ｸﾛｰｾﾞｯﾄｸﾛｰｾﾞｯﾄ

玄関

ＵＢ

トイレ

ＤＫＤＫ ＤＫ

玄関玄関 トイレトイレ

洋室B洋室A洋室B洋室A洋室B洋室A

洗濯洗濯

ＵＢ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄｸﾛｰｾﾞｯﾄｸﾛｰｾﾞｯﾄ

ＵＢ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

Y4

X2

Y2

Y3

X1 X4X3 X6X5

Y1

X7

2,700 2,700 2,700 2,700 2,700 2,700

16,200

3,
80
0

90
0

3,
10
0

7,
80
0

2,700 1,060 1,640 2,700 1,060 1,640 2,700 1,060 1,640

16,200

3,
80
0

90
0

1,
28
0

91
0

91
0

7,
80
0

1,
50
0

1,
50
0

1,540

91
0

91
0

下り天井
（-200）

下り天井
（-200）

ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ

⑥

⑤⑤ ⑤⑤⑤⑤
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ Wｶｰﾃﾝﾚｰﾙ Wｶｰﾃﾝﾚｰﾙ Wｶｰﾃﾝﾚｰﾙ Wｶｰﾃﾝﾚｰﾙ Wｶｰﾃﾝﾚｰﾙ W

④④ ④④④④

天井吊物干金物天井吊物干金物

天井吊物干金物天井吊物干金物

⑥ ⑥

下り天井
（-200）

下り天井
（-200）

ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ

⑨

③

③

③①①①①①①

①

①

①

①

①
① ①

①

①

①①①

3,
85
0

1,
70
0

16,200

1 階 天井伏図  Ｓ＝1/100 2 階 天井伏図  Ｓ＝1/100

天井　内装制限　　⑨軒天12　トリスタ　不燃材料番号　NM3899　ﾆﾁﾊ同等

場所 天井面積 見出し梁

通路天井 24.3㎡ 0.48㎡*10.5ｍ＝5.04㎡

東階段 2.14㎡ 0.48㎡*1.2ｍ＝0.576㎡

西階段 5.34㎡ 0.48㎡*3ｍ＝1.44

合計 31.78㎡ 7.06㎡＝1/4.5　

⑨　軒天12　トリスタ　不燃材料番号　NM3899　ﾆﾁﾊ同等⑨　軒天12　トリスタ　不燃材料番号　NM3899　ﾆﾁﾊ同等

⑨　軒天12　トリスタ　不燃材料番号　NM3899　ﾆﾁﾊ同等

1,440 1,440

① ①①

⑦ ⑦

⑦⑦ ⑦

⑦

図面№
管理建築士　益岡雅充

図 面 名

縮尺

事務所登録　第1245号
一級建築士　第237193号

益岡建築設計事務所

住所 高知県四万十市小西ノ川165番地5号

TEL 0880-31-8522 FAX  0880-31-8666

設計 年 月 日

担当者

工事名

備考
完成 年 月 日

益岡 雅充

－

津野 川若 者住 宅（ 第二 ）新 築工 事 （建 築主 体工 事）

A

④

③

②

①

⑧

⑦

⑥

⑤

⑫

⑩

⑨

⑮

⑭

⑬木製下地　PBｔ＝9.5　ｸﾛｽ仕上

垂木見出し　木材護塗料　2回塗

天井吊り物干金物　川口技研同等

天井点検口　450×450

既存　ｶｰﾃﾝBOX

軒天12　トリスタ　　不燃番号NM-3899

LGS下地・化粧石膏ボードｔ＝9.5

杉板見出軒天井ｔ＝12木材保護塗料2回塗

1 / 1 0 0

1 階  天 井 伏 図 , ・ 2 階 　 天 井 伏 図

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ　W2000

ロールｽｸﾘｰﾝ　L1800
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ｹｲｶﾙ板ｔ＝12下地

FRP防水　ｳﾚﾀﾝ塗装
ｹｲｶﾙ板ｔ＝12
ﾗﾜﾝ合板ｔ＝12
構造用合板ｔ＝28

FRP防水巻込み
ｹｲｶﾙ板ｔ＝12下地

FRP防水巻込
ｹｲｶﾙ板t＝１２下地

1,266.7 1,266.71,266.71,333.3 1,333.3 1,333.3

3,8009003,100 910
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打継目地15-20
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FRP防水巻込
ｹｲｶﾙ板t＝１２下地

断熱材ｔ＝155
Ｒ＝4.1

20
0

24
0

FL

1,
10
0

PB12.5+12.5下地
ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ仕上
断熱材ｔ＝89　Ｒ2.3

PB12.5+12.5下地
ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ仕上
断熱材ｔ＝89　Ｒ2.3 PB12.5+12.5下地

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ仕上
断熱材ｔ＝89　Ｒ2.3

PB12.5+12.5下地
ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ仕上

断熱材ｔ＝89　Ｒ2.3

1,
10
0

20
0

24
0

1,
10
0

FL

1,
20
0

木材保護塗料　2回塗

鋼製束鋼製束

910

910 2,1901,500

45
0

45
0

塩ビﾞ軒樋RK85
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ同等

塩ビ軒樋RK85
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ同等

高性能　断熱材ｔ＝155　Ｒ４．１
木 下地PBｔ＝9.5　ｸﾛｽ仕上

隣
地
斜
線

高性能断熱材ｔ＝155　R4.1
防湿シート張り
木 下地PBｔ＝9.5　ｸﾛｽ仕上

塩ビ軒樋RK85
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ同等

磁器質タイル　圧着貼
モルタル下地ｔ＝30
ｺﾝｸﾘｰﾄｔ＝150

磁器質タイル　圧着貼
ラワン合板12
構造用ｔ＝28

5,
60
0

高性能断熱材ｔ＝155　R4.1
防湿シート張り
木 下地PBｔ＝9.5　ｸﾛｽ仕上

高性能断熱材ｔ＝155　Ｒ４．１
木　下地PBｔ＝9.5　ｸﾛｽ張り

PB12.5+12.5下地
ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ仕上

PB12.5+12.5下地
ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ仕上

イセヤ　横葺　一段　同等
ｺﾞﾑｱｽﾙｰﾌｨﾝｸﾞｔ＝1.0
ビルボード下地　ｔ＝9.0　ﾀﾞｲｹﾝ工業同等
杉野地板ｔ＝12見出+構造用合板ｔ＝12.0
垂木60×150　木材保護塗料　2回塗

イセヤ　横葺　一段葺　同等
ｺﾞﾑｱｽﾙｰﾌｨﾝｸﾞｔ＝1.0
ﾋﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ下地ｔ＝9.0　ﾀﾞｲｹﾝ工業同等
杉野地板ｔ＝12バラ板　構造用合板ｔ＝12.0
垂木60×150　

イセヤ　横葺一段　同等
ｺﾞﾑｱｽﾙｰﾌｨﾝｸﾞｔ＝1.0

杉野地板ｔ＝12見出+構造用合板ｔ＝12.0
ﾋﾞﾙボード下地　ｔ＝9.0ﾀﾞｲｹﾝ工業同等

垂木60×150　木材保護塗料２回塗

FRP防水　ｳﾚﾀﾝ塗装
ｹｲｶﾙ板ｔ＝12
ﾗﾜﾝ合板ｔ＝12
構造用合板ｔ＝28
根太45×105＠600

GLｶﾗｰ鋼板水切りｔ＝0.4

GL鋼板水切りｔ＝0.4 塩ビ丸樋ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ同等

FRP専用ﾄﾞﾚｰﾝφ60

桧框60×100

FRP防水専用ﾄﾞﾚｰﾝφ60

金属板ﾀﾃハゼ断熱材裏張ｔ＝0.35
イセヤ　ｸｲｯｸﾙｰﾌ同等
ｺﾞﾑｱｽﾙｰﾌｨﾝｸﾞｔ＝1.0

不燃材料番号　NM3899
軒天12　トリスタ　ｔ＝12.0　ﾆﾁﾊ同等

四万十桧ｔ＝15ｳﾚﾀﾝ仕上
構造用合板ｔ＝28
断熱材ｔ＝45（ネオマホーム）同等

中間ﾄﾞﾚｰﾝφ60

打ち継ぎ目地15-20

遮音ｼｰﾄ敷き込ｔ＝1.2
構造用合板ｔ＝15
遮音材ＡＬＣｔ＝36
構造用合板ｔ＝28

壁　取り合水切り
GLｶﾗｰ鋼板ｔ＝0.4

木材保護塗料　2回塗

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放　金ｺﾃ押エ
目地切＠1000
鉄筋D-10縦横＠150

杉　120×120　ｻﾝﾀﾞｰ掛け
木材保護塗料　2回塗

遮音ｼｰﾄ敷き込ｔ＝1.2
構造用合板ｔ＝15
遮音材ＡＬＣｔ＝36
構造用合板ｔ＝28

四万十桧ｔ＝15ｳﾚﾀﾝ仕上
構造用合板ｔ＝28
断熱材ｔ＝45（ネオマホーム）同等

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放　金ｺﾃ押エ
目地切＠1000
鉄筋D-10縦横＠150

木材保護塗料　2回塗

17
0 34
0

防火ｻｲﾃﾞﾝｸﾞｔ＝16横張り 防火ｻｲﾃﾞﾝｸﾞｔ＝16横張り

防火ｻｲﾃﾞﾝｸﾞｔ＝16横張り

柱脚金物　ｶﾅｲSUS
P1/H2　同等

面　15

柱脚金物　ｶﾅｲSUS
P1/H2　同等

17
0

17
0

排水管に接続

ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ×4ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ×4

目隠しフェンス
朝日ｽﾁｰﾙ XW H1200 同等

GLｶﾗｰ鋼板　角波t=0.4
透湿防水ｼｰﾄ張り

UC 四万十桧ｔ=15ｳﾚﾀﾝ塗装

笠木GLｶﾗｰ鋼板t=0.4

60×105

四万十桧ｔ=15ｳﾚﾀﾝ塗装

GLｶﾗｰ鋼板ｔ＝0.4
笠木

透湿防水ｼｰﾄ張り
GLｶﾗｰ鋼板　角波t=0.4

ｸﾓｽｼﾞｶｲ15×90

小屋ｽｼﾞｶｲ15×90

通気胴縁金具止め　透湿防水ｼｰﾄ

通気胴縁金具止　透湿防水ｼｰﾄ

防火ｻｲﾃﾞﾝｸﾞｔ＝16横張り
通気胴縁金具止　透湿防水ｼｰﾄ

通気胴縁金具止　透湿防水ｼｰﾄ　

柱120×120ｻﾝﾀﾞｰ掛け

柱120×120ｻﾝﾀﾞｰ掛け

柱120×120ｻﾝﾀﾞｰ掛け

外周部ﾎﾞｰﾄﾞ張り上げ
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2階梁

2階下
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防火認定番号　NM-3899
軒天12　ﾄﾘｽﾀ　ｔ＝12.0　ﾆﾁﾊ同等

防火認定番号　ＮＴ3899
軒天12　トリスタ　ｔ＝12.0　ﾆﾁﾊ同等

2,900

構造用合板　ｔ＝12.0

図面№
管理建築士　益岡雅充

図 面 名

縮尺

事務所登録　第1245号
一級建築士　第237193号

益岡建築設計事務所

住所 高知県四万十市小西ノ川165番地5号

TEL 0880-31-8522 FAX  0880-31-8666

設計 年 月 日

担当者

工事名

備考
完成 年 月 日

益岡 雅充

－

1 / 3 0

津野 川若 者住 宅（ 第二 ）新 築工 事 （建 築主 体工 事）
 矩 計 図 （ 1 ）

A

排水管に接続
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ｹｲｶﾙ板ｔ＝12下地

受梁120×120
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ｺﾝｸﾘｰﾄ打っ放し

FRP防水　ｳﾚﾀﾝ塗装
ｹｲｶﾙ板ｔ＝12
ﾗﾜﾝ合板ｔ＝12
構造用合板ｔ＝28
根太45×90＠600
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120×240

面戸板40×160

PB12.5+12.5下地
ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ仕上
断熱材ｔ＝89　Ｒ2.3

PB12.5+12.5下地
ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ仕上
断熱材ｔ＝89　Ｒ2.3

下がり天井
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ハンガーﾊﾟｲﾌﾟ32φ

ハンガーﾊﾟｲﾌﾟ32φ
400

400

80
0

40×105

40×90

下がり天井

塩ビ軒樋RK85
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ同等

塩ビ軒樋RK85
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ同等

イセヤ横葺　１段同等
ｺﾞﾑｱｽﾙｰﾌｨﾝｸﾞｔ＝1.0
ビルボード下地　ｔ＝9.0　ﾀﾞｲｹﾝ工業同等
杉野地板ｔ＝12見出＋構造用合板ｔ＝12.0
垂木60×150　木材保護塗料　2回塗

杉　120×120　ｻﾝﾀﾞｰ掛け
木材保護塗料　2回塗

気流止め気流止め気流止め

打継ぎ目地15-20

遮音ｼｰﾄ敷き込ｔ＝1.2

遮音材ＡＬＣｔ＝36
構造用合板ｔ＝28

四万十桧T-15ｳﾚﾀﾝ塗装
遮音ｼｰﾄ敷き込ｔ＝1.2
構造用合板ｔ＝15
遮音材ＡＬＣｔ＝36
構造用合板ｔ＝28

40×105

40×90

面15

木材保護塗料　2回塗

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放　金ｺﾃ押エ
目地切＠1000
鉄筋D-10縦横＠150

ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱｰｔ＝2.5
ﾗﾜﾝ合板ｔ＝12
構造用合板ｔ＝28
断熱材ｔ＝45（ﾈｵﾏﾌｫｰﾑ）同等

構造用合板ｔ＝15
ＡＬＣ板ｔ＝36
構造用合板ｔ＝28

木材保護塗料　2回塗

柱脚金物　ｶﾅｲSUS
P1/H2　同等
ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰPGﾀｲﾌﾟ

17
5

通気胴縁金具止　透湿防水ｼｰﾄ
防火ｻｲﾃﾞﾝｸﾞ　ｔ＝16横張り

断熱材ｔ＝50（ﾈｵﾏﾌｫｰﾑ）同等

防火ｻｲﾃﾞﾝｸﾞｔ＝16横張り
通気胴縁　金具止　透湿防水ｼｰﾄ

柱120×120ｻﾝﾀﾞｰ掛け

柱120×120ｻﾝﾀﾞｰ掛け

透防水シートート
GLｶﾗｰ鋼板　角波t=0.4

GLｶﾗｰ鋼板水切りｔ＝0.4

GLｶﾗｰ鋼板水切りｔ＝0.4

GL鋼板水切りｔ＝0.4

120×240

笠木GLｶﾗｰ鋼板t=0.4

ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱｰｔ＝2.5
ﾗﾜﾝ合板ｔ＝12

構造用合板ｔ＝15

Ｃ
Ｈ
＝
2,
10
0

四万十桧ｔ＝15根太40角

四万十桧ｔ＝15根太40角

外周部ﾎﾞｰﾄﾞ張り上げ

四万十桧ｔ＝15根太40角

四万十桧ｔ＝15根太40角

気密ﾊﾟｯｷﾝ気密ﾊﾟｯｷﾝ
硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ吹付

GLｶﾗｰ鋼板ｔ＝0.4
壁　取り合水切り

高性能断熱材ｔ＝155　R4.1
防湿シート張り
木 下地PBｔ＝9.5　ｸﾛｽ仕上

木　下地PBｔ＝9.5　ｸﾛｽ張り
高性能断熱材ｔ＝155　Ｒ４．１

金属板ﾀﾃハゼ断熱材裏張ｔ＝0.35
イセヤ　ｸｲｯｸﾙｰﾌ同等
ｺﾞﾑｱｽﾙｰﾌｨﾝｸﾞ ｔ＝1.0

不燃材料番号　NM3899
軒天12　トリスタｔ＝12.0　ﾆﾁﾊ同等

防火認定番号　NM-3899
軒天12　ﾄﾘｽﾀ　ｔ＝12.0　ﾆﾁﾊ同等

2,900

2,
80
6

2,
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1

構造用合板　ｔ＝12.0
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益岡 雅充
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（CH 2,200）
（FL -20）
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（CH 2,200）
（FL -20）

洋室A
（10.26㎡ 6.2帖）
（CH 2,400）
（FL±0）

洋室A
（10.26㎡ 6.2帖）
（CH 2,400）
（FL±0）

洋室B
（10.26㎡ 6.2帖）
（CH 2,400）
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（CH 2,400）
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トイレ
（CH 2,300）
（FL±0）

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ
（CH 2,300）
（FL±0）

洗濯
（CH 2,300）
（FL±0）

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ
（CH 2,300）
（FL±0）

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ
（CH 2,300）
（FL±0）

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ
（CH 2,300）
（FL±0）

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ
（CH 2,300）
（FL±0）

洗濯
（CH 2,300）
（FL±0）

トイレ
（CH 2,300）
（FL±0）

洋室A
（10.26㎡ 6.2帖）
（CH 2,400）
（FL±0）

洋室B
（10.26㎡ 6.2帖）
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（FL±0）

ＤＫ
（12.44㎡ 7.5帖）
（CH 2,400）
（FL±0）

ＤＫ
（12.44㎡ 7.5帖）
（CH 2,400）
（FL±0）
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（12.44㎡ 7.5帖）
（CH 2,400）
（FL±0）
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（CH 2,200）
（FL -20）

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ
（CH 2,300）
（FL±0）

玄関

（FL -150）

玄関
（CH 2,550）
（FL -150）

トイレ
（CH 2,300）
（FL±0）

洗濯
（CH 2,300）
（FL±0）

洗濯
（CH 2,300）
（FL±0）

トイレ
（CH 2,300）
（FL±0）

玄関
（CH 2,550）
（FL -150）
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玄関

（CH 2,550）
（FL -150）

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ
（CH 2,300）
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（CH 2,200）
（FL -20）
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（CH 2,400）
（FL±0）
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ｸﾛｰｾﾞｯﾄ
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（FL±0）

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ
（CH 2,300）
（FL±0）

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ
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ｸﾛｰｾﾞｯﾄ
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（FL±0）
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ｸﾛｰｾﾞｯﾄ
（CH 2,300）
（FL±0）
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（CH 2,300）
（FL±0）
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（10.26㎡ 6.2帖）
（CH 2,400）
（FL±0）
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（CH 2,400）
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（CH 2,400）
（FL±0）
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（CH 2,200）
（FL -20）
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5
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5
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5
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785 785 7851,640

桧　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
構造用合板

桧　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
構造用合板

桧　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
構造用合板

桧　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
構造用合板

ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱｰ

桧　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ桧　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ桧　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱｰ

ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱｰ

桧　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
構造用合板

桧　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
構造用合板

桧　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
構造用合板

桧　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
構造用合板

桧　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
構造用合板

桧　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

磁器質ﾀｲﾙ 磁器質ﾀｲﾙ

ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱｰ

ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱｰ 磁器質ﾀｲﾙ磁器質ﾀｲﾙ

桧　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
構造用合板

桧　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
構造用合板

桧　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
構造用合板

桧　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
構造用合板

桧　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
構造用合板

桧　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 桧　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱｰ

桧　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
構造用合板

桧　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
構造用合板

桧　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
構造用合板

桧　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
構造用合板

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ
PB12.5下地

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ
PB12.5下地

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ
PB12.5下地

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ
PB12.5下地

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ
PB12.5下地

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ
PB12.5下地

ｷｯﾁﾝパネルｔ＝6.0
ＰＢ12.5下地

ｷｯﾁﾝパネルｔ＝6.0
ＰＢ12.5下地

ｷｯﾁﾝパネルｔ＝6.0
ＰＢ12.5下地

床下点検口

床下点検口床下点検口 床下点検口

1,7909101,790 910
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設計 年 月 日

担当者

工事名

備考
完成 年 月 日

益岡 雅充
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2 階  平面詳細図 S : 1 / 5 0
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階段手摺

階段手摺
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界壁界壁
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0
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玄関
（CH 2,500）
（FL -100）

玄関
（CH 2,500）
（FL -100）

玄関
（CH 2,500）
（FL -100）

トイレ
（CH 2,300）
（FL±0）

洗濯
（CH 2,300）
（FL±0）

トイレ
（CH 2,300）
（FL±0）

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ
（CH 2,300）
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ｸﾛｰｾﾞｯﾄ
（CH 2,300）
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（CH 2,200）
（FL -20）

ＤＫ
（12.44㎡ 7.5帖）
（CH 2,400）
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3,760
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0
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2FＤＫ･玄関　各共通

Ｃ
Ｈ
＝
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40
0

ＦＬ±0
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1,
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0
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0

3,100 900

東面

Ｃ
Ｈ
＝
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0

3,760

2,700

南面

Ｃ
Ｈ
＝
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40
0

ＦＬ±0
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1,
06
0

97
0

900 3,100

西面

部屋名 2F・ＤＫ　各共通

①
四万十桧 t=15

②
杉　木製巾木

③
ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ Aｸﾗｽ

④
 

⑤
天井　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ 

⑥
塩ﾋﾞ 廻り縁

⑦
 

部屋名 1F・ＤＫ　各共通

①
四万十桧ﾞ t=15

②
杉　木製巾木

③
ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ Aｸﾗｽ

④
 

⑤
天井　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ 

⑥
塩ﾋﾞ 廻り縁　

⑦
 

⑥ ⑥ ⑥ ⑥

② ② ② ②

③

③

③
③ｷｯﾁﾝパネルｔ＝6.0

ｷｯﾁﾝパネルｔ＝6.0

④

④

③③
③

④

④

② ② ② ②

③

③

③ ③ ③

③

③

③③

⑥ ⑥ ⑥ ⑥

③

③

1,
05
0

1,
05
0

面台20×125×1810ﾒﾗﾐﾝ
ｱｲｶﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ同等

600

面台20×125×1810ﾒﾗﾐﾝ
ｱｲｶﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ同等

600

塩ﾋﾞ 見切り縁

塩ﾋﾞ 見切り縁

⑦

⑦

⑦

⑦

X4 X5 Y3Y4 X4X5 Y3Y2 Y4

Ｃ
Ｈ
＝
2,
40
0

ＦＬ±0

3,760

97
0

1,
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0
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１.２階　中ＤＫ･玄関

Ｃ
Ｈ
＝
2,
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0

ＦＬ±0
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1,
06
0
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0
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東面

Ｃ
Ｈ
＝
2,
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0

ＦＬ±0

3,760
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0

2,700
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Ｃ
Ｈ
＝
2,
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0
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00
0

1,
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0
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0

900 3,100

西面

部屋名 2F・ＤＫ　各共通

①
四万十桧　ｔ＝15

②
杉　木製巾木

③
ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ Aｸﾗｽ

④
 

⑤
天井　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ 

⑥
塩ﾋﾞ 廻り縁

⑦
 

ｷｯﾁﾝパネルｔ＝6.0

塩ﾋﾞ 見切り縁

面台20×125×1810ﾒﾗﾐﾝ
ｱｲｶﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ同等

④

④

2,
00
0

③

③

③

③ ③

③
③

⑥ ⑥ ⑥ ⑥

③

② ②②

⑦
⑦

図面№
管理建築士　益岡雅充

図 面 名

縮尺

事務所登録　第1245号
一級建築士　第237193号

益岡建築設計事務所

住所 高知県四万十市小西ノ川165番地5号

TEL 0880-31-8522 FAX  0880-31-8666

設計 年 月 日

担当者

工事名

備考
完成 年 月 日

益岡 雅充

－
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津野 川若 者住 宅（ 第二 ）新 築工 事 （建 築主 体工 事）
 展 開 図 （ 1 ）
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Y1 Y2

Ｃ
Ｈ
＝
2,
40
0

ＦＬ±0

3,800

巾木 75

2,
00
0

2,
00
0

3,800
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洋室A

X6X5 Y1Y2 X6 X5

Ｃ
Ｈ
＝
2,
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ＦＬ±0
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北面

洋室A　各共通

3,800

2,
00
0
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00
0

3,800

東面

2,700

2,
00
0

2,700

南面

Y1 Y2

Ｃ
Ｈ
＝
2,
40
0

ＦＬ±0

3,800

巾木 75

2,
00
0

2,
00
0

3,800

西面

洋室B

X7X6 Y1Y2 X7 X6

Ｃ
Ｈ
＝
2,
40
0

ＦＬ±0

2,700

2,700

北面

洋室B　各共通

3,800

2,
00
0

2,
00
0

3,800

東面

2,700

2,700

南面

⑥

③

③

③

③

② ② ②

② ② ②

③

③

③

③

③

2,
00
0

四万十桧　ｔ＝15
根太40角

四万十桧　ｔ＝15
根太40角

ﾊﾝｶﾞｰﾊﾟｲﾌﾟ32φ

900

1
,
60
0

8
0
0

8
0
0

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ内部　S-1/50

枕　棚

中　棚

中　棚

枕　棚

⑥ ⑥ ⑥ ⑥

⑥⑥⑥

③

部屋名 洋室A　各共通

①
四万十桧ﾞ t=15

②
杉　木製巾木

③
ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ Aｸﾗｽ

④
 

⑤
天井　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ 

⑥
塩ﾋﾞ 廻り縁

⑦
 

ｷｯﾁﾝパネルｔ＝6.0

塩ﾋﾞ 見切り縁

部屋名 洋室B　各共通

①
四万十桧 t=15

②
杉　木製巾木

③
ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ Aｸﾗｽ

④
 

⑤
天井　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ 

⑥
塩ﾋﾞ 廻り縁

⑦
 

ｷｯﾁﾝパネルｔ＝6.0

塩ﾋﾞ 見切り縁

図面№
管理建築士　益岡雅充

図 面 名

縮尺

事務所登録　第1245号
一級建築士　第237193号

益岡建築設計事務所

住所 高知県四万十市小西ノ川165番地5号

TEL 0880-31-8522 FAX  0880-31-8666

設計 年 月 日

担当者

工事名

備考
完成 年 月 日

益岡 雅充

－
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津野 川若 者住 宅（ 第二 ）新 築工 事 （建 築主 体工 事）
 展 開 図 （ 2 ）
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＝
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0
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0
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0

北面
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00
0

東面

1,640

南面
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2,
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0

西面

③

③

下がり天井

③
③

③

③ ③
③

③

② ②

②

⑥ ⑥⑥ ⑥

⑥ ⑥ ⑥ ⑥

部屋名 2F・ＤＫ　各共通

①
四万十桧ﾞ t=15

②
杉　木製巾木

③
ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ Aｸﾗｽ

④
 

⑤
天井　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ 

⑥
塩ﾋﾞ 廻り縁

⑦
 

ｷｯﾁﾝパネルｔ＝6.0

塩ﾋﾞ 見切り縁

部屋名 2F・ＤＫ　各共通

①
四万十桧ﾞ t=15

②
杉　木製巾木

③
ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ Aｸﾗｽ

④
 

⑤
天井　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ 

⑥
塩ﾋﾞ 廻り縁

⑦
 

ｷｯﾁﾝパネルｔ＝6.0

塩ﾋﾞ 見切り縁

図面№
管理建築士　益岡雅充

図 面 名

縮尺

事務所登録　第1245号
一級建築士　第237193号

益岡建築設計事務所

住所 高知県四万十市小西ノ川165番地5号

TEL 0880-31-8522 FAX  0880-31-8666

設計 年 月 日

担当者

工事名

備考
完成 年 月 日

益岡 雅充

－

津野 川若 者住 宅（ 第二 ） 新築 工事
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 展 開 図 （ 3 ）
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記 号

姿 図

部 屋 名

型 式

材 質

見 込

仕 上

ガ ラ ス

金 物

備 考

記 号

姿 図

部 屋 名

型 式

材 質

見 込

仕 上

ガ ラ ス

金 物

備 考

記 号

姿 図

部 屋 名

型 式

材 質

見 込

仕 上

ガ ラ ス

金 物

備 考

1,600

90
0

1
AW

6ヶ所

1階ＤＫ

2枚引違い(面格子付)(半外)

ｱﾙﾐ+樹脂製

36

附属金物一式、網戸

260

90
0

2
AW

6ヶ所

1階トイレ

上げ下げ(半外)

ｱﾙﾐ+樹脂製

36

附属金物一式、網戸　上げ下錠

1,200

1,
99
0

1
WD

6ヶ所

1階トイレ

右-2　左-4　片引き

木製　ﾌﾗｯｼｭ戸

上吊り金物一式　両ﾀﾞﾝﾊﾟｰ　表示錠　戸尻ｺﾞﾑ　MIWA同等

655

1,
99
0

4
WD

6ヶ所

1階・2階　洗濯

片開(内芯)

710

1,
99
0

3
WD

3ヶ所

1階洋室B

片開(内芯)

710

1,
99
0

2
WD

3ヶ所

1階洋室A

片開(内芯)

SUS丁番・戸当り・表示錠　MIWA同等

1,620

2,
00
0

7
WD

12ヶ所

1階ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

両折戸(内芯)

附属金物一式　下ﾚｰﾙ無　アルミ　SUS取手

1,600

2,
00
0

1
AD

12ヶ所

1階洋室A・B

2枚引違い(ｼｬｯﾀｰ付)(半外付)

ｱﾙﾐ+樹脂製

36

ｼｬｲﾝｸﾞﾚｰ・ｸﾘｴﾀﾞｰｸ

Low-E3+AG15+4透明

附属金物一式　網戸

785

1,
89
9

26
30
0

2,
22
5

2
AD

6ヶ所

1階玄関ドア　　ﾄｽﾃﾑ玄関ドア　31型同等　ポスト付

片開(半外)

27

附属金物一式　ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠　ﾏｽﾀｰ

710

1,
99
0

5
WD

3ヶ所

2階洋室A

片開(内芯)

710

1,
99
0

6
WD

3ヶ所

2階洋室B

片開(内芯)

両面　突板合板ｔ＝2.7　木材保護塗料　ｵｽﾓｶﾗｰ同等

40 40 40

SUS丁番・戸当り・表示錠　ﾄﾞｱチェック　MIWA同等

木製　ﾌﾗｯｼｭ戸 木製　ﾌﾗｯｼｭ戸

40

木製　ﾌﾗｯｼｭ戸 木製　ﾌﾗｯｼｭ戸

40 40

木製　ﾌﾗｯｼｭ戸

木製　ﾌﾗｯｼｭ戸

40

両面　突板合板ｔ＝3.0　木材保護塗料　ｵｽﾓｶﾗｰ同等

1
K

2
K

1,120

2
7
5

下駄箱　S＝1/30

27
5

275

9
0
0

2
5

2
5

2
5

2
5

7
5
2
5

ｼﾅﾍﾞﾆｱ

洗面脇　S＝1/30

3
0
0

7
5
0

535

27
5

7
5
0

275

7
5
2
5
2
5
2
5
2
5

ｼﾅﾍﾞﾆｱ

玄関

ヒノキ　集成材

DK　洗面脇

ヒノキ　集成材

取付金物一式 取付金物一式

FL±0

1,
60
0

洗濯　棚

ヒノキ　集成材

取付金物一式

3
K

Low-E3+AG2+4型

ｼｬｲﾝｸﾞﾚｰ・ｸﾘｴﾀﾞｰｸ ｼｬｲﾝｸﾞﾚｰ・ｸﾘｴﾀﾞｰｸ

Low-E3+AG15+4型

ｼｬｲﾝｸﾞﾚｰ・ｸﾘｴﾀﾞｰｸ

Low-E3+AG15+4型

6ヶ所 6ヶ所 6ヶ所

2
5

ｸﾛｽ

浴室換気ﾊﾟｲﾌﾟ150φ

洗濯棚　S＝1/30

FL+1600

ｼﾅﾍﾞﾆｱ

7
0
0

250

25
15

天井

50
0

20
0

ボウズ面

ボウズ面

90
0

20R

ｸﾛｽ

アクリル板

木質材保護塗料　ｵｽﾓｶﾗｰ同等 木質材保護塗料　ｵｽﾓｶﾗｰ同等 木質材保護塗料　ｵｽﾓｶﾗｰ同等

両面　突板合板ｔ＝2.7　木材保護塗料　ｵｽﾓｶﾗｰ同等 両面　突板合板ｔ＝2.7　木材保護塗料　ｵｽﾓｶﾗｰ同等 両面　突板合板ｔ＝2.7　木材保護塗料　ｵｽﾓｶﾗｰ同等 両面　突板合板ｔ＝2.7　木材保護塗料　ｵｽﾓｶﾗｰ同等 両面　突板合板ｔ＝2.7　木材保護塗料　ｵｽﾓｶﾗｰ同等

655

1,
99
0

（R-2）（L-4）

1,200

1,
99
0

（R-4） （L-2）

アクリル板

SUS丁番・戸当り・表示錠　ﾄﾞｱチェック　MIWA同等 SUS丁番・戸当り・表示錠　ﾄﾞｱチェック　MIWA同等 SUS丁番・戸当り・表示錠　ﾄﾞｱチェック　MIWA同等

2,
40
0

40
0

40
0

排煙有効高

天井高

2,
40
0

40
0

40
0

排煙有効高さ

天井高さ

1,
60
0

FLFL

ｱﾙﾐ+樹脂製

図面№
管理建築士　益岡雅充

図 面 名

縮尺

事務所登録　第1245号
一級建築士　第237193号

益岡建築設計事務所

住所 高知県四万十市小西ノ川165番地5号

TEL 0880-31-8522 FAX  0880-31-8666

設計 年 月 日

担当者

工事名

備考
完成 年 月 日

益岡 雅充

－
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1 階  建具配置図 S : 1 / 1 0 0
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トイレ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

洗濯

ｸﾛｰｾﾞｯﾄｸﾛｰｾﾞｯﾄｸﾛｰｾﾞｯﾄｸﾛｰｾﾞｯﾄ

洗濯

トイレ

洋室A
（6.2帖）

洋室B
（6.2帖）

ＤＫ
（7.5帖）

ＤＫ
（7.5帖）

ＤＫ
（7.5帖）

ＵＢ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

玄関 玄関 玄関トイレ

洗濯

1
AW

1
AW

1
AW

1
AD

1
AD

1
AD

1
AD

1
AD

1
AD

2
AD

1
WD

1
WD

7
WD

7
WD

2
WD

2
WD

7
WD

7
WD

2
AD

2
AW

2
AW

1
WD

2
AW

2
AD

2
WD

7
WD

7
WD

3
WD

3
WD

3
WD

4W
D 4W
D 4W
D

1
K

1
K

1
K

2
K

2
K

2
K

3
K

3
K

3
K

2 階  建具配置図 S : 1 / 1 0 0
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1
AW
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1
AD
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図面№
管理建築士　益岡雅充
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床面積表(基準法) 単位  ㎡

階 面積 計

2 1 16.200×7.800 126.360000 126.36

1 1 16.200×7.800 126.360000 126.36

凡例
記号 壁の構造( 1 )

壁の構造( 2 )

筋かいの構造 倍率

W2 木材 45×90以上 シングル 2.00 2.00

W3 木材 45×90以上 シングル 2.00 2.00

W4 木材 45×90以上 ダブル 4.00 4.00

W5 木材 90×90以上 シングル 3.00 3.00

W6 木材 90×90以上 ダブル 5.00 5.00

W7 構造用合板 2.50 2.50

W8 構造用合板 2.50 木材 45×90以上 シングル 2.00 4.50

2 X W3 2.00 1.790 3 10.740 42.260

W3 2.00 1.640 3 9.840

W3 2.00 0.900 8 14.400

W3 2.00 0.910 4 7.280

Y W3 2.00 0.950 14 26.600 52.520

W3 2.00 0.900 6 10.800

W3 2.00 0.910 6 10.920

W3 2.00 1.100 1 2.200

W3 2.00 1.000 1 2.000

1 X W4 4.00 0.900 6 21.600 56.678

W4 4.00 0.910 2 7.280

W3 2.00 0.900 3 5.400

W3 2.00 1.640 3 9.840

W3 2.00 1.789 1 3.578

W3 2.00 1.790 2 7.160

W3 2.00 0.910 1 1.820

Y W3 2.00 0.910 6 10.920 56.120

W3 2.00 0.900 8 14.400

W3 2.00 0.950 14 26.600

W3 2.00 1.100 1 2.200

W3 2.00 1.000 1 2.000

耐力壁存在壁量算定表 単位  m

階 方向 記号 倍率 × 長さ × 個所 ＝ 壁量 合計

1

16,200

7,
80
0

１階床面積算定図(基準法)

1

16,200

7,
80
0

２階床面積算定図(基準法)
床面積表 単位  ㎡

階 面積 計

2 1 16.200×7.800 126.360000 126.36

1 1 16.200×7.800 126.360000 126.36
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見付面積表 単位  ㎡

方向 階 面積 計 累計

X 2 B1 0.121×0.556 0.067276 19.78 19.78
B2 7.996×0.711 5.685156
B3 (10.239＋7.996)×0.449÷2.0 4.093758
B4 7.996×0.003 0.023988
B5 (9.246＋8.971)×0.102÷2.0 0.929067
B6 9.999×1.795÷2.0 8.974103

1 A1 0.120×1.079 0.129480 26.60 46.38
A2 7.996×1.079 8.627684
A3 0.121×1.079 0.130559
A4 10.401×1.350 14.041350
A5 0.121×0.452 0.054692
A6 7.996×0.452 3.614192

Y 2 B1 19.120×0.683 13.058960 55.31 55.31
B2 19.180×0.029 0.556220
B3 19.210×0.112 2.151520
B4 19.240×0.357 6.868680
B5 18.120×0.040 0.724800
B6 17.100×0.074 1.265400
B7 17.160×1.617 27.747720
B8 17.260×0.170 2.934200

1 A1 0.127×1.079 0.137033 52.77 108.08
A2 0.081×1.079 0.087399
A3 16.396×1.079 17.691284
A4 0.081×1.079 0.087399
A5 0.201×1.079 0.216879
A6 19.186×1.350 25.901100
A7 19.120×0.452 8.642240

必要壁量算定表(基準法) 単位  m

見付面積(風圧力)に対する必要壁量

床面積(地震力)に対する必要壁量
階 方向 床面積 単位面積当たりの必要壁量 必要壁量

階 方向 見付面積 乗ずる数値 必要壁量

床面積(地震力)に係る条件

見付面積(風圧力)に係る条件

2 X

Y

126.36 0.180 22.745

1 X

Y

126.36 0.370 46.754

2 X 19.78 0.500 9.890

Y 55.31 27.655

1 X 46.38 23.190

Y 108.08 54.040

■ 表計算ツール（多機能版）の算定式に準ずる

□ 任意

標準せん断力係数Co　0.2

□ 準耐火構造の耐火性能確保(1.25倍)

□ 割り増し倍率考慮

□ 特定行政庁が認める強風区域

■ 上記以外の区域

壁量判定表(基準法) 単位  m

階 方向 存在壁量 判定 必要壁量

床面積(地震力) 見付面積(風圧力)

壁余裕度

2 X 42.260  > OK 22.745 9.890 1.85

Y 52.520  > OK 22.745 27.655 1.89

1 X 56.678  > OK 46.754 23.190 1.21

Y 56.120  > OK 46.754 54.040 1.03

壁釣り合い判定表 単位  m

階 方向 必要壁量 存在壁量 壁量充足率 壁率比 判定

2 X 上 5.687 10.880 1.913 0.992  OK 

下 5.687 10.800 1.899

Y 左 5.687 15.420 2.711 0.962  OK 

右 5.687 14.840 2.609

1 X 上 11.689 18.100 1.548 0.994  OK 

下 11.689 18.000 1.539

Y 左 11.689 15.420 1.319 0.926  OK 

右 11.689 16.640 1.423
全ての壁量充足率が１を超えているためＯＫ
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側端部分必要壁量算定表(基準法) 単位  m

階 方向 床面積 ㎡ 物置等 ㎡ 合計床面積 ㎡ 単位面積当たりの必要壁量 必要壁量

2 X 上 31.59 0.00 31.59 0.180 5.687

下 31.59 0.00 31.59 0.180 5.687

Y 左 31.59 0.00 31.59 0.180 5.687

右 31.59 0.00 31.59 0.180 5.687

1 X 上 31.59 0.00 31.59 0.370 11.689

下 31.59 0.00 31.59 0.370 11.689

Y 左 31.59 0.00 31.59 0.370 11.689

右 31.59 0.00 31.59 0.370 11.689

2 X 上 W3 2.00 0.900 2 3.600 10.880

W3 2.00 0.910 4 7.280

下 W3 2.00 0.900 6 10.800 10.800

Y 左 W3 2.00 0.950 4 7.600 15.420

W3 2.00 0.900 1 1.800

W3 2.00 0.910 1 1.820

W3 2.00 1.100 1 2.200

W3 2.00 1.000 1 2.000

右 W3 2.00 0.950 4 7.600 14.840

W3 2.00 0.900 2 3.600

W3 2.00 0.910 2 3.640

1 X 上 W4 4.00 0.900 2 7.200 18.100

W4 4.00 0.910 2 7.280

W3 2.00 0.900 1 1.800

W3 2.00 0.910 1 1.820

下 W4 4.00 0.900 4 14.400 18.000

W3 2.00 0.900 2 3.600

Y 左 W3 2.00 0.910 1 1.820 15.420

W3 2.00 0.900 1 1.800

W3 2.00 0.950 4 7.600

W3 2.00 1.100 1 2.200

W3 2.00 1.000 1 2.000

右 W3 2.00 0.910 2 3.640 16.640

W3 2.00 0.900 3 5.400

W3 2.00 0.950 4 7.600

側端部分存在壁量算定表(基準法) 単位  m

階 方向 記号 倍率 × 長さ × 個所 ＝ 壁量 合計

接合部凡例
記号 仕様 Ｎ 倍率

(い) い 短ほぞ差し、かすがい打ち 0.00

(ろ) ろ 長ほぞ差し込み栓打ち 0.70

(ろ) ろ L字型金物 0.65 0.70

(は) は V字型金物 1.00 1.00

(は) は T字型金物 1.00

(に) に 羽子板ﾎﾞﾙﾄ 1.40 1.40

(に) に 短冊金物 1.40

(ほ) ほ 羽子板ﾎﾞﾙﾄ+ｽｸﾘｭｰ釘50 1.60 1.60

(ほ) ほ 短冊金物+ｽｸﾘｭｰ釘50 1.60

(へ) へ 10KN用引き寄せ金物 1.80 1.80

(と) と 15KN用引き寄せ金物 2.80 2.80

(ち) ち 20KN用引き寄せ金物 3.70 3.70

(り) り 25KN用引き寄せ金物 4.70 4.70

(ぬ) ぬ 15KN用引き寄せ金物×2 5.60 5.60

(る) る 腰掛け蟻若しくは大入れ蟻掛け+羽子板ﾎﾞﾙﾄ､短冊金物 1.90 梁継手・仕口用

(を) を 腰掛け蟻若しくは大入れ蟻掛け+羽子板ﾎﾞﾙﾄ､短冊金物×2 3.00 梁継手・仕口用

*接合部凡例はユーザ設定されたものです。

筋かいの種類に応じた筋かいの端部の接合部の仕様

筋かいの種類 接合部の仕様（構造方法)

イ 鉄筋φ9 柱又は横架材を貫通し、三角座金を介してナット締め、

又は鋼板添え板を用い鋼板を柱及び横架材にCN90,

8本平打ち

ロ 筋かい:15×90 柱・横架材を欠き込み、柱・横架材双方に対してN65,

5本平打ち

ハ 筋かい:30×90 鋼板添え板t=1.6mmを筋かいに対してボルトΦ12

及びCN65,3本平打ち、柱に対してCN65,3本平打ち、

横架材に対してCN65,4本平打ち。筋かいプレートBP同等品

二 筋かい:45×90 鋼板添え板t=2.3mmを筋かいに対してボルトΦ12

及びスクリュー釘Φ4.5L50,7本平打ち、柱及び横架材に

対してスクリュー釘Φ4.5L50,5本平打ち。

筋かいプレートBP-2同等品

ホ 筋かい:90×90 柱又は横架材にボルトΦ12mmを用いて一面剪断接合

胴差と通し柱の接合部の仕様

胴差と通し柱の条件 仕口

T1

T2

T3

通し柱の片側に胴差が来る場合

通し柱の両側に胴差が来る場合

通し柱と胴差の接合部の近くに90×90以上の

筋かいが来る場合(通し柱が建物の出隅にある

か、筋かい壁が外壁と直交して接する場合)

胴差を柱にかたぎ大入れ短ほぞ差し

の上、羽子板ボルト、かね折り金物又

は同等以上の仕口

胴差を柱にかたぎ大入れ短ほぞ差し

の上、短冊金物又は、同等以上の仕口

で胴差相互を緊結

胴差を通し柱に、15KN用引き寄せ金物

を水平に用いて緊結

有効細長比

階
柱の小径

b (mm)

横架材間距離

h (mm)

小径/横架材間距離

b/h

断面最小二次率半径

b/√12

有効細長比

√12×h/b

判定

≦150

2 120.0 2660.0 1 / 22.1 34.64 76.8 OK

1 120.0 2590.0 1 / 21.5 34.64 74.8 OK

1階・2階柱脚柱頭金物表示

下図面は1階・2階の柱脚・柱頭金物を示す

1階・2階共　柱脚・柱頭金物が変る場合は記号が2ケ所表記されます

変らない場合は柱脚・柱頭共同じ金物の使用となる

通り柱の1階柱頭・2階柱脚は金物が不要です

柱頭金物不要

柱頭金物不要

柱脚金物不要

柱頭金物不要

柱頭金物不要

柱頭金物不要 柱頭金物不要

柱頭金物不要 柱頭金物不要 柱頭金物不要

柱頭金物不要

柱頭金物不要 柱頭金物不要

柱脚金物不要

柱脚金物不要 柱脚金物不要 柱脚金物不要 柱脚金物不要

柱脚金物不要柱脚金物不要柱脚金物不要

柱脚金物不要柱脚金物不要柱脚金物不要

図面№
管理建築士　益岡雅充

図 面 名

縮尺

事務所登録　第1245号
一級建築士　第237193号

益岡建築設計事務所

住所 高知県四万十市小西ノ川165番地5号

TEL 0880-31-8522 FAX  0880-31-8666

設計 年 月 日

担当者

工事名

備考
完成 年 月 日

益岡 雅充

－

津野 川若 者住 宅（ 第二 ）新 築工 事 （建 築主 体工 事）

A

1 / 1 0 0

2 面  木 造 壁 量 計 算 表 2 0 2 5
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ＵＢ ＵＢ
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洋室B
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トイレ
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Y4

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

1,
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0

91
0

1,
75
0

1,900
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4
5
0

1
5
0

1
5
0

防水ｼｰﾄ

鉄筋縦Ｄ13＠200　ﾌｯｸ

横筋Ｄ10＠200

ＧＬ

30
0

15
0

200200

75 75

鉄筋横筋D13

150

基礎外部廻り　1/30基礎通路・ベランダ　S＝1/30
鉄筋横筋D13

150100

ＧＬ

鉄筋縦Ｄ13＠200

横筋Ｄ10＠200

防水ｼｰﾄ

1
5
0

20

FL

45
015
0

ｱﾙﾐ柱100×100

GL

300

30
0

450

凡 例

アンカーボルト

鋼　製　束

人  通  口

建築基準法告示第１４６０号による金物ホールダウン金物

L450 土間シート敷込（ﾍﾞﾀ基礎下）

基 礎 仕 様

鉄　　　　筋 SD295A ( D10 ､ D13 )

基礎パッキン

コンクリート

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15

M12 L=400　埋込深さ250以上ｵﾒｶﾞ座金同等

L=600、管柱の直下は避ける。

t=20

基礎伏図　S＝1/100

階段・基礎　　S＝1/30

200

D10

W=600

L=1,320

30
0

11
5

11
5

30
0

15
0

15
0

10
0

40
0

内部基礎　1/30

階段基礎

階段基礎

50

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し　金ｺﾃ仕上
目地切＠1,000

鉄筋Ｄ10縦横＠150

基礎・地盤の状況

支持地盤の種類

基礎の種類

鉄筋

べた基礎

主筋　D-13　立上　底盤 SD 295 　フック有

基礎の底部の位置 根入れ深さ　GL-300

ｻｳﾝﾃﾞｨﾝグ試験結果　砂質土・粘性土 ﾍﾞﾀ基礎可能

軸  組　凡　例

通し柱

間  柱

通し柱

１･２階 管 柱

筋違端部は、壁倍率2倍用を使用すること

土　台

筋  違

桧　120x120

※告示第1460号による金物を設置する事。

間 柱（界壁部）

柱

筋違

土台

筋違プレート

筋交　筋交いﾌ ﾟ ﾚｰﾄ　短冊金物
垂木　軒桁接合：ひねり金物ST-1 5
小屋束　小屋梁・小屋束・母屋接合
　　　　　　かすがいC120両面打ち

（3）（3）

（3）

金物　（と）　（ 3 ）ﾎｰﾙﾀ ﾞ ｳﾝ金物15KN
金物　（に）　羽子板ﾎ ﾞ ﾙﾄ又は同等以上
金物　（と）　ﾎ ｰﾙﾀ ﾞ ｳﾝ金物1 5KN又は同等以上
金物　（い）　短ほぞ差し又は同等以上

30
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15
0

82
0

82
0

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ
(ＧＬ ＋114)
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(ＧＬ ＋114)
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1,
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0

1,
11
0

1,
50
0

2,
50
0

1,
16
0

鋼製束鋼製束 鋼製束

土台伏図　S＝1/100

105×105

105×105 105×105

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝBT
15KN

ﾎﾙﾀﾞｳﾝBT
15KN

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝBT
15KN

10
0

125125 10
0

125125 10
0

100

41
3

37

15
0

人通口廻断面　S＝1/30

鉄筋縦横D13＠200

50

鉄筋縦横D13＠200 鉄筋縦横D13＠200

鉄筋縦横D13＠200
ｺﾝｸﾘｰﾄFC　21-18-20

鉄筋縦横D13＠200

29
3

34
0

柱脚金物　ｶﾅｲSUS同等

GL

15
070

斜め補強筋 D10

木材規格（JAS）又は等級横架材・柱材・筋交い等その他　床下等防蟻処理
根太　 根太レス工法　構造用合板ｔ＝28
土台 　桧120×120

10
5×
10
5

105×105

105×105

鋼製束洗濯

トイレ 玄関

ＵＢ

82
0

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

柱脚金物　ｶﾅｲSUS
P1/H2同等
ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ　PGﾀｲﾌﾟ

柱脚金物　ｶﾅｲSUS　
P1/H2　同等
ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ　PGﾀｲﾌﾟ

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ　21-18-20

設計基準強度 FC-21N/m㎡  スランプ 18cm

ｺﾝｸﾘｰﾄFC　21-18-20 ｺﾝｸﾘｰﾄFC　21-18-20 ｺﾝｸﾘｰﾄFC　21-18-20 ｺﾝｸﾘｰﾄFC　21-18-20

大引　 桧　105×105
梁・桁杉・その他　120×240・120×120

杉　120x120

杉　120x120

杉　120x120

杉　40x120 @455

杉　40x120 @455

杉　45x105

※特記なき梁、桁は、杉とする。
補強筋D13＠200

L＝1800

基礎詳細図　S=1/30

45
0

50

50

土間仕上り

人通口断面 S=1/30

土間筋D-13
縦筋D13＠200

トップ筋D13

45
0
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土間筋縦横D13＠200

300200
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横筋Ｄ10＠200
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補強筋2-D13
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階段受柱基礎

ｴﾗｽﾀｲﾄｔ=10

17
0

階段受柱基礎

ｴﾗｽﾀｲﾄ　ｔ＝10

50
0

1,450

階段柱

17
0

1501,032

階段柱

17
0

土台・柱材・筋交い等その他　床下等防腐防蟻l処理

地盤面　より1ｍ以上とする

3,
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1,450

1,35016,200
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60
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30
0 60
0

1,500

1,600
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ホールダウンＢＴ
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150150

22
0

18
3

図面№
管理建築士　益岡雅充

図 面 名

縮尺

事務所登録　第1245号
一級建築士　第237193号

益岡建築設計事務所

住所 高知県四万十市小西ノ川165番地5号

TEL 0880-31-8522 FAX  0880-31-8666

設計 年 月 日

担当者

工事名

備考
完成 年 月 日

益岡 雅充

－

津野 川若 者住 宅（ 第二 ）新 築工 事 （建 築主 体工 事）

A

基 礎 伏 図 ・ 土 台 伏 図 ・ 基 礎 詳 細 図

1 / 1 0 0 ・ 1 / 3 0
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凡    　例

火　打

根　太

桧　90x90

桧　根太ﾚｽ工法ｔ＝28

通し柱 桧　120x120

〃 桧　120x120

桧　120x120

その他：建築基準法告示第１４６０号による金物

※梁、桁は、特記なき限り　杉とする。

２階 床 仕 様

上下 管 柱

    ALCパネルt=36 + 構造用合板 t=28（N75 @150以下）
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凡    　例

杉　60x150 @450・60×120

火　打 杉　90x90

通し柱 杉　120x120

小屋束

棟　木

〃 杉　120x120

杉　120x120

杉　105x105、　@950

その他：建築基準法告示第１４６０号による金物

※梁、桁は、特記なき限り　杉とする。

下階 管 柱

杉 120x180・120×210

杉　105x105、 @1000小屋束

垂木60×150

垂木60×120
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垂木60×120＠333

垂木60×150

２階床伏図　S＝1/100 ２階小屋伏図　S＝1/100
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×
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母屋120×180 6-3

母屋120×180 6-3

棟木 120×210  6-3

X1 X3 X4 X5 X6 X7

2階床伏図　S＝1/100 小屋伏図　S＝1/100

　2-120×210 120*120120*120120*120

 3-120×240

120角 120角 120角 120角 120角 120角 120角 120角 120角 120角 120角 120角

2-120×180

1,350

軒桁 120×240 米松

1,350

図面№
管理建築士　益岡雅充

図 面 名

縮尺

事務所登録　第1245号
一級建築士　第237193号

益岡建築設計事務所

住所 高知県四万十市小西ノ川165番地5号

TEL 0880-31-8522 FAX  0880-31-8666

設計 年 月 日

担当者

工事名

備考
完成 年 月 日

益岡 雅充

－

津野 川若 者住 宅（ 第二 ）新 築工 事 （建 築主 体工 事）

A

2 階 床 伏 図 ・ 小 屋 伏 図

1 / 1 0 0
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GL

※特記なき梁、桁は、杉とする。

筋違プレート

土台

筋違

柱

杉　40x120 @475・500間 柱（界壁部）

杉　45x105

※告示第1460号による金物を設置する事。

桧　120x120

筋  違

土　台

筋違端部は、壁倍率2倍用を使用すること

１･２階 管 柱

通し柱 杉　105x105

杉　40x120 @475

杉　120x120

間  柱

杉　120x120通し柱

軸  組　凡　例

GNF40又はGNC40@150以下打付

※ 界壁部：PB t=12.5+12.5 張り
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0
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0
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88
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図面№
管理建築士　益岡雅充

図 面 名

縮尺

事務所登録　第1245号
一級建築士　第237193号

益岡建築設計事務所

住所 高知県四万十市小西ノ川165番地5号

TEL 0880-31-8522 FAX  0880-31-8666

設計 年 月 日

担当者

工事名

備考
完成 年 月 日

益岡 雅充

－

X 方 向 　 軸 組 図

1 / 1 0 0

津野 川若 者住 宅（ 第二 ）新 築工 事 （建 築主 体 工 事）
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X1 X2 X7X6X5X3 X4

2,700 2,700 2,700 2,700 2,700 2,700

ＧＬ

1階ＦＬ

47
0

2階ＦＬ

2,
95
0

2,
90
0

6,
32
0

Y3通り軸組図

X1 X2 X7X6X5X3 X4

2,700 2,700 2,700 2,700 2,700 2,700

ＧＬ

1階ＦＬ

47
0

2階ＦＬ

2,
95
0

2,
90
0

6,
32
0

Y4通り軸組図

-65切下 -65切下 -65切下

1,6401,0601,6401,0601,6401,060

1,6401,0601,6401,0601,6401,0602,700 2,700 2,700

1,450 1,350

図面№
管理建築士　益岡雅充

図 面 名

縮尺

事務所登録　第1245号
一級建築士　第237193号

益岡建築設計事務所

住所 高知県四万十市小西ノ川165番地5号

TEL 0880-31-8522 FAX  0880-31-8666

設計 年 月 日

担当者

工事名

備考
完成 年 月 日

益岡 雅充

－

1 / 1 0 0

津野 川若 者住 宅（ 第二 ）新 築工 事 （建 築主 体工 事）

A

Y 方 向 　  軸 組 図
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津
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線
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敷地内電柱

⑪

電柱控

⑪
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敷地境界線

鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞCHUBU V1HU319-30同等（細目)

U字側溝W=240 CHUBU　V1HU319-24同等（細目）

17.08m

31ｍ

15.12㎡

135.80㎡

外構工事

ﾌｪﾝｽ（ﾕﾆﾌｪﾝｽ同等）H=900

駐輪場土間ｔ＝150　7.2×2.1

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装　A-5-10

6

5

記号

4

3

2

1

仕      様

THUBU 　ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ　V1HU332-30　T-6.0

7 既存擁壁

8 既存水路

9 土間・既存擁壁解体撤去　東面含む

10

11

温水器 土間ｺﾝｸﾘｰﾄｔ＝150 ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ6φ-150角

新設コンクリート重力擁壁 11.05ｍ

23.54㎡

4.0ｍ

12
進入路 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ　6φ150角ｔ＝150

36.00㎡

②

⑩

3,
20
0

1,200

⑥

3.0ｍ

7582,100758 2,100 1,430

7,1641,796

2,
1
8
9

2,
0
1
1

1,
9
0
1

駐輪場正面　S＝1/50

１３２〔柱〕

９
４
°

９０

駐輪場断面　S＝1/50

-300

±0.0

LIXIL　ｻｲｸﾙポート同等

駐輪場

17
96

7164

500500

60
0

60
0

500

60
0

ｺﾝｸﾘｰﾄｔ＝150金コテ仕上
ﾜｲﾔｰメッシュφ6*150
砕石ｔ＝100敷き込み

2,100

14.10ｍ

16,200

（ＪＩＳ２１人槽）別詳細図参照

合併処理浄化槽

６
５

２０２０
Ａ

２
０
Ａ

１２５

浄化槽用ブロア位置

１
２
５

１
２
５

１２５

刷毛引き仕上

ｺﾝｸﾘｰﾄ　FC21
500×500　L600

ｺﾝｸﾘｰﾄ　FC21
500×500　L600

2,
0
0
6

最高高さ

軒高さ

⑩

2,300

浄化槽水路放流

1,350

2,850

階段

階段

外構詳細図　S=1/100

屋根材ポリカ
屋根材ポリカ

柱ｱﾙﾐ
柱ｱﾙﾐ

2,180

2,170

1,000

99
0
11
0

敷地境界線

⑩1000×1000

2,
80
0

図面№
管理建築士　益岡雅充

図 面 名

縮尺

事務所登録　第1245号
一級建築士　第237193号

益岡建築設計事務所

住所 高知県四万十市小西ノ川165番地5号

TEL 0880-31-8522 FAX  0880-31-8666

設計 年 月 日

担当者

工事名

備考
完成 年 月 日

益岡 雅充

－

津野 川若 者住 宅（ 第二 ）新 築工 事 （建 築主 体工 事）
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鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞCHUBU V1HU319-30同等（細目)

U字側溝W=240 CHUBU　V1HU319-24同等（細目）

17.08m

31ｍ

15.12㎡

135.80㎡

外構工事

ﾌｪﾝｽ（ﾕﾆﾌｪﾝｽ同等）H=900

駐輪場土間ｔ＝150　7.2×2.1

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装　A-5-10

6

5

記号

4

3

2

1

仕      様

THUBU 　ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ　V1HU332-30　T-6.0

7 既存擁壁

8 既存水路

9 土間・既存擁壁解体撤去　東面含む

10

11

温水器 土間ｺﾝｸﾘｰﾄｔ＝150 ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ6φ-150角

新設コンクリート重力擁壁 11.05ｍ

23.54㎡

4.0ｍ

12
進入路 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ　6φ150角ｔ＝150

36.00㎡

3.0ｍ

14.10ｍ

刷毛引き仕上

図面№
管理建築士　益岡雅充

図 面 名

縮尺

事務所登録　第1245号
一級建築士　第237193号

益岡建築設計事務所

住所 高知県四万十市小西ノ川165番地5号

TEL 0880-31-8522 FAX  0880-31-8666

設計 年 月 日

担当者

工事名

備考
完成 年 月 日

益岡 雅充

－

津野 川若 者住 宅（ 第二 ）新 築工 事 （建 築主 体工 事）
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鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞCHUBU V1HU319-30同等（細目)

U字側溝W=240 CHUBU　V1HU319-24同等（細目）

解体　工事

ﾌｪﾝｽ（ﾕﾆﾌｪﾝｽ同等）H=900

駐車区画線 W=15cm

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

6

5

記号

4

3

2

1

仕      様

THUBU 　ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ　V1HU319-24　歩行用

7 既存擁壁

8 既存水路

9 既存擁壁解体撤去　東面含む　H1.6ｍ・1.8ｍ

10

11

土間コンクリート　解体

新設コンクリート擁壁

14.1ｍ

道路境界線

400

GL±0

解体部分　示す

既存擁壁解体
ｔ＝400　Ｌ2.3　H1.6

⑩

20.21ｍ2

図面№
管理建築士　益岡雅充

図 面 名

縮尺

事務所登録　第1245号
一級建築士　第237193号

益岡建築設計事務所

住所 高知県四万十市小西ノ川165番地5号
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設備機器一覧表
項目 階 部屋 小項目 仕様 備考

ＤＫ
種類等
暖房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを暖房

ＤＫ
種類等
暖房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを暖房

ＤＫ
種類等
暖房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを暖房

洋室A
種類等
暖房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを暖房

洋室B
種類等
暖房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを暖房

洋室A
種類等
暖房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを暖房

洋室B
種類等
暖房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを暖房

洋室A
種類等
暖房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを暖房

1

洋室B
種類等
暖房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを暖房

ＤＫ
種類等
暖房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを暖房

ＤＫ
種類等
暖房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを暖房

ＤＫ
種類等
暖房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを暖房

洋室B
種類等
暖房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを暖房

洋室A
種類等
暖房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを暖房

洋室B
種類等
暖房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを暖房

洋室A
種類等
暖房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを暖房

洋室A
種類等
暖房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを暖房

暖房設備

2

洋室B
種類等
暖房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを暖房

ＤＫ
種類等
冷房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを冷房

ＤＫ
種類等
冷房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを冷房

ＤＫ
種類等
冷房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを冷房

洋室A
種類等
冷房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを冷房

洋室B
種類等
冷房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを冷房

洋室A
種類等
冷房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを冷房

洋室B
種類等
冷房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを冷房

洋室A
種類等
冷房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを冷房

1

洋室B
種類等
冷房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを冷房

ＤＫ
種類等
冷房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを冷房

ＤＫ
種類等
冷房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを冷房

ＤＫ
種類等
冷房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを冷房

洋室B
種類等
冷房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを冷房

洋室A
種類等
冷房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを冷房

洋室B
種類等
冷房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを冷房

洋室A
種類等
冷房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを冷房

洋室A
種類等
冷房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを冷房

冷房設備

2

洋室B
種類等
冷房方式

ルームエアコンディショナー(い)
居室のみを冷房

トイレ 換気方式等 壁付け式第三種換気設備
トイレ 換気方式等 壁付け式第三種換気設備1
トイレ 換気方式等 壁付け式第三種換気設備
トイレ 換気方式等 壁付け式第三種換気設備
トイレ 換気方式等 壁付け式第三種換気設備

換気設備

2
トイレ 換気方式等 壁付け式第三種換気設備
トイレ 非居室の仕様等 全てLED
トイレ 非居室の仕様等 全てLED
トイレ 非居室の仕様等 全てLED
洗濯 非居室の仕様等 全てLED
洗濯 非居室の仕様等 全てLED
洗濯 非居室の仕様等 全てLED
ＵＢ 非居室の仕様等 全てLED
ＵＢ 非居室の仕様等 全てLED
ＵＢ 非居室の仕様等 全てLED
洋室B 非居室の仕様等 全てLED
洋室A 非居室の仕様等 全てLED
洋室B 非居室の仕様等 全てLED
洋室A 非居室の仕様等 全てLED
洋室B 非居室の仕様等 全てLED

1

洋室A 非居室の仕様等 全てLED
トイレ 非居室の仕様等 全てLED
トイレ 非居室の仕様等 全てLED
洗濯 非居室の仕様等 全てLED
洗濯 非居室の仕様等 全てLED
ＵＢ 非居室の仕様等 全てLED
洋室B 非居室の仕様等 全てLED
洋室A 非居室の仕様等 全てLED
洋室B 非居室の仕様等 全てLED
洋室A 非居室の仕様等 全てLED
洋室A 非居室の仕様等 全てLED

照明設備

2

洋室B 非居室の仕様等 全てLED
仕様等 電気ヒートポンプ給湯機[エコキュート] ﾋﾀｰ容量44.4KW最大消費能力4.408KW（1φ200V）
仕様等 電気ヒートポンプ給湯機[エコキュート] ﾋﾀｰ容量44.4KW最大消費能力4.408KW（1φ200V）
仕様等 電気ヒートポンプ給湯機[エコキュート] ﾋﾀｰ容量44.4KW最大消費能力4.408KW（1φ200V）
仕様等 電気ヒートポンプ給湯機[エコキュート] ﾋﾀｰ容量44.4KW最大消費能力4.408KW（1φ200V）
仕様等 電気ヒートポンプ給湯機[エコキュート] ﾋﾀｰ容量44.4KW最大消費能力4.408KW（1φ200V）

給湯設備

仕様等 電気ヒートポンプ給湯機[エコキュート] ﾋﾀｰ容量44.4KW最大消費能力4.408KW（1φ200V）

開口部一覧表

判定対象
階 記号 仕様

熱貫流率

[W/㎡K]

寸法(外法)[ｍ] 面積

[㎡]断熱 幅 高

窓

1 W南-1 ｻｰﾓｽⅡ手動ｼｬｯﾀｰ付引違い窓LowE（日射遮蔽型） 1.650 1.640 2.030 3.329

1 W南-2 ｻｰﾓｽⅡ手動ｼｬｯﾀｰ付引違い窓LowE（日射遮蔽型） 1.640 2.030

1 W南-3 ｻｰﾓｽⅡ手動ｼｬｯﾀｰ付引違い窓LowE（日射遮蔽型） 1.640 2.030

1 W南-4 ｻｰﾓｽⅡ手動ｼｬｯﾀｰ付引違い窓LowE（日射遮蔽型） 1.640 2.030

1 W南-5 ｻｰﾓｽⅡ手動ｼｬｯﾀｰ付引違い窓LowE（日射遮蔽型） 1.640 2.030

1 W南-6 ｻｰﾓｽⅡ手動ｼｬｯﾀｰ付引違い窓LowE（日射遮蔽型） 1.640 2.030

2 W南-7 ｻｰﾓｽⅡ手動ｼｬｯﾀｰ付引違い窓LowE（日射遮蔽型） 1.640 2.030

2 W南-8 ｻｰﾓｽⅡ手動ｼｬｯﾀｰ付引違い窓LowE（日射遮蔽型） 1.640 2.030

2 W南-9 ｻｰﾓｽⅡ手動ｼｬｯﾀｰ付引違い窓LowE（日射遮蔽型） 1.640 2.030

2 W南-10 ｻｰﾓｽⅡ手動ｼｬｯﾀｰ付引違い窓LowE（日射遮蔽型） 1.640 2.030

2 W南-11 ｻｰﾓｽⅡ手動ｼｬｯﾀｰ付引違い窓LowE（日射遮蔽型） 1.640 2.030

2 W南-12 ｻｰﾓｽⅡ手動ｼｬｯﾀｰ付引違い窓LowE（日射遮蔽型） 1.640 2.030

1 W北-1 ｻｰﾓｽⅡ格子付き付引違い窓　LowE（日射遮蔽型） 1.780 1.640 0.970 1.590

● 1 W北-2 0.300 0.970 0.330

1 W北-3 0.300 0.970 0.330

1 W北-4 ｻｰﾓｽⅡ格子付き付引違い窓　LowE（日射遮蔽型） 1.640 0.970 1.590

1 W北-5 ｻｰﾓｽⅡ格子付き付引違い窓　LowE（日射遮蔽型） 1.640 0.970 1.590

1 W北-6 ｻｰﾓｽⅡ-H上げ下げ窓　LowE（日射遮蔽型） 1.920 0.300 0.970 0.291

2 W北-7 ｻｰﾓｽⅡ格子付き付引違い窓　LowE（日射遮蔽型） 1.780 1.640 0.970 1.590

2 W北-8 ｻｰﾓｽⅡ-H上げ下げ窓　LowE（日射遮蔽型） 0.300 0.970 0.291

2 W北-9 ｻｰﾓｽⅡ-H上げ下げ窓　LowE（日射遮蔽型） 0.300 0.970 0.291

2 W北-10 ｻｰﾓｽⅡ格子付き付引違い窓　LowE（日射遮蔽型） 1.780 1.640 0.970 1.590

2 W北-11 ｻｰﾓｽⅡ格子付き付引違い窓　LowE（日射遮蔽型） 1.780 1.640 0.970 1.590

2 W北-12 0.300 0.970 0.291

ドア

● 1 D北-1 31型2ﾛｯｸ　ﾎﾟｽﾄ有り 2.24 0.785 2.225 1.746

1 D北-2 31型2ﾛｯｸ　ﾎﾟｽﾄ有り 2.24 0.785

1 D北-3 31型2ﾛｯｸ　ﾎﾟｽﾄ有り 2.24 0.785

2 D北-4 31型2ﾛｯｸ　ﾎﾟｽﾄ有り 2.24 0.785

2 D北-5 31型2ﾛｯｸ　ﾎﾟｽﾄ有り 2.24 0.785

2 D北-6 31型2ﾛｯｸ　ﾎﾟｽﾄ有り 2.24 0.785

W:窓 D:ドア

3.329

3.329

3.329

3.329

3.329

3.329

3.329

3.329

3.329

3.329

3.329

2.225

2.225

2.225

2.225

2.225

1.746

1.746

1.746

1.746

1.746

1.650

1.650

1.650

1.650

1.650

1.650

1.650

1.650

1.650

1.650

1.650

1.920

1.920

1.780

1.780

1.920

1.920

ｻｰﾓｽⅡ-H上げ下げ窓　LowE（日射遮蔽型）

ｻｰﾓｽⅡ-H上げ下げ窓　LowE（日射遮蔽型）

1.920ｻｰﾓｽⅡ-H上げ下げ窓　LowE（日射遮蔽型）

省エネ仕様基準 仕様表（省エネ基準）

住宅の名称

工事場所

建築物の種類

建築物の構造 延床面積[㎡]

地域の区分

津野川若者住宅（第二）新築工事

共同住宅等

木造軸組構法 252.72

６地域

建築物省エネ法第10条に基づく省エネ基準適合義務に関する事項

仕様等が複数ある場合、省エネ基準適合判断に必要な仕様等を以下に記載

項目 小項目
断熱仕様

工法 設計値 基準値 備考
仕様 熱伝導率 厚み[mm]

外
皮
断
熱
基
準

一
次
エ
ネ
基
準

断
熱
仕
様

開
口
部

設
備
機
器

屋根

天井

外壁

床
外気に接する

上記以外

土間床等の

基礎壁

外気に接する

上記以外

窓

ドア

暖房設備
暖房方式

種類等

冷房設備
冷房方式

種類等

換気設備 換気方式等

照明設備 非居室の仕様等

給湯設備 仕様等

該当なし

グラスウール断熱材高性能品　HG16-38 0.0380 155.0 充填断熱 4.1 ≧ 0.9

グラスウール断熱材高性能品　HG16-38 0.0380 89.0 充填断熱 2.3 ≧ 1.1

該当なし

フェノールフォーム断熱材　1種2号CⅡ 0.0200 45.0 充填断熱 2.3 ≧ 1.7

0.0200 50.0 内断熱 2.5 ≧ 1.8 UB下のみ

該当なし

R

ｻｰﾓｽⅡ-H上げ下げ窓　LowE（日射遮蔽型）

(ﾄｽﾃﾑ　ﾄｲﾚ)
Uw 1.9 ≦ 4.7 枠G仕様

31型2ﾛｯｸ　ﾎﾟｽﾄ有り

(ﾄｽﾃﾑ　玄関)
UD 2.24 ≦ 4.7 枠戸仕様

居室のみを暖房

ルームエアコンディショナー(い)

居室のみを冷房

ルームエアコンディショナー(い)

壁付け式第三種換気設備

非居室設置照明は全てLED

電気ヒートポンプ給湯機[エコキュート] ﾋｰﾀｰ容量4.4KW〔最大消費電力4.408KW（1φ200V）

※上表に記載する性能値等は、特記なき限り国立研究開発法人建築研究所の定める技術情報に記載するJIS等の規格に

基づく値とする。※開口部の熱貫流率は、特記なき限り一般社団法人 日本サッシ協会ホームページ内「「建具とガラ

スの組み合わせ」による開口部の熱貫流率表（住宅用窓の簡易的評価および住宅用ドアの簡易的評価による）」の熱貫

流率の小数点第2位を四捨五入した値とする。※開口部の日射熱取得率は、特記なき限り国立研究開発法人 建築研究所

ホームページ内「平成28年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術情報（住宅）」の開口

部の日射熱取得率の付属部材なしの値とする。

R

Uw

ηw

UD

：断熱材の熱抵抗[㎡K/W]

：窓の熱貫流率[W/㎡K]

：窓の日射熱取得率

：ドアの熱貫流率[W/㎡K]

フェノールフォーム断熱材　1種2号CⅡ
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図 面 名
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真北

南

西

東

67.3171度

(北西側の壁)

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材高性能ｔ＝90

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材高性能ｔ＝89

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材高性能ｔ＝89

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材高性能ｔ＝89
HG16-38　熱伝導率　0.0380

(ダクト長1m未満)
壁付け式第三種�

(ダクト長1m未満)
壁付け式第三種�

(ダクト長1m未満)
壁付け式第三種�

LLLLLL

LLL

DL L

DL L

DL L DL L

DL L

DL L DL L

DL L

DL LＵＢ ＵＢ

洋室A 洋室A 洋室B洋室B

トイレ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

洗濯

ｸﾛｰｾﾞｯﾄｸﾛｰｾﾞｯﾄｸﾛｰｾﾞｯﾄｸﾛｰｾﾞｯﾄ

洗濯

トイレ

洋室A 洋室B

ＤＫ ＤＫ ＤＫ

ＵＢ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

玄関 玄関 玄関トイレ

洗濯

ﾋｰﾀｰ容量4.4KW〔最大消費電力4.408KW（1φ200V）

ﾋｰﾀｰ容量4.4KW〔最大消費電力4.408KW（1φ200V）

ﾋｰﾀｰ容量4.4KW〔最大消費電力4.408KW（1φ200V）

ﾋｰﾀｰ容量4.4KW〔最大消費電力4.408KW（1φ200V）

ﾋｰﾀｰ容量4.4KW〔最大消費電力4.408KW（1φ200V）

ﾋｰﾀｰ容量4.4KW〔最大消費電力4.408KW（1φ200V）
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0

1,
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1階 省エネ仕様基準 平面図 1/100
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図面№
管理建築士　益岡雅充

図 面 名

縮尺

事務所登録　第1245号
一級建築士　第237193号

益岡建築設計事務所

住所 高知県四万十市小西ノ川165番地5号

TEL 0880-31-8522 FAX  0880-31-8666

設計 年 月 日

担当者

工事名

備考
完成 年 月 日

益岡 雅充

－

津野 川若 者住 宅（ 第二 ） 新築 工事

1 / 1 0 0

A

2 面  省 ｴ ﾈ 仕 様 基 準 図 , 3 面  省 ｴ ﾈ 仕 様 基 準 図
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図面№
管理建築士　益岡雅充

図 面 名

縮尺

事務所登録　第1245号
一級建築士　第237193号

益岡建築設計事務所

住所 高知県四万十市小西ノ川165番地5号

TEL 0880-31-8522 FAX  0880-31-8666

設計 年 月 日

担当者

工事名

備考
完成 年 月 日

益岡 雅充

－

津野 川若 者住 宅（ 第二 ） 新築 工事

1 / 1 0 0

A

4 面  省 ｴ ﾈ 仕 様 基 準 図
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南側 省ｴﾈ仕様基準 立面 1/100 北側 省ｴﾈ仕様基準 立面 1/100

東側 省ｴﾈ仕様基準 立面 1/100 西側 省ｴﾈ仕様基準 立面 1/100

洋室A ＤＫｸﾛｰｾﾞｯﾄ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ ＤＫ洋室A
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ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材高性能ｔ＝155

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材高性能ｔ＝89

ｔ＝45　熱伝導率0.0200
ﾌｴﾉｰルﾌｫｰﾑ断熱材1種2号CⅡ

1面 省ｴﾈ仕様基準 断面 1/100

ＵＢ ＵＢ
ＤＫ ＤＫ ＤＫ

ＵＢ ＵＢＤＫＤＫ ＤＫ

前面道路高-1,490～1,590
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ｔ＝50　熱伝導率0.0200
ｔ＝50　熱伝導率0.0200
ﾌｴﾉｰルﾌｫｰﾑ断熱材1種2号CⅡ

2面 省ｴﾈ仕様基準 断面 1/100

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材高性能ｔ＝155
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